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　金銀、魔道具、叡えい智ち。地上では手に入れられない宝の数々を秘めている閉鎖空間。ダンジョン。

　誰も最奥まで到達したことのないその未開の地は、人々を興味という見えない力で引き寄せる。

　夢や希望、はたまた欲望や打算など、大小、公私を問わない様々な理由で冒険者達たちはダンジョンに挑まんとする。

　そのような無数のダンジョン攻略を目もく論ろむ冒険者達の中で、最も偉業に近いとされているパーティーの一つが俺の所属する『到達する者アライバーズ』だ。

　しかし、当のパーティーは現在深刻――いや、滅め茶ちや苦く茶ちやしょうもない問題を抱えていた。

「ちょっと、エリンさん。ノートくんに近づきすぎじゃありませんか？」

「そうかしら？　これくらい20階層の生活では普通のことだったけど？」

　睨にらみ合う両者。どちらも一歩も引く様子はない。

　前者の発言をした女性、ロズリア・ミンクゴットはこのパーティーでは聖騎士というポジションについている。

　紺色の艶やかな長髪に潤んだ赤い瞳。女性の平均サイズを大幅に上回った胸の大きさに、容姿の整った麗しい顔立ち。

　と、世の男性を虜とりこにするために作られたといってもおかしくないくらいの美女である。

　しかし、そう簡単に彼女に騙だまされてはならない。

　彼女は数多あまたの男性を誑たぶらかし、数え切れないほどのパーティーを崩壊させた過去があり、俺が住んでいるピュリフの街では悪評高い女である。

　現在も俺のことが好きだと宣のたまい、積極的にアピールをされているが、過去に俺も騙された経験があるのでその言葉をどこまで信用していいかわからないという、微妙な関係性の女性だ。

　そういった彼女も『到達する者アライバーズ』に入ってから、早半年になるのだから驚きだ。

　後者の発言をした女の子、エリン・フォットロードは『到達する者アライバーズ』で魔導士のポジションについている。

　銀髪のツインテールが何よりの特徴で、鋭い目つきと華きや奢しやな身体からだつきが目立つ。

　二カ月前、俺と彼女はダンジョンにある転移罠わなに引っかかってしまい、二人で20階層に放り出されるという窮地に陥ってしまった。

　途中、色々なぶつかり合いなどもあったが、共に困難に挑むことで彼女との距離は随分縮まったりもした。

　以前までのキツイ言動は鳴りを潜めたかと思ったのだが、それは俺に対してのものだけだったようだ。

　ロズリア相手には相変わらず口調が厳しい。

「どうして二人は喧けん嘩かしてるんだ？」

　俺に向かって問いかけてきたのは、フォース・グランズ。

　この『到達する者アライバーズ』でリーダーをしている男だ。戦闘職バトルスタイルは剣士。実力者揃ぞろいのパーティーの中でも、一位二位を誇る強さの持ち主だ。

「さあ……」

　首を振って、フォースからの問いを誤魔化す。

　もちろん、この諍いさかいが起きた原因は把握している。

　直接的な原因としては、エリンが俺を今日の昼食の食材の買い出しに誘い、ロズリアがそれを咎とがめ出したことで始まった争いだ。

　根本的な原因といえば、二人の女の子が俺を取り合っているという構図――って、張本人の自分が言葉にするとかなり恥ずかしいな……。

　これが全部俺の勘違いだったらどうしよう……。超痛いやつじゃん……。

　悪い方に考えるとキリがないので、仮定として二人が俺を原因に争っているとしよう。

　フォースにその状況を素直に説明するわけにはいかない。

　ロズリアが俺にアピールをしているのは知っているはずだが、エリンが俺に好意を寄せていることは知らないはずだ。

　そして、彼は恋人ができないことに頭を悩ませており、他人の幸せは平気で妬むタイプの人間でもある。

　二人の女性に俺が迫られているということを知ったら、何をしでかしてくるかわかったもんじゃない。

　ちなみに、恋人ができないことに頭を悩ませていた過去の俺は、当時女の子ロズリアと仲良くしていたフォースを妬み、破局まで追いやったことがある。

　人のこと言えないな、おい。

　まあ、ロズリアとエリンの言い合いを見てれば、フォースに状況がバレるのも時間の問題だと思うが……。

「なんか修羅場の匂いがするです……。恋愛マスターのネメにはわかるです……」

　目を光らせて、二人の言い争いを楽しそうに見つめているのは、ネメ・パージン。

　このパーティーの回復役である神官である。

　児童と間違われるくらい幼い見た目をしているが、これでも俺より６歳上の大人なお姉さんである。

　それと恋愛マスターではない。

「なんか大変そうだね……ノート君……」

　後ろから声をかけてくれたのはジン。

　このパーティーのまとめ役であり、俺を『到達する者アライバーズ』に誘ってくれた恩人でもある。ちなみに彼の戦闘職バトルスタイルは暗殺者だ。

「あの二人、またずいぶんと仲が悪くなっちゃったね……」

　それ、言外に俺を責めてますよね!?

　いつもより、少しだけ声が冷たい気がするし。

　パーティーのまとめ役という彼の立場上、二人の喧嘩は見過ごせないのだろう。

　過去には、仲が悪かったロズリアとエリンを慮おもんぱかって、行動をしていた節もあったわけだし。

「ということで、あとは任せたよ」

　ポンと俺の肩に手をのせてきた。

　やっぱり俺が何とかしなくちゃいけない感じですかね……。

　いや、俺のせいだけっていうわけじゃ――。

「……」

　彼の優しくも冷たさを帯びた瞳を見て、反論をする気はそがれてしまった。

　仕方ない。ここは専門家に任せよう。

「恋愛マスターのネメ姉さん、任せました」

「そこでネメに来るです!?」

　いきなり話を振られて跳び退のくネメ。

　でも、俺は知っている。ネメは押しに弱い人物だと。

「ネメ姉さん、お願いします」

「嫌です！　あの中に入るの怖いです！」

「俺もですよ。でも、大人で頼りがいのある女性なネメ姉さんなら――」

「もちろんできるです！　ネメに任せてくださいです！」

　うん。やっぱちょろくて押しに弱いな。

　敬礼をして、ロズリアとエリンの方へ駆けて行くネメ。

　その姿を見て、後ろにいたジンが呟つぶやいた。

「ノート君のそういうところ良くないと思うな……」

　はい……俺もそう思います……。





＊






　午前中には色々とごたごたがあったが、それも落ち着き、時刻は昼の二時。

　昼食も食べ終え、皆が皆、一息吐ついているところだ。

「さて、明日はダンジョンに潜ろうか」

　突然、ジンは話を切り出した。

　俺としてはやっとかという気分だったのだが、他のメンバーはそうではないようだ。

　エリンはダンジョンという言葉を聞いて、ビクッと身体を震わせたし、ロズリアやネメも明るい顔をしていなかった。

　それもそうだろう。

　俺とエリンはダンジョンで命を失いかけた。

　他のメンバーから見れば、仲間の命を失いかけたのだ。

　ダンジョン探索に対して暗いイメージを抱えるのも当然だろう。

　言い方が悪いが、以前までの俺達はどこか遊び感覚でダンジョンに潜っていた。

　それがメンバー二人の消息が不明となるという一件を経て、『到達する者アライバーズ』のダンジョン探索に対する意識は変わることとなった。

　ダンジョンとは数多の冒険者が命を落とす場所であり、自分達もその例外ではないのだと。

　明日のダンジョン探索で死ぬかもしれないし、死ぬのはその次の日かもしれない。

　見知った仲間が翌日にはいなくなっている可能性もあるのだ。

　そのことをやっと実感した。だから、腰が引けるのは当たり前だ。

　ジンもそれがわかっていたのだろう。

「かれこれダンジョンには一週間も潜ってないしね。これ以上潜らないと勘も鈍っちゃうよ」

　ここが『到達する者アライバーズ』がダンジョン探索を続けるかの分岐点。

　もう少しだけとつかの間の安息を願うようなら、このパーティーはダンジョン攻略という偉業を成し遂げられない。

　そう思って、ダンジョン探索の提案を持ち出したのだろう。

　皆にとって過酷な提案をするという憎まれ役をジンは引き受けた。

「いいですね、行きましょう」

　こういう状況はいずれ訪れると思っていた。その時、最初に声をあげるのは自分であるべきだとも考えていた。

　今回の転移罠による遭難事故において、フォースやネメやロズリアは直接的な被害を受けた張本人ではない。

　いわば第三者の彼らが、張本人である俺やエリンの前で、大きな声でダンジョン探索を推し進めるというのは憚はばかられるだろう。

　張本人である俺が一番に賛成すれば、少しでも彼らの気遣う分が軽くなるかもしれない。

　俺以外のメンバーが反応に困っていると、次に声をあげたのはエリンだった。

「うん、私も賛成……」

　その声色は全然賛成しているように思えなかったが、それでも賛成していることはしている。

　20階層から帰って最初に目を覚ました日、彼女と二人きりで話したやりとりが思い出される。

　あの時、最初エリンはダンジョン探索をやめるつもりだと言っていた。

　それから俺の覚悟を聞いて、彼女は意見を翻した。

　彼女は心の内ではダンジョン探索に抵抗を覚えているのだろう。

　その気持ちを抑え込んで絞り出したのが、今の答えだ。

「それじゃあ、今から準備しなくちゃですね」

　明るい声でエリンの言葉に反応したのはロズリアだった。

　暗い雰囲気を払拭しようと、胸の前で大きく手を叩たたく。

　彼女は空気を読む力はあるのだ。普段から和を乱すような発言をしているのは、ただ空気を読む気がないだけだ。

　こういう時の彼女の配慮はありがたい。

　午前中エリンと口論していたのが噓うそみたいだ。

「おう、そうだな」

「ダンジョン行くです！」

　フォースとネメもそれに乗っかり、話はダンジョン探索に行くことで決まったようだ。

「そうだね。今回は久々に六人揃そろっての探索だし、深い階層は潜らないで、10階層あたりにしようか」

　これもジンの配慮だろう。

　いきなり因縁のある17階層には向かわずに、比較的安全な階層での肩慣らしをする。

　それは良い提案だ。

「10階層ですか……。あのゴーレムばっかり出る場所ですよね……」

「そうだね。あそこなら極端な気候や地形はないから楽だし、出てくるモンスターも強すぎず、ちょうどいいかなって」

　ダンジョンは火山や雪山、沼地や浮遊島など様々なコンセプトで階層が成り立っている。

　機械的な工場地帯を模した10階層は地形の癖が強くなく、ジンの言う通り肩慣らしに最適そうであった。





＊






　10階層探索当日。

　俺達たち六人は装備を整え、『到達する者アライバーズ』のパーティーハウスを後にした。

　今から向かうのは、ピュリフの街のすぐ外にあるダンジョンだ。

　探索にかける気構えが変わったからか、メンバー一同の顔立ちもいつもとは違って見える。

　特に変化が顕著だったのは、六人の一番後ろを歩いているエリンだ。

　顔を俯うつむかせ、額にはびっしりと汗をかいている。顔色も蒼そう白はくだ。

　心配になって、足を進めるペースを落とす。そのまま彼女の隣に並んだ。

「大丈夫、エリン？」

「大丈夫よ……心配いらないわ……」
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　返事はぎこちないし、声に覇気がない。

　あまり大丈夫そうに見えないので、心配の度合いが増してきた。

「体調悪いの？　だったらジンさん達に言って、今日の探索を取りやめにしてもらっても――」

「体調は大丈夫よ……。というかどうしてノートは平気そうなの？」

「平気そうって？」

「どうしてあんなに怖くて死にかけたダンジョンにこれから潜るっていうのに、平然としているのかってことよ」

　ああ、そういうこと。

　言われてみて、確かに納得した。

　エリンと同じ状況にいたはずなのに、俺は彼女と異なってダンジョン探索に対して気後れしていない。

　普通なら、二カ月もの間、いつ死んでもおかしくない状況に放り込まれたら、二度とあんな目には遭いたくないと思うはずだ。

　しかし、心の中にはそのような考えが微み塵じんも現れてなかった。

　エリンの気後れする心情は納得できるし、理解もできる。

　だけど、自分も同じように考えていたかといえば別の話だった。

　まあ、俺の場合はそこまで頭が回らなかったというか。ただ、そういう考えが浮かばなかっただけだろう。

　ただの浅慮であるに違いない。

　自分の心理状態を分析していると、震える深紅の瞳は俺を覗のぞき込んでいた。

「平然としているというか、どちらかというとダンジョンに潜るのを楽しみにしている感じね」

「そう？」

　自分の胸に手を当てて考えてみる。

　エリンの言い分は案外間違っていないように思えた。

　これからの探索を楽しみにしている自分もいる。

「久しぶりに『到達する者アライバーズ』のみんなと潜るわけだし、楽しみなのも当然じゃない？」

「はあ……あなたってほんとダンジョン馬鹿ね……」

「しばらくぶりにエリンの手厳しい一言をもらった気がするな」

　20階層での衝突を経て、俺に対してキツイ物言いをしなくなったエリン。

　その彼女からの珍しい罵倒である。

　しかし、当の彼女はというと、俺の発言に慌てて手を振った。

「いや、そういう意味じゃないのよ！　悪口とかじゃなくて！　悪意があるわけじゃないというか！　素直に思ったことを言っただけ！」

　あっ……素直に俺のことダンジョン馬鹿だと思っていたんだ……。

　フォローをしているつもりなのだろうが、全然フォローになっていない。

　むしろ、その言葉で傷ついたまである。

　彼女は未いまだ慌てて取り繕っている。

「そう！　精神力があるって褒めているのよ！　あんなことがあったのにダンジョンに潜るのが楽しみって言うなんて！　何事にも動じないというか？　メンタルお化けっていうの？」

　割と途中までは持ち直せていたが、最後のメンタルお化けというワードでフォローが台無しになった。

　絶対、心の中で引いてるよね？　その気持ちが言葉選びの中に表れちゃってるよ……。

　思ったことを口に出さずにはいられないエリンらしいっていうか。

　悪意は感じられないけど、純粋な心も人を傷つける場合がある。

　一応、エリンは一つ勘違いしているようなので訂正をしておく。

「何事にも動じないっていうのはないだろ。どちらかというと、俺って精神的に弱い方なんじゃない？　すぐに落ち込むし……。割と硝子ガラスの心だと思う……」

　幼おさな馴な染じみに振られて半年ほど自堕落な生活を送っていたわけだし。

　エリンに叱られた際も結構落ち込んだ。

　修業だって上う手まくいかなかったら苛いら立だつし、断じてメンタルお化けではないはずだ。

「冗談で言ってるわけじゃないのよね……」

　しかし、当のエリンはというと疑うたぐり深い視線を向けてくるのみであった。







　１階層への扉と、各階層への移動を可能にする転移結晶がある遺跡様の建物――もといダンジョンの入り口に俺達はたどり着いた。

　今はエリンが転移結晶の行き先を10階層にある転移結晶に繫つないでいる状況だ。

　他のメンバーはその姿を後ろから見守っている。

　こうして転移結晶同士のパスを繫ぐのは、うちのパーティーではエリンの役目となる。

　魔力で結晶内の回路をいじればパスは繫がるらしく、パスさえ繫がればその階層に赴いた経験がある人なら誰でも転移できるようになるらしい。

　俺は盗賊の戦闘職バトルスタイルだし、魔力を使うスペルは使用したことがない。

　だから回路を繫ぐという感覚を言葉で聞いても実感はできない。

　それどころか難解なイメージを持っているのだが、エリンいわく結構簡単な作業らしい。

　転移結晶のシステム自体はあまり複雑に作られておらず、魔導士なら誰でもできるレベルだそうだ。

　中には魔導士以外でも、スペルを使える人間ならできたりするという。

　なので、同じくスペルを使う立場であるネメに話を訊きいてみたところ。

「やったことはないけど、多分できるです！」

　という答えが返ってきた。

　近接戦闘職バトルスタイルでありながら、魔力を使ってスペルを発動できるロズリアにも訊いてみたが。

「わたくしもやったことないですね。このパーティーに入る前、少しだけダンジョンには潜ったことありましたけど、その時、面倒そうなことは全部周りの男性の方に任せていましたし……」

　といった感じだった。訊かなきゃよかった……。

　ちなみに各階層の転移結晶は、地上にある転移結晶としか繫がることができないため、各階層からの帰りはパスを繫ぐ作業はいらない。

　転移結晶に触れれば自然とダンジョンの入り口に帰ることができる。

　エリンがパスを繫ぎ終えると、最初にフォース、次にネメとどんどん10階層に飛んでいく。

　最後に残ったのは俺とエリンの二人だけだ。

　エリンは険しい顔つきで正面にある結晶を見つめている。

　俺が未だ地上に残っているのも、エリンの異変に気がついたからだ。

「行かないの？」

「行くわよ……。ただ、覚悟はできているつもりなんだけど、いざ目の前に立ってみると怖くなっちゃって……」

　俯き加減で呟つぶやくエリン。

　以前の威勢のよかった彼女からは考えられない弱気な発言だ。

　20階層での極限の生活を経て、エリンと俺の関係性は大幅に近づいたはずだ。

　今では俺に対してのみ本音を話してくれる。

「そんなに怖いんだったら、手でも握ってダンジョンに入る？」

　20階層での生活を思い出し、そんな提案を口にしてみる。

　あの時の俺らは、事あるごとに手を繫いでいたような気がする。案外、悪くない毎日だった。

「止やめておくわ……。フォースとかに冷やかされるのは恥ずかしいし、ロズリアにも面倒な文句を言われそうだし……」

　ふざけ半分だった俺の言葉で、エリンの緊張はほぐれたようだ。

「大丈夫。平気になったわ」

　そう手を振りながら、転移結晶に吸い込まれていった。

　俺の言葉はふざけ半分なものだったが、もう半分は本気だった。

　行く宛を失った右手を見つめる。

「今の俺達の関係性って一体なんなんだろうな……」

　複雑な心境に陥っていたからといって、ずっと転移結晶の前で立ち止まっているわけにもいかない。

　エリンの後を追い、すぐさま10階層へと移動した。

「遅えぞ！　ノート！」

「はいはい」

　フォースからの文句を軽くいなしながら、皆の下へと合流していく。

　そして、俺達『到達する者アライバーズ』はモンスターが侵入可能な区域である結晶外に足を踏み出した。

　10階層を一言で表すなら、ゴーレム製造工場だ。

　あちらこちらにあるゴーレムの製造ラインから、ゴーレムが生み出され、そのゴーレムは冒険者を見つけ次第攻撃をしてくる。

　奥に行けば行くほど、戦闘力の高いゴーレムの製造ラインがあり、難易度も増していく。

　もちろん階層のボス自身もゴーレムで、その個体自体がゴーレム生産機能を持っているという厄介な相手なのだが、今回は階層攻略が目的じゃないのでボス部屋までは行かないつもりだ。

「ノート君、ユニークゴーレムやレインボークリスタルゴーレムを見つけたら、そっちに道案内してくれるかな？」

「いいですけど、どうしてですか？」

　ユニークゴーレムというのは量産型ではなく、単一で種が存在しているゴーレムのことである。

　固有の能力を有していることが多く、戦うとなると手間がかかる相手だ。

　ただし、個体数としては希少なため、中々出会える相手でもない。

　レインボークリスタルゴーレムというのは、量産型のゴーレムの一種である。

　数種類の属性魔法を放つのが特徴的で、名の通り身体からだは虹色の輝きを秘める結晶で覆われている。

　生息範囲は10階層の奥地と、戦闘能力も高いゴーレムである。

「その二体はとりわけパーツが高く売れるからね。ほら、今、『到達する者アライバーズ』は貯蓄しているお金が目減りしている状況だから」

　ジンの言葉によって、その背景を思い出す。

　現在の『到達する者アライバーズ』は、昔に比べて財政的に余裕がない状況だ。

　理由はというと、ひとえに俺とエリンの20階層での遭難があげられる。

　というのも、俺達たちを捜すためにジン達は他のダンジョン攻略パーティーを、潤沢にあった『到達する者アライバーズ』の資金で雇ったらしい。

　しかも、頼んだパーティーはどこも一流の攻略専門パーティー。

　ピュリフの街に50ほど存在するダンジョン探索パーティーの中で、ダンジョン制覇を目標に掲げている四つのパーティーのうちの三つだった。

　複数のパーティーが合体して、クランとしての形を成している『迷宮騎士団』。この街では一番大きい規模のパーティーであり、人材確保にも積極的だ。厚い冒険者の層と潤沢な資金によって、『迷宮騎士団』はダンジョン制覇の第一候補として名を上げている。

　ピュリフのダンジョン以外にも足を踏み入れたことがあるらしい熟練のパーティー、『天秤と錠前リベレーシヨン』。

　その危険性ゆえ、命を落とす冒険者が後を絶たず平均年齢が低めなダンジョン探索パーティーの中で、一際年齢が高いパーティーだ。その年齢の高さは死なないことの証あかし。しかも、最高到達階層が一番深かったりと、実力と実績の伴っているパーティーだ。

　そして、メンバーが全員女性と風変わりな形を取っている『復讐の戦乙女ヴアルキリー』。スペル系戦闘職バトルスタイルを取っている者が多く、専門の回復職を置いていないのが特徴的だ。

　ダンジョン制覇を目標に掲げているパーティーのあと一つは『到達する者アライバーズ』であるので、これでダンジョン攻略の最先端を行くパーティー全てがこの件に関与したこととなる。

　ジンは最初、俺達が17階層に飛ばされたと思い、その付近の階層まで足を延ばせるパーティーに声をかけた。

　その結果、『到達する者アライバーズ』が失った金額は莫ばく大だいな量となった。

　しかも失ったのはお金だけではない。ダンジョン攻略における情報や、魔道具、ダンジョンから得られる技術オーバーテ情報クノロジーまでをも吐き出してしまった。

　結果、『到達する者アライバーズ』が他のパーティーよりアドバンテージを持っていた【地図化マツピング】スキルの有用性ですら、知れ渡ることになってしまった。

　今回の騒動によって、俺達のパーティーは他の攻略専門パーティーに一歩先を行かれる状況になったといっても過言じゃないだろう。

「なんか、すみません。自分達のせいでお金をあんなに使わせちゃって」

「気にしないで。ノート君達に原因があったわけじゃないし」

　ジンは首を振る。そして、悪い空気を払拭するように手を叩たたいた。

「とりあえずレインボークリスタルゴーレムがいる奥地に向かって進んで行こうか」

「わかりました」

《索敵》で周辺にいるモンスターの種類を探りながら返事をする。

　そうして、俺達『到達する者アライバーズ』は10階層を進み始めた。







「レッドゴーレムの群れが右の通路から。数は十二です」

【地図化マツピング】と《索敵》で得られた情報をパーティーメンバーに伝えていく。

　俺の言葉が届くとメンバーはすぐに動き出した。

　ロズリアとフォースは前に。ジンは一歩引いて立ち止まる。

　エリンは杖つえに魔力を込めて、スペルを放つ準備に取り掛かっていた。

　各々が『到達する者アライバーズ』での自分の立ち位置を再確認するかのような立ち回り。

　久々となるパーティーでの探索に相応ふさわしい動きであった。

　10階層では敵のゴーレムの出現数がやたらと多い。

　単体で強力なゴーレムが襲ってくるというより、物量で押してくるという印象が強かった。

　こうしているうちにも、後方からライトゴーレムが八体ほど迫ってきている。

　このスピードじゃ、追いつかれるのは時間の問題だ。

　前方に目を向ける。ちょうど視界ではエリンがレッドゴーレムをスペルで殲せん滅めつし終えたところだった。

　この階層では敵の出てくる数が多いため、範囲攻撃を得意とする魔導士の動きが重要だ。

　ゴーレムの殲滅速度が遅いと、次から次へとゴーレムが流れ込んできて、数に押し負けてしまう可能性が出てくる。

　その点、うちのパーティーの魔導士は心配なさそうだ。

　ダンジョンに潜る前の不安そうな瞳とは打って変わって、今は目の前のゴーレムを蹴散らすことしか考えていない眼光だ。

　表情だって20階層に放り込まれる前と何も変わっていないように見える。

　この調子なら問題ないだろう。心配は杞き憂ゆうだったようだ。

「ロズリア、後ろからライトゴーレムが来ているからよろしく。あと、奥の広場に三種類のゴーレムの群れがいる。計三十五体かな」

　本当に出てくるモンスターが多いな、この階層……。

　次から次へとゴーレムが現れるため、パーツも悠長に拾っていられない。

　レッドゴーレムのパーツも売ればお金になるが、それらをゆっくり拾うより、早くレインボークリスタルゴーレムを見つけて狩っていった方が効率はよさそうだ。

　もう少し、《索敵》範囲を広げてみるか……。

【地図化マツピング】の効果範囲である１㎞よりさらに先まで《索敵》を伸ばしていく。

　穴空きの形で埋まる脳内地図に覆い被かぶさるようにして、モンスターの気配情報が示されていく。

　感知できる範囲をより遠く、より遠くへと広げていき。

　――見つけた。

　すごく遠くだけども。あの気配は確かレインボークリスタルゴーレムのものだったはず。

　以前10階層に潜った時の記憶を頼りに判断を下す。

「今進んでいる方向から見て、十時方向に一体だけレインボークリスタルゴーレムを見つけました。もしかしたら、そっちの方にレインボークリスタルゴーレムの製造ラインがあるかもしれません。向かってみます？」

「流石さすがです！」

　俺の言葉に反応したのはネメだった。

　肩に抱えていた彼女は、機嫌良さそうに背中を叩いてくる。

「ノートがいるとやっぱいいです！」

「そうですか？　俺としても、ネメ姉さんの重さを肩に感じていた方がダンジョン探索してるっていう感じしますしね」

「へえ～そんなにネメに乗られるのが嬉うれしいです？」

「まあ、そうですね」

　言い方が気になるけど、まあいいか。

　ネメの発言が変なのはいつものことだ。

　俺の示した指針で行くのか、ジンの方を窺うかがってみる。

　彼は少し驚いたような、煮え切らないような、不思議な表情をしていた。

「どうかしました？」

「いや、ボクの方ではレインボークリスタルゴーレムの気配は感じられなかったからさ……」

「そうですか？　じゃあ、俺の間違いですね。すみません」

　レインボークリスタルゴーレムの気配は気のせいだったのだろう。

　気配の記憶だって、数カ月前のダンジョン探索のものだ。あまり信用できたもんじゃない。

　もう一度、正確に、深く、《索敵》に入ろうとすると、ジンの声に阻まれた。

「別に間違いではないと思うよ」

「間違いじゃないって？」

「その通りの意味だよ」

　そう言ってジンは続けた。

「ノート君の《索敵》の方が広い範囲を探れていたってことだね。もうボクより上う手まいんじゃないのかな？」

「そんなことってあります？　多分、俺の間違いですよ」

「それは違うと思うな。ノート君の《索敵》の技術が上がったんだよ。20階層で遭難しているうちにね」

　よくよく考えてみると、20階層に訪れる前はここまで視みえていなかった。

　昔の《索敵》は、相手との距離、脅威度の差異など詳しいことは把握できていたが、今ではそれに輪をかけて精度が上がっている。

　より深く、細分化された気配まで知れるし、モンスターの詳しい動きまで感じられる。

　もはや視えすぎていると感じるくらいだ。

　ある程度のモンスターなら、目を瞑つぶっても対処できるかもしれない。

　視えている世界が変わったというか、新たな感覚器官が得られたという方が正しい表現かもしれない。

「20階層ではこのアーツが一番の頼りでしたからね。モンスターと鉢合わせしないように、四六時中気を張りつめていましたし」

「それはまた大変だったね。前にも言った通り、《索敵》とか《罠わな探知》みたいなアーツは身の危険を感じながら発動している方が上達するからね。極限状態で二カ月もの間発動しっぱなしだったら、それはものすごい上達をすると思うよ」

「そんなものですかね……」

　ジンの説明は納得できるような。できないような。

　曖昧な返事でしか応えられなかった。

《索敵》が上達しているのは俺でも感じている。それはもうあり得ないほど。

　でも、ジンに勝っているなんて事実を想像できない自分がいた。

　ジンは俺が思い描く最強の暗殺者で、理想像だ。超えられない壁のはずだ。

　だから、たとえ一分野だけといえども、ジンを超えられているとは考えられなかった。

「まあ、行けばわかるか……」

　そう呟つぶやき、10階層の探索を続けていった。
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「この後、予定空いてるかな？」

　10階層探索からの帰り道、ジンから尋ねられる。

　結局、先ほど俺が感じた気配はレインボークリスタルゴーレムのものであった。

　そいつを倒した後、さらに数体ほどのレインボークリスタルゴーレムを倒して、時間も時間となってしまったので、帰路に就くことにした。

　ダンジョンの入り口がある建物から出る。

　街へと続く道は橙だいだい色いろに照らされていた。時刻はとっくに夕方だ。

　もちろん俺に予定などはない。

　パーティーメンバー以外にこの街で仲の良い人なんていないし、行きつけの店なども持っていない。

　俺の現状を改めて見つめ直してみると悲しくなってきた。

　まあ、修業ばっかりしてたから、友人がいないのも仕方ないよな……？

　あまりネメやエリンのことを馬鹿にできないような感じがする。

　とりあえずジンには空いていることを伝えておこう。

「大丈夫ですよ。で、どうかしたんです？」

「よかった。これから久々に手合わせでもしようかと思って」

「いいですね」

　突然の申し出に胸が躍り出す。

　なにしろ二カ月ぶりの手合わせなのだ。楽しみに思わない方がおかしい。

「そうだ。ネメ姉さんも来てくれませんか？」

　前をとぼとぼと歩いていたネメに話しかける。

　振り返った彼女は目をぱちくりさせながら、こちらを見上げてくる。

「なんでです？」

「理由は秘密ってことでいいですか？」

「わかりましたです！　ネメと戦いたいのですか！　売られた喧けん嘩かは買うです！」

　俺に向けて拳を数回突き出してくる。

「ノートなんてワンパンで沈めるです！」

　彼女の意気込みは大層なものだ。

　もちろん、ネメの推測は見当違いも甚だしい。

　このまま勘違いさせておくのも面倒なので、一言だけ言っておく。

「違いますよ。理由は着いてからのお楽しみです」

「もしかして……告白です……？」

「……違います」

　さらに面倒な勘違いをしないでくれ……。







　こうして俺、ジン、ネメの三人は人気のないダンジョン近くの空き地にやってきた。

　普段、ジンと手合わせしているいつもの空き地である。

　二人の立ち位置もいつもと同じ。大人十数歩分ほどの距離で向かい合っている。

　唯一、いつもと違うのはネメの存在である。

　彼女は俺達たち二人の間でおろおろとしていた。

「ネメはどうして呼ばれたです？」

「怪け我がをした時の回復役として来てもらいました」

「告白じゃなかったです!?」

「そう言ったじゃないですか……」

　まだその見当違いの推測してたんだ……。

　肩を落とすネメを白けた気持ちで眺めていると、ジンから声がかかる。

「それはどちらかが怪我をするって意味なのかな？」

「まあそうですね」

「それは楽しみだね。ノート君が一発ボクに当てる気なんて」

　彼は元々細かった目をさらにほころばせる。

　ジンの想像と俺の思い描いている展開はかなりかけ離れている気がするが、このまま誤解させたままの方が、ジンに一泡吹かせられそうだ。

　あえて否定をしないで頷うなずいた。

「ネメ姉さん、そこにいると邪魔なんで、戦いに巻き込まれなそうな場所に避難しておいてください」

「はいです」

　てくてくと空き地の端へ駆けて行くネメ。

　その姿を見送ると、腰に差してあったダガーを抜いて構えた。

　ジンもこちらの動きに応じて前傾姿勢になる。

　武器は抜いていないものの、完全に臨戦態勢。

　今の彼相手に少しでも油断をすれば、一瞬で距離を詰められ、勝負は決してしまうだろう。

　絶対に油断はできない。そして、するつもりもない。

　同じように前傾姿勢になり、向かい合う暗殺者の一挙手一投足に集中する。

　ジンが動き出すタイミング――すなわち《絶影》が発動される瞬間を見逃すまいと、神経を尖とがらせる。

　目の前の彼に動き出す様子はない。おそらくこちらを警戒しているのだろう。

　ジンレベルの暗殺者にとって、俺なんて本来、警戒するに値しない実力の人間だ。

　しかし、午前中の《索敵》の件や、ネメを呼ぶというシチュエーションの変化により、こちらのことをかなり警戒している。

　何か俺に策とやらがあると思っているのだろうか。

　もちろんジンに勝つ小細工などは用意していないし、無駄な思い過ごしってやつだ。

　今回は正面突破で行かせてもらう。

　息を吐き、ダガーを持つ手をほんの少し緩める。

　気が緩んだとジンに思わせる、小さな、とても小さな合図。

　彼ほどの戦闘慣れした人でなくちゃ見逃すくらいの僅かな合図だ。

　でも、ジンなら確実に気づき、そこを突いてくる。

　もしかしたら、俺の動作がフェイントであると見破られるかもしれない。

　だけど、彼なら動く。

　たとえフェイントだとわかっていようとも、それにビビッて安全マージンを取るほど、俺とジンの実力は拮きつ抗こうしていない。

　だから俺は、ジンが動くと確信して。




　――《偽・絶影》。




「――《絶影》」




　視界が闇に染まる。

　網膜が周囲の状況を理解する速度を超えて、俺は後ろに跳んだ。

　首元を摑つかもうと放たれたジンの右手を屈かがんで避よける。

　目で見えなくても。今の俺なら。

　20階層での極限状態で研ぎ澄まされた俺の《索敵》なら。

　――ジンの攻撃が視える。

　脳裏に映る黒い影の動きに、ほんの僅かだが揺らぎが視える。

　おそらく動揺している。驚いている。

　だからといってジンの動きが遅くなるわけじゃない。

　すぐさま動揺を振り切ったのか、普段通り、いや普段より鋭い攻撃が飛んでくる。

　足技。フェイント。その他諸もろ々もろ。

　対する俺はただ避けるのみ。

《索敵》で対象からの敵意は読み取れるので、攻撃のタイミングは正確に把握できる。

　フェイントは怖くない。恐れるべきなのは足技だ。

　とりあえず過剰に距離を取って、足技の範囲から逃れる。

　ジンはそれらの攻撃で俺を仕留められないと知るや否や、漆黒の短剣を持ち出す。

　得意とする【形状変化・鉱物】のスキルを使った戦い方に移行するつもりなのだろう。

　あれはまずい。彼のダガーは伸縮自在なせいでレンジが測りにくい。

　刀身を縦横無尽に操れるせいで、攻撃の線も読みにくい。

　まさに近接戦闘殺しといっても過言じゃないくらいの戦い方だ。

　あれを避けれるのか？

　心の内の不安に構わず、容赦のない刺突が飛んでくる。幾度も顔面をめがけて放たれる。

　あれに当たったら死ぬ。本当に。

　ふざけんなよ。殺される。

　ネメを連れてきたのが間違いだった。

　戦闘後に現れる《偽・絶影》の反動を癒してもらうために連れてきたのに、今のジンはその状況を、どうせネメの回復魔法があるからと、手加減なしで攻撃することに利用している。

　狙いすますように鳩尾みぞおちに突きを入れてくる。

　身体からだを捻ひねって、さっきまでダガーだったものの剣先を避ける。

　すると今度は、黒い剣が直角に折れ曲がり、足の甲を突き刺さんと襲いかかってくる。

《離脱ウイズドロー》で左足を弾くように跳ねさせ、黒の追撃を躱かわす。

　そのまま二歩、三歩と《離脱ウイズドロー》を連続で発動し、距離を取る。

　ジンのスキル、【形状変化・鉱物】は名の通り、触れている鉱物の形状を自由自在に操るものだ。

　変化する形状に制限はないが、質量と体積までは変えることができない。

　だから、刀身を伸ばせば伸ばすほど、切っ先は細くなり脆もろくなる。

　あまりに伸ばしすぎてしまえば、非力な俺でも簡単に手で折れる耐久性になってしまうだろう。

　ジンもこれ以上、手元の剣だけでの追撃は難しいと判断したのか、《縮地》で距離を詰めてくる。

　距離を詰められるのは避けたい展開だが、距離を取ったところでジンを攻撃する手段もない。

　そもそも、俺は攻撃アーツを覚えていないのだ。接近戦でもジンに勝てる見込みはないだろう。

　勝ち筋が全く思い浮かばない。それでも身体を動かさなければ負けてしまう。だから、動き続けるしかない。

　俺の拙い攻撃がジンに当てられるチャンスを待つだけだ。今はジンの攻撃を躱して、ひたすら耐え――。




　――えっ？




　突如、右足を強く引っ張られる感覚。

　不意に働いた力に意表を突かれた俺は体勢を崩し、受け身も取れないまま後ろ向きに地面に叩たたきつけられた。

「――ッ」

　頭と背中を強く打つ。衝撃が肺を襲って、息が漏れ出る。肋ろつ骨こつが軋きしむ音が響く。

　目の前に広がるのは夕焼けに染まった空。影で黒ずんだ雲が上空には浮かんでいる。

　気がついたら俺は仰あお向むけで倒れていた。いや、倒されていたという方が正しいか。

　――何が起きたんだ？

　痛みより先に出たのは疑問だった。

「ボクの勝ちだね」

　と、見下ろしながら声をかけてくるジン。

　その視線を無視して、上半身を起こして右足に目を移した。

　足首には黒い紐ひもが巻きついている。光沢があって、張りのない弛たるんだ紐。紐の先はジンのズボンの左裾の中に繫つながっている。

「……は？」

　意味のわからない状況。ジンの顔に視線を向けると、彼は笑っていた。手も振っている。右手には案の定、黒いダガーが。そのダガーの質感は、右足に巻きついた紐と似通っている。

「……一体どういうことですか？」

「どういうこともなにも――」

　そう言って、ジンはズボンの左裾を捲まくった。俺の右足に巻きつく紐は、ジンの左足のアンクルバンドへと繫がっていた。

「これ、金属でできたアンクルバンドなんだよね。だからこういう風に自由に操れるってわけ」

　右足に巻きついていた黒い紐はほどかれ、うねうねとくねり始めた。まるで植物モンスターのように動いている。

「ずるくないですか……？」

　ダガーは操れるのは知っていたが、まさか手だけでなく身体に触れている金属まで操れるなんて。強スキルすぎる……。

　スキルの概要を説明された時、鉱物でできた物質の形状を操れるとしか言ってなかったし、手元のダガーだけに注意していた自分が悪かったけど、それにしても納得しかねるずるい手だ。

「まあね。自分で言うのもなんだけど、初見の人はほとんどこれに引っかかるよ。昔からお世話になっている奥の手ってやつだね」

　足首から伸びた黒い紐は剣状になって、地面から生える雑草を刈り取った。

「こうして攻撃することも可能だよ」

「もしかして右足にも着けていたりします？」

「もちろん。他にも腕や腰などにも仕込んであるね」

　反則でしょ。絶対勝てないわ。

「強すぎじゃないですか、そのスキル？」

「そんなことないよ。確かにこの小技は対人の近接戦闘には使えるけど、遠い距離の相手との戦いには意味ないからね。あとはダンジョンにいるモンスター相手だと、攻撃力が足りなくて、有効打が与えられなかったりと不便なんだよね」

「そうだとしても、便利に感じますけどね」

　戦闘系のスキルを持っていない自分にとって、ジンのスキルを応用した戦い方は羨ましく思えてしまう。

　ただでさえ俺とジンの戦闘能力はかけ離れているっていうのに、そこにスキルという埋められない差があるのは大きい。

　ジンの奥の手を知ってしまった今、手合わせで彼に一矢報いる光景が思い浮かばなくなってしまった。

　ましてやジンのことだ。もう一、二つくらい奥の手を隠していてもおかしくない。

「それよりネメ姉さん。回復スペルお願いできますか」

《偽・絶影》の反動で、関節やら筋繊維やらが痛みで悲鳴をあげている。短い時間の発動なら大丈夫かと思っていたが、どうやら大丈夫でないようだ。

　このアーツは強力だ。それ故に、まだ鍛えきれていない身体には負担がかかりすぎる。

　その結果、アーツを解除した途端、痛みに襲われ動くこともままならなくなる。

　この調子だと一人の時に《偽・絶影》を発動するのは難しそうだ。

　長時間使えば20階層の時のように動けなくなって気を失ってしまうし、発動を短い間に限定しても痛みで隙ができてしまう。その隙は戦闘中なら致命的だ。

　なかなかジンのように上う手まくはいかない。

「えっ……はいです！」

　まさか自分に声がかけられるとは思っていなかったのか、ネメはビクッと肩を跳ねさせる。

　その後、ネメは「えいっ」と言いながらスタッフを大きく振った。

　すぐさま俺の身体は青緑色の光に包まれる。

「どこか怪け我がでもしたのかい？」

　身体の節々の痛みが引いたのを確認していると、ジンに尋ねられる。

「怪我というよりアーツの反動で身体を痛めたというか……」

「なるほどね。そうだ、すごく驚いたよ。まさかノート君が《絶影》を使えるようになっていたなんて」

「ジンさんの《絶影》より速度は遅いですし、発動後の反動が大きいですしで、まだまだ未完成ですけどね」

「そんなことないよ。ここまでできればあとはもうちょっとだよ。どんどん練習していけば、すぐに上達していくよ。いずれはボクより速くなるなんてこともあるかもしれないね」

「それはないでしょう……」

「そうかな？」

　ジンは持っていたダガーをしまい、手を差し伸べてきた。

　俺は彼の手を摑んで立ち上がる。

「それはそれとして、この調子だと、ノート君にそろそろ攻撃アーツを教えても良さそうだね」

「攻撃アーツ……」

　その言葉に胸が熱くなる。

　やっとか。やっと認められてその段階まで来たのか。

『到達する者アライバーズ』に入って、一年近くが経たった。

　このパーティーで最初に言われたのは、《索敵》やら《罠わな探知》などのサポート系アーツを身につけるようにということだ。

　しかし、当時から俺の中には攻撃アーツを学びたいという気持ちが燻くすぶっていた。

　その願いがようやく叶かなうのだ。

　冒険者の花形。戦闘の中心となる技術。

　それが攻撃アーツである。

　いくら他のアーツが上達しても、攻撃アーツができないなら一人前の冒険者とは言えないだろう。

　半人前の冒険者から、一人前の冒険者になれる権利を遂ついに手に入れた。

　それだけで満足しちゃいけないのはわかっているけれど、やっぱり嬉うれしいものは嬉しい。

「ありがとうございます！　よろしくお願いします、ジンさん！」

「まあ、教えるのはボクじゃないんだけどね……」

「えっ!?」

　予想外の言葉に驚いて、声をあげてしまう。

　ジンは足りない言葉を補足するため、口を開いた。

「一応、ノート君の戦闘職バトルスタイルは盗賊だよね。ノート君にはボクみたいな暗殺者の攻撃アーツより、本職である盗賊の攻撃アーツを覚えて欲しいんだ。二つの職業は同系統だから使えるアーツは似ているけど、相違点もちらほらあるからね」

「ということは、ジンさん以外の人から教わるってことですか？　暗殺者じゃなくて盗賊の人から」

「そういうことになるね。この街で有名な盗賊の人に話をつけてあるから、師匠探しは心配しなくていいよ」

「一体誰なんですか、その人？　俺の知っている人ですか？」

「リースっていう女の子だよ。知っているかな？　彼女は『復讐の戦乙女ヴアルキリー』で盗賊をやっているんだけど」

「知っていますか、ネメ姉さん」

「もちろん知っているです！　そのくらい『復讐の戦乙女ヴアルキリー』は有名なパーティーです！」

　パーティー名は俺だって知っているが、正直どこのパーティーに誰がいるかまでは把握していなかった。

　ピュリフの街に来てからある程度経ったけど、噂うわさとかこの街の事情は詳しくない。

　自分のことで精一杯だったというか。周りに目を向ける余裕がなかったというか。

「どんな人かわかります？」

「会って話したことないのでわからないです！　ネメはちょっと初対面の人が苦手なのです！」

　右手でグーを作りながら、ドヤ顔で話されても困る。

　そういえば忘れていた……。ネメが人見知りなこと……。

「変な人じゃないから安心して大丈夫だよ。少なくとも『到達する者アライバーズ』のメンバーよりかは常識人だから」

「なるほど――」

『到達する者アライバーズ』の中でも変人ランキング上位に入るネメに目を向けると、偶然にも目が合ってしまった。

「どうしてこっちを見ているんですか？」

「なんでもないです」

　全然なんでもない表情じゃないんだけど……。

　俺って変じゃないよな……？

　少なくともネメよりは変人じゃない自信だけはあるんだけど……。

「まあ、ジンさんがそう言うなら安心ですね。欲を言うなら、ジンさん自身に教わりたかったですけど」

「ごめんね。でも、ボクは盗賊アーツ専門ってわけじゃないし、リースの方が上手く教えられると思うよ」

「わかりました。そういえば、どうして暗殺者アーツを教わるんじゃ駄目なんですか？　盗賊アーツも暗殺者アーツも大して変わらないイメージがあるんですけど……」

「暗殺者アーツはそもそも人を殺すための技術だからね。モンスターを相手取るには向いていない場合が多いんだよ。それにアーツっていうのは本番的な、命がけの状況の方が身につきやすいんだ。戦闘職バトルスタイルによって上達しやすい条件は少しばかり変わるけどね。特に暗殺者アーツなんかは人を殺すか、人に殺されるかの状況でこそ上達しやすいから、盗賊アーツに比べ鍛えにくいんだ」

「でも、ジンさんだって暗殺者アーツ上手いじゃないですか。そういう例外だってあるんじゃないですか？」

「確かに例外はあるかもね。だけど残念ながら、ボクはその例外ってやつではないよ」

　何の考えなしに放った言葉は、即座に否定される。

　語るジンの口調は一筋の笑みもなくて、全く冗談に聞こえない。そもそも、ジンは冗談を言うタイプでもない。

「そ、それって……」

　咄とつ嗟さのことに驚いて戸惑う俺をよそに、ジンは淡々と続けた。

「ボクが暗殺者として活躍できているのは、誰よりも人を殺してきたからだよ。君が思っているほどボクは善人じゃない。ましてやこの街にいる一番の悪人といっても差し支えないんじゃないかな？」

　ジンの言葉に対する答えが見つからず、ただ黙り込むことしかできない。

　俺にはジンが人を殺している姿なんて想像できないし、そんなのは自分の知っているジンじゃない。

　俺の知っているジンは優しくて、頼りがいのある『到達する者アライバーズ』でのジンだけだ。

　この瞬間になって、俺はパーティーメンバーのことを何も知らないということに気づかされた。

　ジンだけじゃない。フォースだって、ネメだって、ロズリアだって。エリン以外のメンバーが、このパーティーに来る前に何をしていて、どうやってこの街にたどり着いたのか答えられない。

　その事実に俺は驚きと僅かばかりの寂しさを感じたのであった。
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　世の中には二種類の人間がいる。

　待ち合わせの時刻をしっかり守る人間と、そうでない人間だ。

　自分は前者なのだが、今回の待ち合わせ相手はどうやら後者らしい。

　かれこれ三十分も待たされている。

　もちろん俺が待ち合わせ時間や場所を間違えている可能性も考えた。

　しかし、出発前に何度も確認したし、伝えてもらった人物がジンだということを考慮すると伝達ミスということもないだろう。

　となると、最有力な理由は、これから会う予定になっている『復讐の戦乙女ヴアルキリー』のリースとやらが単に遅刻しているだけということになる。

　これから彼女に盗賊アーツを教えてもらうわけだが、少し不安になってきた。

　ちゃんとした人なのだろうか？　ジンの紹介ということもあり、そこまで問題性がある人が訪れないことを期待していたのだが。

　そもそも、リースがここに来るのかすら怪しい。

　心配になって、辺りをきょろきょろと見回す。

　それらしき人はまだ来ていない。

　まあ、俺が焦ったところでリースが早く来るわけでもない。気長に待つことにするか――。

　そう悠長なことを考えてからリースが来たのは、それからさらに一時間後のことだった。







「やぁー、ごめんごめん。ちょっと遅くなっちゃった」

　目の前には両手を合わせ、軽く頭を下げる女性が。黒髪でショートカット。背はあまり高くなく、年齢はジンほどであろうか。

　サイズの小さめな白い半袖シャツに茶色のショートパンツと、随分ラフな格好をしている。

「全然ちょっとじゃない気がするんですけど……」

「細かいな、君は。男の子は女の子の遅刻を笑顔で許せるくらいじゃなくちゃ駄目だよ」

　馴なれ馴れしく肩を叩たたいてくるリース。

　うるせえ。一時間半も遅刻してくる初対面の女を気遣えるほど、俺の心は広くないわ。

　そもそも、なんでリースがそんなに笑顔なんだよ。遅刻したんだから、せめてもう少し申し訳なさそうな顔しろよ。

　もちろん、俺は気遣いのできる男なので決して口には出さない。

　別に俺が初対面の人にそこまで強く出られない小心者だからとかいう理由じゃないからな。

「あなたがリースさんでいいんですよね？」

「正解！　でも、呼び方は不正解！　これから、君は私の弟子なんだから、師匠と呼ぶように！　いい？」

「……はあ」

　こういうぐいぐい来るノリ好きじゃないんだよな……。

　自分に合わないっていうか、合わせようと思えば合わせられるけど、そうすると自分のペースで会話できなくて疲れるというか……。

　まあ、このくらいのぐいぐい具合なら昔、野良で冒険者やっていた時に何度もやり取りしていたし、問題はないけど。

　気け圧おされている俺を無視して、リースはなおも話を続けてくる。

「君が噂の幼女攫さらい君だよね？」

「ノート・アスロンです」

「じゃ、幼女攫い君って呼ぶことにするね」

「そう呼ばれないためにフルネームを名乗ったんですけど……」

「いつも耳にしている有名な呼び名の方が呼びやすいし、幼女攫い君でいい？」

　うわっ。めちゃくちゃいじってくるな、この人……。

　一応、初対面だよね……？
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「好きにしてください。自分としてはノートって呼んで欲しいですけど。それよりどうしてこんなところで待ち合わせなんですか？」

　待ち合わせに使われたのは、ピュリフの街にしては人気の少ない地域にある喫茶店だった。

　この区域はパーティーハウスからも遠いし、街の南にあるダンジョンとは逆側で、あまり足を踏み入れたことがない。

　寂れた雰囲気が漂っていて、道を通るにもあまり人とすれ違わない。喫茶店の店内も店員を除くと俺達たち二人しか存在しない。

「いい雰囲気じゃない、この店？」

「確かに落ち着いた感じは好きですけど、正直言ってパーティーハウスから遠すぎます」

「そう言わないでよ。色々理由があるんだから」

「理由って？」

「幼女攫い君だって一応、男なわけじゃん。そんな君と二人で一緒にいるところを見られたら色々とまずいってわけ」

　一応ってなんだ。一応って。俺はれっきとした男だ。

　つっこむのを我慢して、相あい槌づちを打つ。

「彼氏とかに見られたらまずいですもんね」

「そうじゃないけど。あれ？　知らない？　うちのパーティーのリーダーの話？」

「知らないですけど……」

　なんだ、その話？

　この街に来てから日は浅いし、そもそも知り合いが少なくて噂話に疎いせいで、他のパーティーの情報って全然知らないんだよな。

「そうかぁー。なら、教えるけど、うちのリーダー、男性不信というか、男に恨みを抱いているの」

　リースは両手を頭の後ろに組みながら続ける。

「元々は有名な魔導士の家系のお嬢様だったみたいなんだけどね。結婚詐欺にあって借金を抱えて以来、男とカップルは許せない質たちみたい」

「それは災難というか……」

「で、借金を返すためにダンジョンを探索する冒険者になって、女性だけどパーティー、『復讐の戦乙女ヴアルキリー』を立ち上げたらしいの」

「行動力すごいですね」

「そんな三み十そ路じ手前の行き遅れ女だから、メンバーが男の雰囲気を匂わせただけでパーティーから除名しようとしてくるの。ほんと頭おかしいよね」

　確かにそれは頭おかしい。除名って……。

「このままじゃ私まで行き遅れになっちゃうっていうの。ジンとの取引ということで、一応はうちのリーダーも納得してるみたいだけど、私達が二人でいるところを見て、いつ心変わりするかわからないからなぁー」

「ジンさんとの取引って一体なんなんですか？」

「お金や階層の攻略情報を貰もらって幼女攫い君や無鉄砲娘の捜索をしてたことの続きだよ。うちのパーティーの最高到達階層は14階層と他の攻略専門パーティーより進度が遅かったから、あまり捜索に貢献できなかったんだよ。それなのに報酬はたんまりと貰っちゃったから悪いと思って、ジンに予かねてから頼まれていた君の育成を引き受けたというわけ」

　そんな裏側があったのか……。

　話を聞けば聞くほど、ジンに苦労をかけていたことを実感する。俺って一人じゃ何にもできない人間だな……。

　というか、無鉄砲娘って誰のこと？　もしかしてだけど、エリンのことじゃないよな……？

　どうしてそう呼ばれているのか気になるけど、触れないでおこう。なんとなく理由は察せるし。

「ずっとここで話していてもなんだし、移動して修業でも始めようか。幼女攫い君も盗賊としての戦い方を学びに来たわけだし、早く特訓したいでしょ」

　リースは両手を上げ、伸びをした後、カップに入っていたコーヒーを飲み干した。

　俺のカップの中身はとっくに空だ。散々待たされたからな。

「そう思うなら一時間半も遅刻しないでくださいよ」

「それはごめんって。お詫わびにここの代金は私が払っておくからさ」

　立ち上がり、ひらひらと手を振りながら、リースはカウンターへと向かっていく。

　その後ろ姿を俺は大人っぽいなと感心しながら眺めていた。

「ごめん！　急いで来たから財布忘れた！　お金貸して！」と戻ってきたのは数十秒後のことだった。







「ふむふむ。なるほど、そういう感じかぁー」

　特訓を始める前に実力が知りたいということで、俺とリースは街から出てすぐそこの森へと来ていた。

　当然、街の外壁の外にはモンスターがいる。森に出現するモンスターと戦うところを見ることで実力を把握するということになっていたのだが――。

「弱いね、君」

「しょうがないじゃないですか。攻撃アーツを一つも使えないんですし……」

　俺はというと一体もモンスターを倒せていない状況だった。

　回避アーツは使えるので、モンスターの攻撃を安定してやり過ごすことはできるのだが、あいにく攻撃手段が乏しい。

　毎回、俺が回避一辺倒になって膠こう着ちやく状態になっているところをリースに助けてもらうという結末になっていた。

「それにしてもだよ。回避系のアーツばっかり鍛えていたからか、モンスターと向き合う時に逃げ腰になりすぎているね。癖になっているのかな？　それともセンスがないだけかも？」

「センスないかもしれないんですか……？」

「まだ鍛えていないからよくわからないけどね。あまり期待はできなそうだなぁ」

　ショックである。まあ、この先鍛えていけばなんとかなるだろう。今までもなんとかなってきたわけだし。そう思わないとやっていけない。

「それにしても歪いびつだよねー。幼女攫い君の鍛え方って」

「歪ってどこがですか？」

「見たところ回避系アーツや《隠おん密みつ》だけで言ったら私とどっこいの実力じゃん。でも、攻撃関連はまるで駄目。かと思えば《索敵》は私より遥はるかに上手だし」

「そうですかね……」

「っていうか、どうしてそこまで《索敵》が無駄にすごいの？」

　無駄にって……。

「どうしてって訊きかれても……。基本、日常生活でずっと発動してるからとしか。それと20階層で遭難するという命がけの状況でこのアーツを発動し続けたからですかね……」

「うわっ!?　本当にずっと発動しているの!?　《索敵》とか集中力すごい使うし、しんどくない？　私は絶対無理だわ。その分、労力を他の攻撃アーツの練習に費やしたいって思っちゃう」

　リースの言い分もわかる。でも、このアーツのお陰で20階層から生きて帰れたわけだし、結果的には間違っていなかったと思うけど。

「どうしよっかー。幼女攫い君をどういう戦い方の盗賊に育てようか迷うなぁ」

「今のところ何と何で迷ってるとかあるんですか？」

「それもまだ決まっていないんだよね。今後の方向性を決めるのは冒険者にとって大事なことだから、しっかり決めたいんだけどな……」

　リースは頭に手を当てて唸うなる。

　大人っぽい見た目をしているくせに、こういう仕草だけは少し幼く見えないこともない。

「そもそも盗賊って戦闘職バトルスタイルの現状について詳しく知っている？」

　リースからの問いに対して、首を横に振って答える。

　彼女は俺の反応を確認すると口を開いた。

「盗賊とか暗殺者とかはダンジョン攻略に向いていないっていう考え方が現在の主流なの」

「えっ、どうしてですか？」

「だって、ダンジョンにいるモンスターって深く潜れば潜るほど、硬いし耐久力あるしで、全然攻撃通らないじゃん。だから攻撃力が高い戦闘職バトルスタイルの方が有利ってされてるの」

　確かに『到達する者アライバーズ』でも、火力の高い魔法を放てるエリンとか、巨大モンスターをもぶった切れる力を持つフォースがボスを倒している印象が強い。

「だから軽量級アタッカーである盗賊や暗殺者は流は行やってないんだよね。もちろんダンジョン攻略に限る話だけどね。地上のモンスターや対人戦ならむしろ強い戦闘職バトルスタイルだから、冒険者全体では数も多いし。でも、攻略専門パーティーで活躍してる盗賊と暗殺者ってなると、私とジンくらいなんだよねー」

　だから、ジンは俺の修業をリースに頼んだのか。

　攻略専門パーティーで唯一活躍している盗賊である彼女に。

「それじゃあ、同じ盗賊である師匠の戦い方を真ま似ねればいいんじゃないですか？　師匠はダンジョンのモンスター相手でもやり合えているんですよね？」

「幼女攫い君には私の戦い方を真似るのは無理だと思うよー。私のはスキル主体の戦い方だから」

　そう言って、リースは懐からナイフを取り出した。何の変哲もない、ただの鉄のナイフ。

　彼女はそれを人差し指と中指で摘つまむ。そのまま肘を起点にひょいと腕を振るう。

　すると、前方でズバンッと激しい音が爆はぜた。音の先に目を向けると、穴の開いた太い木の幹がそこにはあった。

「スキルの詳細は秘密だけど、投とう擲てき術系のスキルを持っているんだよね。ダンジョン探索ではこのスキルを中心に、味方の錬金術師が作ったナイフとか爆弾とかを投げてモンスターを倒してるって感じ。だから、スキルの違う幼女攫さらい君には真似しようと思っても無理ってわけ」

「単純だけど、強力な戦い方ですね。やっぱりスキルって重要ですか……」

「当たり前じゃん。ジンもあの動く剣と速さが強みなわけだし。そう考えると、戦闘スキルを一つも持ってない点は、幼女攫い君には大きな壁となりそうだね」

「大きな壁……」

【地図化マツピング】を手にしたからこそ『到達する者アライバーズ』に入れたわけだけども、【地図化マツピング】スキルしか持たないからこそ『到達する者アライバーズ』において戦闘面で活躍するのは難しい。

　確かにそれは一種の大きな壁だ。

「普通の人は持っているスキルを伸ばす方向のアーツを鍛えていくんだけど、幼女攫い君にはそのスキルがないから厳しいんだよねー。いや、そうでもないか……。現にジンは【地図化マツピング】スキルで補正のかかる《索敵》を重点的に覚えさせたわけだし、一応理には適かなっているっぽいな……」

　ぶつぶつと呟つぶやくリースに提案を投げかける。

「とりあえず色々アーツを学んでみて、良さそうなやつを伸ばすっていうのはどうですか？」

「それはなしかなー。スキルによる補正抜きでアーツ一つを実用レベルまで持っていくのに最低でも一カ月はかかると思うし、限られたアーツに集中させて練習した方が覚えやすいんだよ。君が他の並の盗賊に比べて《索敵》とかが上う手まいのも、攻撃アーツに練習時間を割いていなかったからだと思うよー。普通の盗賊は攻撃とそれ以外のアーツを７：３くらいの比率で鍛えているのに、君は０：10で鍛えていたわけだから」

「じゃあ、何か一つを極めた方がいいってことですか？」

「一つっていうのは極端な話だけど、概おおむね間違ってはいないかな？　ところで、幼女攫い君はこの国で最強の人間は誰かって議論について知っている？」

「知らないですね……。でも、名前はわからないけど、国の将軍あたりなんじゃないですか？」

「そういう説もあるねー。でも、それを言ったら君のパーティーのフォースなんかも将軍様に勝てる可能性はあると思うよ。それに対人性能最強クラスの戦闘職バトルスタイルである暗殺者で名を馳はせているジンもその候補の一人だし」

「そんなにフォースさんやジンさんって強いんですか？」

「そんなどころの話じゃないから。君らのパーティーの恵まれ具合は異常だから！　各戦闘職バトルスタイルのオールスター勢せい揃ぞろいみたいな感じだから！　ダンジョン制覇パーティーの最有力候補の一つとされているだけはあるよ」

　そこまですごいのか。身近にいるせいで彼らのすごさに慣れてしまったというか、すっかり忘れていた。

　昔のダンジョン攻略に興味のなかった俺でも名前は知っていたくらいだからな。すごいのは当たり前か。

　どうしてそんなパーティーに俺みたいな凡人以下の冒険者がいるんだろう……。改めて考えてみると不思議な話だ。

「それで誰なんです？　この国最強として一番有力なのは？」

「そうだね。話を戻そうか。一番有力とされているのはとある殺し屋だね。本名は不詳だけど、二つ名は有名だったりする。その名も『首切り』。どんなターゲットの首も斬り落としてしまう凄すご腕うでの殺し屋だよ」

「どんな人なんですか？　首切りっていうくらいだから剣が強いってのはわかりますけど……」

「残念、はずれ。正体不明だから謎に包まれている部分も多いけど、剣の斬り口からは剣だけの実力はそこまでだとされているね」

「じゃあ、どうして――」

「答えとしては、誰も首切りを認知できないんだよ。《隠密》があまりにも上手すぎて、誰も気配を摑つかめないんだ。目の前に現れたことも、首を斬られたことすら相手に悟らせない暗殺者」

　――《隠密》。俺も得意としているアーツの一つだ。

　あのアーツがそんな強力なものではないことは俺が一番よくわかっている。

　やり過ごせるモンスターには限界があるし、攻撃なんて仕掛ければ一瞬で自分の存在がばれてしまう。誠に信じ難い話だ。

「そんなの本当に実在するんですか？　誰も認知できない謎の存在って、幽霊みたいなもんじゃないですか？」

「確かに都市伝説じみたところもあるけど、実在すると思うよ。現に殺された人がいるわけだし、首切りはターゲットを殺す前に予告状を送るんだ。それが何よりも実在する証拠かな？」

「わざわざ予告状まで送るって殺し屋として大胆すぎません？」

「それでも、誰にも気配を悟らせず実行しちゃうところが、首切りの最強とされている所以ゆえんだよ。フォースやジンだって、いることがわからない敵にはさすがに敵かなわないでしょ？」

「というか誰も勝てなくないですか？」

「そうなんだよー。ほんと卑ひ怯きようなレベルで無敵だよね。私なら絶対に戦いたくないわ。死にたくないし。私も【投擲術・大】なんかじゃなくて、隠密系のスキルを手に入れてこの国最強の称号を手に入れたかったなぁー」

「師匠のスキルって【投擲術・大】なんですか……」

「あっ、言っちゃった！　ミスった！　秘密ね、これ！　誰かに言ったら、ナイフで狙撃しちゃうかも」

　両手を合わせてウインクをしてくるリース。

　そんなお茶目なポーズをしても、言ってること物騒だからね！　それ、脅しだから！

「大体想像していましたし、初対面の俺に口走っちゃうくらいなんですから、多分他の人にもばれてますよ」

「私はそこまでアホじゃないから！　とりあえず私が伝えたかったのは、自分がどういう戦い方をする盗賊になるのかはじっくり考えた方がいいってこと。場合によっては君でも首切りみたいにこの国最強とされるようになるかもしれないし、有象無象の冒険者で収まるかもしれない。君には無限の可能性がある！　そういうことだね！」

「いい話風に締めましたね。アホの件をうやむやにして」

「だから、アホじゃないから！」

「で、結局どういう戦い方にすればいいんです？」

「それは……」

「要するに何も決まっていないと……」

「その通り！」

　リースは指をビシッとこちらに向けてくる。

『その通り！』じゃないから。なんでちょっと偉そうなんだよ。

「それだと、修業進められなくないですか……？」

「いやぁー、そうなんすよねぇー。今、思いついたのでいいなら……威力が高くて習得難易度も高くない《必殺クリテイカル》にでもしよっか？」

「雑すぎませんかね……」

　この師匠についていって大丈夫なのか、不安に思う俺であった。
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　リースとの顔合わせの二日後、俺達たち『到達する者アライバーズ』はというと17階層へと赴いていた。

　俺とエリンが遭難してから二カ月以上経たった。この探索は10階層での肩慣らしと異なり、『到達する者アライバーズ』にとって久しぶりの本格的なダンジョン攻略となる。言わば復帰戦だ。

　強風に荒らされる前髪の隙間からは一面の蒼あおが窺うかがえる。見上げていた視線を戻し、正面を向くと、背景の空には無数の島々が浮いている。

　島と島の間は橋や浮遊する岩場で繫つながっており、俺達が立つ島の先にも小さい岩が寄せ集まってできた道が出来上がっている。

　この先こそ前回の探索において中ボスと遭遇した地点であり、俺とエリンが20階層に飛ばされた場所である。

　今回の中ボス戦において、俺は一つ、やらなければいけない課題がある。

　それは先日、リースに指摘された、盗賊としての戦い方の模索だ。

　どのようにモンスターと戦い、パーティーのどの役割を担うのか、それは修業を進めていく上で早急に決めておいた方がいい事柄。

　簡単に言うと、目標によって、そこへ到達する努力の仕方が変わってくるということだ。

　いきなりそんなことを言われても困るというのが本音である。

　でも決めなければ先に進めないので、身近にいる『到達する者アライバーズ』の面々の戦いぶり、特に自分と戦闘職バトルスタイルが似通っているジンの戦いぶりを参考にして、方針を決める腹積もりであった。

　中ボス戦の作戦としては前回と同じく、ジン一人でモンスターを相手取る予定だ。ということで、彼の戦いをじっくりと見る機会もある。むしろ、絶好のチャンスと言っても差し支えないだろう。

　これから始まる中ボス戦で、何かヒントが得られることを願うのみだ。







　戦いは序盤から熾し烈れつを極めた。

　影が撫なでるように怪物の首元を通り抜けたと同時に鮮血が走る。ジンの攻撃だ。青く鮮やかな血が岩場に広がる。

　かと思いきや、一瞬でその岩場が爆ぜる。今度は中ボスの攻撃。破壊の暴風をまき散らしながら、礫つぶての散弾で応酬してくる。

　しかし、ジンも中ボスの一撃を食らうほどのろまではない。縫うように散弾の中を進み、怪物へと斬り込んでいく。

　この戦い、はっきり言って規格外だ。

　ジンのすごさは予かねてから知っていたが、今日の彼は一段と冴さえ渡っている。

　彼一人で中ボスを相手取らないといけないという状況からか、それとも前回の失敗を悔やんでいるからなのか、おそらくジンは全力を出している。

　本気を出したジンは、中ボスを圧していた。体長、体格、構造、全てにおいて人類より勝っているはずの怪物に対して、速さというただ一点のみで制圧をかける。

　それは暗殺者として完成された姿のように思えた。

　正直、俺の手合わせの時とは次元が違う。『到達する者アライバーズ』の暗殺者がここまでの実力を持っているとは思わなかった。

　リースの言う通り、ジンがこの国最強の候補とされても全く違和感がない。むしろ、彼以上の強者がいるはずがないとすら、今では確信している。

　彼は人類の到達点だ。暗殺者としてあるべき形だ。これ以上の暗殺者はこの先、存在することがないのではないだろうか。

　彼の雄姿をまじまじと見せつけられながら、一つ悟った。

　――俺は彼を超えることができない。

　揺るぎない事実がそこにはあった。

　俺が『到達する者アライバーズ』に入ってから、ジンとは幾度となく手合わせをした。

　毎回のごとく負けていたが、それでも勝ち目が数万分の一でもあるんじゃないかと思って挑み続けた。だけどその考えは間違えだった。

　俺はこの先、何度挑んでも決してジンには勝てない。

　それはスキルの差であり、歩んできた経験の違いだ。

　数あるスキルの中で最大の速度補正があるとされる【絶影】。

　そして、以前彼がほのめかしていた、謎に包まれた凄惨な過去。

　俺にはどちらも足りず、どちらも埋めるすべを持たない。

　どうひっくり返っても、ノート・アスロンという人間は冒険者としてジンに勝つことはできないのだ。

　おそらく、それはジンも知っている。

　だから、彼は俺に暗殺者という戦闘職バトルスタイルを選ばせず、盗賊になるよう勧めた。

　自分の手で鍛えるのではなく、同業者であるリースを頼った。

　なぜなら俺がジンの後を追い、彼の戦い方を真ま似ねたなら、俺はただの下位互換に成り下がってしまう。

　それはジンだけでなく、リースもわかっていたことだ。

　だから彼女は俺に戦い方の重要性を語った。『首切り』という例を示し、ジンの戦い方とは別の方向性を提示してくれた。

　あの時リースが最も伝えたかったのは、俺がジンとは違う道を歩むべきということ。違う技術を身につけ差異化を図り、競う舞台を移すことでしかジンと渡り合うことはできないということだ。

　だけど、俺は首切りの戦法を真似るわけにもいかない。

　それは俺がジンを超えられないのと同様、首切りを超えられるはずがないのだ。

　隠おん密みつ系スキルはもっていないし、彼がその戦い方に至るまでに積み重ねてきたものがあったはずだ。

　結局は自分に適した戦い方は個人によって異なり、誰かの真似では劣化版に成り下がる可能性がほとんどだ。

　考えるべきだとリースは言った。多分、その通りなんだろう。

　俺は考えなくちゃいけない。見つけなければいけない。

　ある一点ではジンを超え、パーティーの手助けになるような、そんな戦い方を。

　それが俺に与えられた課題。

　答えの見当はつかないし、そもそも答えがない可能性だってある問いだ。

　俺が冒険者として、そして『到達する者アライバーズ』の一員として活躍するための明確な壁が、姿を現した瞬間でもあった。
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　17階層に潜ってからしばらくの日が経ったが、未いまだ目指す戦い方が思いついていないのが現状だ。

　とりあえず、攻撃手段が一つもないのは冒険者としてまずい。時間を繫ぐためにも連日は《必殺クリテイカル》の練習をしているところだ。

　今日も今日とて修業を終え、風呂で汗を流し、リビングでくつろいでいたところ、背後から声をかけられた。

「ノート、ちょっといい？　頼みたいことがあるんだけど……」

　この声はエリンだ。振り向くと、きまりが悪そうに斜め下を見ながら、なるべく目を合わせんとしている彼女がそこにはいた。

　何、その表情……。すごく不安なんだけど……。その頼み、聞きたくない……。

「頼みって？」

　嫌な予感がしたので、このまま逃げ去りたかったが、さすがにそれはエリンがかわいそうだ。仕方なしに話を聞くことにする。

「あなた、『復讐の戦乙女ヴアルキリー』のリースからアーツを教わっているんでしょ？」

「まあ、そうだけど……」

「なら、よかった。私も『復讐の戦乙女ヴアルキリー』のメンバーからスペルについて教わりたいの。私、使えるスペルの数も多いわけじゃないし、もっと勉強しなくちゃいけないなって……」

　20階層でのエリンの過去の告白を思い出す。

　彼女は学校を辞めて『到達する者アライバーズ』に入ってから魔法を研けん鑽さんするのをやめてしまったと言っていた。そして、その点に負い目を感じていた。

　エリンのこの頼みは、彼女が自分の過去と向き合い、変わろうとする最初の一歩なのかもしれない。

　そんな彼女の変化を、俺は喜ばしく思えた。自分に手伝えることがあるなら、是非とも応援したい。

　彼女が未だ目を逸そらし続けているのも、自分の変化を悟られるのが恥ずかしいからなのだろう。そうに違いない。

「だから、ノートから『復讐の戦乙女ヴアルキリー』の魔導士の人に話を通してくれない？　リース経由でもいいから。私、あのパーティーに仲いい人いないのよ……」

　なるほど。そういうことか。要は俺に『復讐の戦乙女ヴアルキリー』の魔導士の人との繫ぎ役になって欲しいということね。

　それくらいならお安い御用だ。

「いいよ。なんだ安心した。深刻そうな表情で話しかけられたから、もっと重い頼みかと思った」

「そうね……。言っておくけどノート、後でその頼み引き受けないとか絶対なしだからね……」

「任せといて」

　親指を上に突き立てて応える。

　しかし、自信満々な俺に対して、エリンは何な故ぜか不安げな表情を浮かべていた。

　そこまで難しい頼みではないと思うが、エリンの反応がどうしても心に引っかかる。

　怪しげな念押しもあったくらいだし、一応確認しておくか。

「念のため、一つ質問していい？　何か隠し事してない？」

　ギクッといった効果音を体現したようにエリンは背筋を伸ばした。随分とわかりやすい反応だ。どうやら嫌な予感は当たっていたようだ。

「正直に言ってほしいんだけど……。頼みとやらは絶対引き受けるからさ……」

「約束はちゃんと守ってよ。……スペルを教わりたい魔法使いがその、あれなのよ」

「あれって？」

　エリンに問いかけている最中に気がついた。

　リースが言っていた頭のおかしい『復讐の戦乙女ヴアルキリー』のリーダーって、エリンがこれからスペルを教わろうとしている魔導士のことなんじゃないのか？

　有名な魔導士の家系出身と言っていたし、一つのパーティーに後衛職である魔導士が二人いることは珍しいから、同一人物の可能性はかなり高い。

「もしかして、エリンの教わりたい人って『復讐の戦乙女ヴアルキリー』のリーダー？」

「そ、そうなのよ！」

　ようやく違和感が払拭された。

　エリンはその男性不信の魔導士に、男である俺を差し向けるのを申し訳なく思っていたのか。

　でも、その問題なら心配いらないだろう。リースに頼んで後のことを全て任せれば、俺が直接的に関与する事態にはならない。

「確かにいいうわさは聞かないけど、そんなに心配しなくてもいいんじゃない？　俺はリースさんに交渉を丸投げしちゃうつもりだし、女の子であるエリンが関わる分には何も問題ないでしょ。それこそ、過去に恨みを買っているようなことでもしてなきゃ――」

　言いかけた途中で言葉に詰まった。

　明らかにエリンの顔色がおかしい。彼女の頰には一筋の冷や汗が伝っていた。

「おいおい、ノート。もしかして知らねえのか？」

　聞き耳を立てていたのだろう。同じリビングにいたフォースが話に割り込んできた。何故かその表情はどこか楽しげだ。

「こいつ、昔、そのリーダーとやらに喧けん嘩か吹っ掛けたんだよ。この街一番の魔導士を決めるとかで、当時一番と名高かったリーダーに勝負を挑んだんだ」

「そんなことしてたんですか……。それで結果は？」

「こいつの圧勝だよ。エリンのスキルは圧倒的だからな。経験では負けていても、スキルの差でボコボコにしたというわけだ。そりゃあもう、相手のプライドをずたずたに引き裂いたこと。しかも最後に言い放った言葉がまあ、えげつなかったぜ。『10歳以上年下の私に魔法で負けて、女としても行き遅れて。あなた、ほんと哀れね』だっけか。さすがの俺でもあれは引いたぜ」

　エリンに目を向ける。彼女は気まずそうに頰を搔かいていた。

「あれは私も若かったっていうか……尖とがっていた時期だったのよ……。反省はしてるわ」

　おい、エリン。何しているんだよ。鬼畜かよ！

　しかも、そんな地雷原に俺を突っ込ませようとしていたのかよ……。

　鬼畜度がその昔とやらから、大して変わっていない気がするんですけど……。

「スペル教わるの他の人にしてくれない？　約束をした手前だけど、俺には荷が重すぎる」

「だ、だから確認したじゃない！　それでもノートは引き受けるって――」

　そうだけど！　約束したけども！　こんな罠わなありかよ!?

　想像を数倍超える、最悪な頼みだったわ！

　よく考えたら、リースはエリンのことを無鉄砲娘と呼んでいた。彼女のあの言葉から、『復讐の戦乙女ヴアルキリー』とエリンの間に確執があったことは想像できたわけで――。

　ってそんなわけあるか！　無理だろ！　誰も察せられないわ！

　しょうがない。こうなったらやけくそだ。男らしく頼みを引き受けてやろうじゃないか！

「エリン、とりあえず明日二人でリース師匠に相談しない？」

　はい……噓うそです……。男らしく一人で頼むのは無理です……。

　情けない男ですみません……。







「――というわけです」

　翌日、俺はリースにあらかたの事情を説明した。エリンは隣で黙ってもらって、彼女の反応を窺うかがうことに徹している最中だ。

　対するリースはというと――。

「……他の人に頼んだら？」

　だろうな。そんなことだろうと思ったわ。

　だって、俺がリースの立場なら絶対そう断ってるもん。

「そこをなんとかお願いします、師匠！」

　俺は軽く頭を下げる。エリンもそれに続いて頭を下げた。

　どうして俺はこんなことで頭を下げているのか、よくわからなくなってきた。おそらく、考えたらいけない疑問の類だ。

「『迷宮騎士団』の一軍メンバーは【地図化マツピング】スキル持ちを探しに行ってるせいでこの街にいないし、『天秤と錠前リベレーシヨン』には魔導士がいないから、うちのリーダーに教わるしかないっていうのはわかるけどさ……」

『迷宮騎士団』はジンからの情報を得て、【地図化マツピング】スキル保有者をメンバーに加えることにしたようだ。

　俺達たちが20階層から無事に帰ってきたので、ジンとの取引の条件となっていた捜索を続ける必要がなくなった。

　過去の『到達する者アライバーズ』と同様に、攻略を打ち切って、【地図化マツピング】持ちを探し始めたそうだ。

『天秤と錠前リベレーシヨン』はベテランパーティーだ。他の攻略専門パーティーに比べて、圧倒的にダンジョン攻略のノウハウを蓄えこんでいる。

　その豊富な経験から【地図化マツピング】持ちはいらないという判断を下したようだ。

「そもそも、エリンちゃんはうちのリーダー、キャシーの姉さんに魔法対決を挑んで勝ったんでしょ？　それなのに教わる必要あるの？」

　リースはエリンの無謀な頼みを断ろうと質問を投げかける。

　俺としてもその点は気になっていた。

「確かに戦いでは勝ったわ。魔導士としての実力ももちろん私が上だと思う。だけど、キャシーは無駄に年を食っているだけあって魔法の知識は私よりずっと多いわ。魔法を使っての小細工も得意だし、私が持ってないものをたくさん持っているわ。だから教わって得られるものも多いと思うの」

　あの……一つ確認しておくと、それ悪口のつもりじゃないんだよね？　本当に教わろうとしてる？

　このままのエリンをキャシーに会わせるのが怖いんだけど……。

「うん……そうか……」

　苦笑を浮かべるリース。彼女もだいぶ変わった人だと思っていたが、どうやらエリンの方が何枚も上手だったようだ。

　軽薄な絡み方をしてくるいつものリースはどこへやら。エリンの言葉に一方的に気け圧おされている。

　リースはちょいちょいと俺を手招きして、俺の耳元へ顔を寄せてくる。

「面倒ごと持ち込まないでよ！　どうすんの、これ？」

「知りませんよ！　困っていたから師匠に相談したんです。かわいい弟子の頼みですよ。なんとかしてください！」

「全然かわいくないんだけど！　むしろ弟子に取ったこと後悔してるくらいだよ！」

「二人とも何をそんなにひそひそ話してるの？　やましい話？」

　目を細め、疑うたぐり深い視線を向けてくるエリン。

　俺は即座に手を振って否定する。

「違う、違う。なんか師匠があとは全部引き受けてくれるらしいって」

「おい、幼女攫さらい君。私を見捨てないでよ。私達は運命共同体でしょ？　死ぬときは一緒って誓い合った仲じゃん」

「いつ誓い合ったんですか……。そんな記憶微み塵じんもないんですけど……」

「この薄情もの！」

　リースは両肩を強く摑つかんでくる。痛い。指が食い込んでいる。

「あなたたち、随分仲よさそうね……」

　エリンはというと、こちらに向けられる視線が疑り深いものから冷ややかなものに変わっていた。

　これはいちゃついているとかじゃなくて、本当に困っているからいがみ合っているだけだからね。

　そもそも、俺達がこうやって責任を押しつけ合っているのも、原因はエリンにあるんだけど。

　こうして、一向に進まない話し合いをしているうちに一日は過ぎてしまったのであった。







「本当にこの作戦で大丈夫なんですかね、師匠……」

「しょうがないよ。この作戦しか思いつかなかったんだから。決まっちゃったものは仕方ない。あとは奇跡を天に願うのみだね」

　と言いながら、リースは腕を組んで頷うなずく。そして、そのまま拳を握り締め、空へと掲げた。

「じゃあ、キャシーの姉さんにいい男を紹介して、機嫌が良くなったところでエリンの頼みを聞いてもらおう作戦』を開始するぞぉー！」

「おー……」

　棒読みの返事で応える。

　この作戦、絶対成功しない予感がする……。

「作戦をこれから遂行するにあたって、もう一度手順を確認しておくよー」

　そう言ってリースは前を向く。彼女の視線の先にあるのは、ダンジョンギルドとして使われている建物だ。

　ダンジョンギルドとは、ダンジョン探索を専門とする冒険者の為ために作られた協会である。

　協会では、ダンジョン探索における情報の流布、備品の販売、モンスター素材の買取などを行っている。販売や買取は協会からの補助もあり、相場と比べて冒険者全体が得をするようになっている。

『到達する者アライバーズ』のようなダンジョン攻略の最先端を行っているパーティーではあまり恩恵は得られないが、中堅以下のパーティーにとってはありがたい存在らしい。

　ダンジョンギルドの業務の一つにはパーティーメンバーの斡あつ旋せんというものがある。

　新しくダンジョンに挑戦する冒険者やフリーの冒険者に空きのあるパーティーを紹介するというものだ。

　地上での活動と異なって、きちんとしたメンバーが揃そろってないと簡単に死人が出てしまうのがダンジョン探索だ。

　そういう事態を避けるためにも、ギルドはダンジョンに潜れるパーティーを審査し、メンバーが足りないと見るや適切な人員の補充を手伝っているのだ。

　ちなみに俺が『到達する者アライバーズ』に入ったときはパーティーの個人的な引き入れであり、協会は関与していない。元々、『到達する者アライバーズ』はギルドからダンジョンに潜る許可を得ていたので、俺が入ることで必要になる手続きはなかったそうだ。

　そして、今日のメインターゲットは新たにダンジョンに挑戦せんとする冒険者達である。

「この街に来たばっかりの、キャシーの姉さんの悪い噂うわさを耳にしていない冒険者をひっ捕らえる。そして、姉さんに紹介する。手順は以上だね」

「作戦が雑ですね……。そもそも、どうしてダンジョンに潜ろうとしている冒険者の中から探すんですか？　冒険者以外の職種に就いている人の方が数も多いですし、条件として緩いんじゃないですか？」

「ちっちっちっ。なにも分かっていないな……」

　リースは人差し指を振ってみせる。その後、大げさにため息を吐ついて、腰に手を当てた。

「女の子っていうのは、自分より頼りがいのある男を好きになるものなの。だから、ある程度は強い人じゃないと駄目ってわけ。この街に来る強い人間はほとんどここに集まるからさー」

　リースは錆さびた青い屋根の建物を指し示しながら自論を展開していた。

「意外と考えていたんですね……」

「なんだ『意外と』って！　失礼すぎない!?　ちゃんとキャシーの姉さんのタイプまで分析してきたっていうのに！」

「おっ、それはありがたいですね。ちなみにタイプってどんな人なんです？」

「直接聞いたわけじゃないけどねー。年上か同い年くらいの人がいいっぽいかなぁー」

「なるほど。他には？」

「こっからは私の勝手な経験則なんだけど、魔導士を戦闘職バトルスタイルにしている人って、戦士系の戦闘職バトルスタイルに就くようながっしりと筋肉のある男を好きになる印象があるかも。人って自分にないものを好きな相手に求めたりする傾向あるじゃん？」

　あるじゃん？　と言われてもな……。そういうものなのか？

　後でエリンにでも訊きいてみようかな？　でも、頷かれたら嫌だな。俺って、全然筋肉質じゃないし。

　って、何でこんなくだらないことで悩んでいるんだろう。なんか馬鹿らしく思えてきた。リースの言葉には何の確証もないわけだし、単なる経験則だ。外れることだってたくさんあるはずである。

「ちなみに盗賊を戦闘職バトルスタイルにしている男はどんな人を好きになる傾向があるんです？」

「ロリだね。盗賊とか暗殺者の戦闘職バトルスタイルに就いている人はロリコンが多い」

「なんだ、適当に言っているだけじゃないですか。俺、ロリコンじゃないですから」

　心配して損した。リースの言葉を真に受けていた自分が恥ずかしい。

　不本意な二つ名が勝手に広まってしまっただけで、俺は実際にロリコンではないし、暗殺者のジンもロリコンではないはずだ。多分。違うよな……？

　リースは俺の反論が不服だったのか、口をすぼめながら言い返してきた。

「私の経験も案外当たるもんだよ」

「案外ってどのくらいですか？」

「うーん。30％くらい？」

　それって大して当たっていないんじゃ……。







　ダンジョンギルドで待つこと三時間。30歳以上の、体格が良くて顔もそこそこ良いこの街に来たばっかりの冒険者という条件に合った人物はなかなか見つからなかった。

　そもそも30歳にもなってダンジョンにチャレンジし始める冒険者なんて、そうそういない。いくら待っても見つかるわけがない。

「諦めてもうちょっと条件緩めましょうって」

「駄目、駄目。ただでさえ男運が壊滅的にないのが、うちのリーダーなんだよ。呪われてるんじゃないかって勘ぐっちゃうほどね。妥協なんてしたら、それこそとんでもないことになるよ」

「でも見つからないよりはマシじゃ――」

　そう言っているところで、目に入ったのは一人の男だった。

　カウンター前でキョロキョロしている三十代後半くらいの男。あの落ち着きのなさから見て、この建物に来るのは初めてなのだろう。

　男は重厚な大剣を背負っている。戦闘職バトルスタイルは戦士系の何かか。ガタイもいい。顔も悪くない。

　もしかして、完璧に条件に当てはまった人物なんじゃないだろうか。

「師匠、あれ……」

　リースを小突く。彼女も俺の言わんとしていることを理解したようだ。目を合わせ頷くと、二人して一目散に駆けていった。

「何かお困りでしょうか？」

　俺の声掛けに、男は安あん堵どしたように息を吐いた。

「ダンジョンに挑戦してみようかと、新しくこの街に来たんだ。聞けば、パーティーメンバーを探すにはここがうってつけらしいじゃないか。だが、どのカウンターに行けばいいのかわからなくてな。声をかけてもらって助かった」

　丁重に頭を下げる男。

　確かにダンジョンギルドの建物のなかにはカウンターがいくつもあった。初見じゃ、どこがどの業務を担当しているカウンターなのか見分けづらいのかもしれない。

　しかし、助かったのはこっちの方だ。

　リースに横目で合図をする。こういう交渉事は彼女に任せたほうがいいだろう。バトンタッチだ。

「なるほど、恋人探しですね」

　リースが口を開く。男は驚いたように瞬きを繰り返す。

「はいっ？　だから、パーティーメンバー探しと……」

「失礼ですが、あなた、恋人はいらっしゃいますか？」

「それはカウンターの場所を教えてもらうのと関係のある質問なんだろうか」

「はい、大事なアンケートです」

「……そうか。なら今はいないが……」

「そういうことならまず恋人探しですね。パーティーメンバーなんかより人生のパートナーを見つけた方がいいでしょう。ね？」

　俺に話を振ってくるリース。上う手まいこと言っただろ、みたいな顔をこっちに向けてくるな。

　彼女の流れに乗るのは癪しやくだが、今は目的の達成が最優先事項だ。続けて、畳み掛けることにする。

「その通りだと思います。人間、愛する者がいる方が強くなれるって言いますしね。パーティーより恋人を探した方が、ダンジョン探索もうまくいきますよ」

「それは君の経験談かい？」

「余計な茶々を入れないでください、師匠」

「ごめんごめん。話を元に戻しますね。そうだ！　恋人が欲しいあなたにとっておきの女性がいるんでした！　今なら特別にただで紹介してあげましょう！」

「いや、別に欲しいとは言っていないが……」

　戸惑う男にリースはまくし立てていた。

　というか、随分胡う散さん臭くさい詐欺みたいな台詞せりふだな……。







　結局、男は押しに負けて俺達たちに付いてくることになった。これから『復讐の戦乙女ヴアルキリー』のパーティーハウスに向かい、キャシーに会わせる手て筈はずとなっている。

　男の名前は、ヒューゲルというらしい。元は王都で冒険者をやっていたそうだ。自分の実力を確かめるために、わざわざ遠い土地から来たらしい。

　だが、俺達に捕まったのが運のつき。彼には悪いが、こちらの企たくらみに巻き込まれてもらおう。

「でも、意外ですね。ヒューゲルさんみたいにかっこいい人に恋人がいないって」

　キャシーの下へ向かう道中ずっと黙っているわけにもいかないので、雑談がてら話を振る。

　ヒューゲルも俺の問いかけに、苦笑交じりに口を開いた。

「そう言ってもらえると嬉うれしいような情けないような……。恥ずかしい限りなのだが、どうにも好きになる女性に縁がないらしい。相手方に『今はまだ誰かを好きになるとかわからない』と断られたり、両想いになっても相手方の両親に交際を猛反対されたりと……」

　本人には問題はないけど、運がないパターンか。

　安心して頷いていると、リースが俺の耳に口を寄せてきた。

「キャシーの姉さんの男運の無さには呆あきれていたけど、今回は大丈夫そうだねー。あーよかった。これでやっと私も彼氏作れるようになるよー」

　彼女はだいぶ喜んでいる様子だ。

　その後も十分くらいヒューゲルと話していたが、特に悪い印象は受けなかった。

　むしろ、大人の男性の魅力が感じられ、同性の俺としても好印象である。

　この調子なら多分、キャシーという人物もＯＫを出すことだろう。

　あとはヒューゲルがキャシーをどう思うか次第だが、そこだけは運頼みだ。

　幸いなことに、リース曰いわく、キャシーは化粧さえしていれば顔は綺き麗れいな方らしい。化粧さえしていればっていう文言が大変気になるところなのだが、そこは目を瞑つぶることにしよう。

　しばらく雑談を続け歩いていると、『復讐の戦乙女ヴアルキリー』のパーティーハウス目前というところになって、視界の端を小さな影が過よぎる。

　あれはもしかして――。

「ネメ姉さんじゃないですか。どうしたんですか、こんなところで？」

「あっ！　ノート！……と知らない人です……」

　こちらに駆け寄ってくるものの、リースやヒューゲルの姿を見つけ、即座に縮こまるネメ。相変わらず、彼女の人見知りは健在だ。

　腰が引けたまま、俺の袖を摑つかんでいる。

「これからお買い物に行くところです……」

　買い物に行くのならここにいてもおかしくない。

『復讐の戦乙女ヴアルキリー』と『到達する者アライバーズ』のパーティーハウスはピュリフの街の同じ区画にある。

　というのもダンジョンに潜る冒険者達はダンジョンから近い、街の南東に拠点を構えていることが多いのだ。

　だから、これから買い物に出かけんとするネメと『復讐の戦乙女ヴアルキリー』のパーティーハウスに向かっている俺達が鉢合わせしてしまったのは、当たり前といえば当たり前の出来事だった。

　だけど、この偶然がまずかった。

「すみません、私と付き合ってくださいませんか？」

　その言葉が彼から発せられたものだと気づくには数秒の時間を要した。

　自分の耳を疑うようにゆっくりと後ろを振り返ると――。

　片膝を立てた、ヒューゲルがいた。彼の視線の先にいる相手はただ一人。

　そう、ネメである。

「率直に申し上げます。貴女あなたの見た目がドストライクです。不ふ束つつか者ものですが、宜よろしかったらご飯でも一緒に……」

　思い返されたのはヒューゲルの先ほどの発言だ。




　――恥ずかしい限りなのだが、どうにも好きになる女性に縁がないらしい。相手方に『今はまだ誰かを好きになるとかわからない』と断られたり、両想いになっても相手方の両親に交際を猛反対されたりと……。




　これを読み替えるとこうなるのではないだろうか。




　――（まだ幼すぎるせいで）相手方に『今はまだ誰かを好きになるとかわからない』と断られたり、両想いになっても（まだ幼すぎるせいで）相手方の両親に交際を猛反対されたりと……。




　ようするに、一言で言うと、ヒューゲルは――。

「「ロリコンかよ！」」

　俺とリースの重なった声が街中に響く。

「やばいですよ、師匠！　マジもののロリコンですよ！」

「しかも両想いになったことあるって、犯罪じみてない？　これほんとに駄目なやつじゃん！」

　手を合わせて震える俺達。

　何が盗賊はロリコンだよ。リースの経験則外れまくりじゃんか！

　ヒューゲル、お前がロリコンなのかよ！

　ネメまで俺の腰あたりの服を握って震えていた。

　人見知りの彼女にとって出会いがしらの告白なんて苦行そのものなのだろう。目じりに涙を溜ため、顔を青ざめさせている。

「あわあわ……」

「どうかご飯だけでも……」

「「ロリコン……」」

　この地獄絵図は騒ぎを聞きつけた憲兵が駆け寄ってくるまで続いた。
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　ちなみに憲兵が来ても、強引気味なアプローチをし続けたヒューゲルは、彼らに取り押さえられ消えていった。

　過去に似たような経験をした者として、少し気の毒に思えてきたが、よく考えたら彼の場合は自業自得なので仕方ない。

　ネメは一応成人しているため罪に問われることはないが、余罪もあるだろうし牢ろう屋やでしっかり反省してほしい。

　それにしても、キャシーの男運の無さは相当なようだ。

　本当に呪われてるんじゃないのか？





＊






　結局、エリンのスペルを教わる計画は難航していた。

　そもそも、元から実行不可能に近い計画なのだ。

　キャシーはエリンのことを親の仇かたきのように恨んでいるらしい。一度リースが頼んでみたところ、彼女はぶち切れ出し、事態を収拾するのに多大な労力を費やしたらしい。

　こればかりは過去のエリンの行いが悪かった。

　一応、リースが隙を見て、もう一度頼んでみるらしいが、それもあまり期待できないだろう。

　とりあえず、エリンは当分独学でスペルを学ぶつもりだそうだ。

　キャシーに教わるよりかは効率が落ちるだろうが、俺としてもそっちの方が心配ないように思えた。

　自分の方の修業の進度はというと、それもまた難航している最中だ。

　アーツ《必殺クリテイカル》を練習するために森の中でゴブリンと戦っていたのだが、この前同様手こずっているうちに、しびれを切らしたリースが仕留めてしまった。

　今はその反省会をしているところだった。

「あのね、ゴブリン倒すのにどんだけ手間取っているの。さっきのタイミングはいけたでしょ」

　リースが手に持つナイフを空中へ放り、くるくると回してキャッチする。その動作を繰り返していた。

　俺は乱れた息を整えながら、彼女へと答える。

「そうですかね。あのタイミングで飛び込むのは反撃される気配がしたんですが……」

「じゃあ、反撃される前に殺しちゃいなよ」

「でも失敗したら危険じゃないですか。今は回復スペルを使える人もいないですし」

「その考えが駄目っていうの。自分に自信を持って、もっと大胆に攻撃っ！　何度も言ってるでしょ」

「……はい」

　ここ最近、毎回同じことを言われている気がする。

　自分でも駄目なことはわかっているんだけど、どうしても攻撃を成功させるビジョンが見えないから、強気の選択ができない。

　その欠点はリースにも見破られている。

「幼女攫さらい君は攻撃の回避は上う手まいよ。でも、生半可に敵の攻撃が視みえすぎちゃうせいで、攻撃より回避に意識が持っていかれちゃってるね」

「自分でもそうだと思います……」

「一対一ならそれで問題ないかもだけど、ダンジョンでそんな吞のん気きに戦っていたら、他のモンスターが寄ってきちゃうからねー。それに一回の戦闘にそんな時間かけていたら、連戦になると体力が持たないよー」

「確かに……」

「それと目の前の相手を早く処理しないってことは、パーティーの仲間に負担をかけるってことだからね。さっさと倒して、戦況が不利な仲間を援護しないと」

「わかりました……」

「それと――」

「まだあるんです!?　やめにしません？」

「いくら言っても直らないからじゃん。っていうか君、センスなさすぎっ！」

「そんな極論言われても！　どうすればいいんです!?」

「わからないよー。自分で考えてー」

　そう言って、リースは地面にどかんと座り込んだ。首を背中側にだらんと垂らして、口をあんぐり開けている。

「この調子じゃ幼女攫い君がアーツ身につけるより、私が彼氏つくる方が早いんじゃないの？」

「それって、俺が一生戦えないってことですか」

「おい、言うようになったな。ちょっとどつかせてもらおうか」

　おもむろに立ち上がるリース。

　すみません。冗談です。これ以上近づかないで。目が怖いから。

　ちょっとどつくじゃ済まされず、しっかり絞められた。

　リースはというと、地面に横たわった俺の上にあぐらをかいて座っているところだ。

　上に乗られているため、お尻の柔らかい感触を味わうというより、重さに意識がいってしまう。

「悪かったですって。もう言いませんから」

「反省しているならよろしい」

　満足そうにリースは頷うなずく。しかし何な故ぜか彼女はどいてくれない。

「でも、意外でした。師匠が、彼氏ができないことをそんなに気にしてるなんて」

「そう？　誰だって気にすることじゃない？」

「だって師匠、本気を出せば彼氏の一人や二人できそうじゃないですか？」

「嬉うれしいこと言ってくれるねー。これでも結構頑張っているつもりなんだけど……」

「そうなんですか？　じゃあ、ただ単に好きな人とかいないから付き合えないだけなんじゃないですか？」

「出たよ、その意見。私、一番嫌いなんだよね。好きな人いないから恋人作れないんでしょ、って言ってくる奴やつ。いるっていうの。内心に秘めているだけだっていうの。恋バナとかするほどの関係じゃないから、言わないだけっていうことを察してちょうだいよ」

　拳を掲げ、熱く語るリース。その熱量に驚いてしまう。

　あと、俺の背中の上から早くどいてほしい。上で動かれると、お尻の骨が背骨を削ってきて痛いから。

「ということは好きな人いるんですか？　誰なんです？」

「いても、君には絶対教えないから」

「いいですよ。どうせ知らない人でしょうし。この街の冒険者とかほとんど知らないんですよね。男で自分と交流のある人なんて、同じパーティーのフォースさんやジンさんくらいしか――」

　突如、ズドンと背中から転げ落ちるリース。バランスを崩して、後ろ向きに倒れていった。大丈夫だろうか。頭打ったんじゃないか？

　こんなわかりやすいリアクションする人初めて見た。

　ネメでももうちょっと上手に動揺を隠すと思う。

「ジンさんですか？」

「べ、別に！　好きじゃないし！」

「じゃあ、フォースさんですか」

「それはない」

「あっ、これジンさんで確定ですね」

「ち、違うから。私の話を聞いてよぉ」

「大丈夫ですって。誰にも言いませんから」

「それ言うやつじゃん！　いろんな人に『ここだけの話なんだけど――』って言いふらすやつじゃん！」

「そんなことないですって。それで好きなんです？　ジンさんのこと？」

「好きというか、ちょっといいなって思っているというか……」

「なるほど……ジンさんかっこいいですもんね」

「そうそう。優しくてクールでそれでいて強いとか――って誘導尋問しないでよ！」

「師匠が勝手に引っかかっただけじゃないですか……」

「うるさいっ！　ああもう！　いいや。この際だから聞いちゃうけど、ジンって恋人とかいるの？」

　どうだろう？　このパーティーに入ってからだいぶ経たつけど、みんなのプライベートとかあんまり知らないんだよな……。

　ジンとそういう恋愛関係の話、したことないし……。

「わからないですね。そういう気配もないですし、いるようには思えないですけど、ひょっとすると誰かと付き合っている可能性もあると思います」

　そこまで言うと、リースは人差し指をこちらに向けて立ち上がる。

「じゃあ、師匠命令！　ジンに恋人らしき人がいるか探ってきて！」

「それって職権濫用命令じゃないですか……」







「――ということなんだけど、ロズリアはジンさんに彼女とかいると思う？」

「お一つ確認いいでしょうか？　リースさんという方がジンさんに好意を寄せていることをわたくしに言ってもよかったのですか？」

　あっ……しまった……。

　リースに内緒にするって約束していたんだった……。アホかよ、俺……。

「ばれるとまずいからここだけの話にしといて」

「わかりましたけど、今後、内緒話はなるべくノートくんに話さないようにしておきます。それでどうしてわたくしに……？」

　ロズリアが首を傾ける。きょとんとした瞳が彼女のあざとかわいさを引き出していた。

「恋愛方面のプロフェッショナルである人に訊きくのが一番かと思って……」

「わたくしがプロフェッショナルですか？　何を言ってるんですか、ノートくん。わたくしはただの一いち途ずな乙女ですよ」

「あれ？　今、誰の話をしてたんだっけ？」

「わたくしですよ！　わ・た・く・し！」

「で、冗談はさておき、ジンさんの恋愛事情を探るいい案とかあったりする？」

「ちょうどやってみたかったこと……おほん。そうじゃなくていい案があります！　こういうときは尾行ですよ！　そうと相場が決まっています！」

　どこの相場だよ……。あと、絶対興味本位だよね？　やってみたかったことって言っちゃってるし！

「ジンさんを尾行するってこと？」

「そういうことですね！　休日のジンさんの動向を探れば、恋人の有無はわかるはずです！」

　ジンを尾行するか……。あんまり褒められた行動じゃないんだろうが、面白そうでもある。

　普段、ジンがどんな行動を取っているか想像もつかない分、好奇心がそそられる。

　それとロズリアがさっき言った通り、自分も一度は尾行という行為をやってみたいという気持ちもあった。

「まあ、楽しそうだし、いいか。ちょうど明日が休日だし尾行してみよう」

「のりのりですね、ノートくん！　それでこそです！」

　ロズリアが右手を差し出す。それをがっちりと右手で握った。







『――10：20

　ジン、パーティーハウスから出る』

　ペンが紙の上を走る音を横に、俺は問いかける。

「ロズリアって、結構形から入る方なんだな……」

　キャペリンハットを深く被かぶり、サングラスに灰色のロングコートを着たロズリアがメモ帳に文字を書いている。ご丁寧にウィッグまでつけており変装は完璧だ。不審者に見える点を除けばだけど。

「人生で一度あるかないかの尾行する機会なのですよ。ここは本気でやらなくては！」

「熱い意気込みだけは素直に認めるよ……」

　逆にその目立つ変装はなしだと思うけど……。

　ちなみに俺が現在いる場所はまさかのロズリアの部屋だ。二人でベッドに膝立ちになり、窓枠に手をかけていた。

　窓からはジンの姿が窺うかがえる。

　彼はこちらの視線に気がついていないようだ。特に変わったところもなく、街の中心へ続く道を歩き出している。

　窓から目を離し、部屋の中を見渡すと、「やっぱロズリアも女の子なんだなー」とか「何、あの高そうな宝石とアクセサリー！」とか「うわっ、ベッドから超いい匂いがするんだけど！」とか、そんな感想しか浮かんでこなかった。

　我ながらしょうもない感想だと思うのだが、女の子の部屋なんてそうそう入る機会があるものじゃないし、仕方ないだろう。

「じゃあ、行きましょうか！」

　同じく、窓の外を覗のぞくのをやめ、立ち上がったロズリア。

　すぐさま俺は彼女の腕を握り、制止する。

「えっ!?　行かないのですか？」

　俺のいきなりの行動に驚いたようだ。ロズリアの声がうわずる。

「もうちょっとここにいない？」

「遂ついにノートくんがその気になってくれましたか！」

「その気ってなんだよ……」

「それはもう……わたくしの口から言わせるなんてエッチなんですから……」

「やっぱりそういうことかよ！　違うから！　もう少し距離をあけてジンさんを尾行しようってことなんだけど……」

「今の確信犯ですよね！　わざと思わせぶりなこと言って、わたくしに勘違いさせようとしていませんか！」

　ロズリアが深読みしているだけだ。

　というか、今のロズリアにいやらしい気持ちなど抱くはずもない。

　鏡を見ろ、鏡を。すごい服装してるからね。そんな不審者に欲情するほど、俺のストライクゾーンは広くないから。

「でも、早く追いかけないとジンさんを見失っちゃいますよ？」

「見失ってもいいんだよ。むしろ、ずっと見ている方が気づかれると思うし」

「でも、それでは尾行が成立しませんよ」

「その点は問題ないから。《索敵》と【地図化マツピング】を使えば半径１㎞以内ならジンさんの動向は探れるから、今回はそれと《隠おん密みつ》を使って尾行しよう」

「ノートくん……ストーカーにぴったりな技術ばっかり持っていますね……」

　うるさい。そもそも、盗賊職にそういうアーツが多いのがいけないのだ。

　あと、覚えるアーツを選んだジンが悪い。

　自分でこのアーツを好きで身につけたわけじゃないんだし、ストーカー気質とかないからね。







『――10：40

　ジン、ダンジョンギルドに入る。

　ノートくんと二人でカフェに来ています！』

「後ろの文いる？」

　丸いテーブルを挟んで向かいに座っているロズリアに問いかける。

　彼女は猫背になりながら、メモを書きこんでいた。

「しょうがないじゃないですか……。ノートくんが尾行っぽいことをやらせてくれないから書くことないんですよー」

「文句を言いたい気持ちはわかるけど……」

　頰を膨らませるロズリア。

　おそらく彼女が不満を抱いているのは、俺が決めた尾行方法についてだろう。

　その方法とは【地図化マツピング】スキルと《索敵》を使って遠くからジンの動向を探り、安全に尾行するというものだ。

　しかも用心に用心を重ねているため、視界からは全くジンの動向は探れない。今だってジンは三つ建物を挟んだ先にいる。

　この方法ではジンにバレることはそうそうないが、難点としてロズリアが尾行気分を味わうことはできない。

　ロズリアとしてはただ単に俺の後をついて来ているだけの状況に納得できず、「こんなの全然尾行じゃないです！」って何度も文句を言われた。

　今も余りにも退屈なのか、彼女は机の下で足を俺の足に絡ませぶらぶらさせている。

《隠密》の効果がロズリアに適用されなくなってしまうので、振りほどこうにも振りほどけない。

　だとしても、こんなに濃密に絡みつく必要はまったくないでしょ。

　幸いにも、ジンに尾行は気づかれてないようだ。

　彼が尾行を察してこちらに意識を向ければ、そのわずかな敵意を《索敵》で感知できる。

　今のところ、そういう類の気配は感じ取っていないので、心配ないだろう。

　ジンに指摘されて実感できるようになったが、20階層から戻ってきてから、自分でも驚くほど抜群に《索敵》の調子がいい。

　今の俺なら大抵のものは目で見なくても視みえる自信がある。

　リース曰いわく、《索敵》を日常生活で常に発動しているのは、普通では有り得ないらしい。

　確かにそうだ。街中で常日頃モンスターの気配を察知するためのアーツを発動しているっておかしい話だよな……。

　半ば癖になってしまったため、やめられそうにもないけど。

　おそらくジンは現在、《索敵》を発動していない。

　もし発動しているなら、俺達たちの尾行なんて余裕で見破られているはずだ。

　一応、下手なりに《隠密》で気配を消しているが、ジンの《索敵》の前じゃあまり役に立たないはずだ。

「それでジンさんはダンジョンギルド内で何をしているのですか？」

「うーん。よく分からないけど、誰かと話しているっぽいな」

「女の子ですか？」

「そこまでは《索敵》じゃわからないな。でも、特定の誰かと長時間話しているっていうわけじゃなくて、色んな人とまんべんなく話してるって感じかな」

「じゃあ、手続きとか、そういう類の業務的なものですかね。つまらないです」

　ロズリアが机にベタッと倒れ込む。

　すると、ちょうど彼女が頼んだパフェがやってきたようだ。

　身体からだを起こし、目を輝かせながらスプーンを握る。

　どうやらジンの動向に興味を失った彼女は食べることに専念し始めたようだった。







『――13：30

　ノートくんと一緒にお昼ご飯！

　ジン、武器屋に到着』

「書く順番逆じゃない？」

　ペンを走らせるロズリアに思わず指摘を入れてしまう。

　ロズリアはしゃしゃっと文を書き終わると、ペンを置き、机の上の料理に向かった。

「わたくしはもう尾行をしていることを忘れそうなくらいですよ！」

「それはごめんって。ロズリアが楽しむことを考慮しない方法を選んだのは悪いと思ってるけど」

「いいですよ。これはこれでデートみたいで楽しいですし」

「その姿で言われると、驚くほどドキッとしないな……」

　依然、ロズリアは怪しげな変装を続けている。

　そんな人物と向かい合って二人で昼食を取っている俺の気持ちを考えてほしい……。

　さっきから周りの視線が痛かった。こんなに目立つ尾行ってありなのか？

「というか、ロズリアよくそんな大きなステーキ食べられるよな。さっきも大きなパフェを食べ切ったばかりじゃん」

「よく言うじゃないですか。デザートは別腹だって」

「その順番だと、ステーキが別腹になると思うんだけど……」

　俺のツッコミを無視して、ロズリアはステーキを頰張っていた。

　まあ、いいか。

「それで、ジンさんはどうしているのですか？」

「普通に武器を見ているだけじゃないかな？」

「一人でですか？」

「うん。店内には店員とジンさんの二人だけだし……」

「なんか面白くないですね……」

「尾行は忍耐っていうじゃん。これから何かあるかもしれないし……」

「そうですけど……」







『――15：45

　ノートくんとショッピング！』

「ショッピング！　じゃないから！　尾行の状況も書こうよ！」

「尾行？　何の話ですか？」

「なかったことにしちゃうんだ……」

「はっ!?　どうしてわたくしはこんな怪しい格好を!?　このメモは一体!?」

「俺が訊ききたいくらいだよ……」

　ツッコミが追いつかなくなってきた。誰か助けてくれ……。

【地図化マツピング】を頼りにジンの動向を探ったところ、どうやら彼は現在買い物しているようだった。冒険者用の道具を多く売っている店の中にいる。

『到達する者アライバーズ』のダンジョン探索用の食料や備品は全部ジンが用意している。今日のジンは、明日のダンジョン探索の準備とやらをしていたのだろう。

　先ほどのダンジョンギルドではこれから18階層に赴くことを報告して、手続きをしていたのだろう。

　武器屋では、モンスターとの戦闘用のナイフや小物を見て回ったのかもしれない。

　それで今は食料や、その他の探検道具を買っているのだろう。

「どうして、俺達はこんな馬鹿みたいなことしてるんだろうな……」

「確かに馬鹿なことしてましたね……」

　明日からはまたダンジョン探索が始まるのだ。

　尾行なんてしてないで、ジンの手伝いでもすればよかった。

　このパーティーは良くも悪くもジンに依存している。

　俺もエリンもフォースも、ネメやロズリアでさえ。

　このパーティーはジン以外誰もパーティー運営に関わっていない。こんな一人に任せっきりなパーティーはなかなかないだろう。

　それも仕方ないと言えば仕方ないのかもしれない。

　フォースやエリン、ネメに任せるのはまず無理だし、――ロズリアも怪しい。

　俺だって、そういう作業を受け持てるほどの器じゃない。

　こんな至らない人だらけのパーティーで一番苦労しているのはジンだろう。

　ジン抜きではやっていけないパーティー、それが『到達する者アライバーズ』だ。

　今日はジンへの感謝の気持ちを改めさせられる一日だった。

「帰ろうか」

「もう帰るのですか？」

「うん。もう尾行はいいかなって」

「そうですか……」

　俺の言葉を聞いて、ロズリアはサングラスに帽子を外し、コートを脱ぎだした。

「暑かったんですよ。やっと脱げました」

「なら、最初から着るなよ……」

　ロズリアは何というか――、人が真面目な気分になっているところをぶち壊すの得意だよな。

「もう暑くて倒れそうです。どこかで休みませんか？」

　よく見ると、汗でシャツが透けていた。青色の下着がうっすらと浮かんでいる。

　かなりエロい……。

「あそことかどうです？」

　ロズリアが指さす先に目を向ける。

　やたらと見た目が豪勢なホテルだった。

　どっからどう見てもいかがわしいホテルである。

「帰ろうか……」

「ノートくん……ひどいです……。人が勇気を振り絞ってお誘いしているのに……グスッ……」

「泣き真ま似ねはなしでしょ……」

「あれっ？　見破られちゃいましたか？」

「見破られちゃいましたかじゃないから」

　あどけなく舌を出すロズリア。

　傍はたから見ると本当に俺が泣かせているみたいだからやめろって。

「いいじゃないですか。今ならパーティーメンバーの誰も見てないしバレませんって」

「バレるとかバレないとかの問題じゃないと思うんだけど……」

「ちなみにノートくんと関係を持てた暁には、わたくしからみんなに言いふらすので見られているかどうかも問題じゃありません」

「危なっ！　久々にパーティークラッシュさせる癖、出してきたな……」

「エリンさんの悔しがる顔が今にも浮かんできます！　いいですね！　行きましょう！　早く！」

「いや、行かないから……」

　ぐいぐいと腕を引っ張ってくるロズリア。

　必死に抵抗する俺。

　脱ぎ捨てられたコートやサングラス。

　遠巻きに騒ぎを眺める通行人。

　なんだ、この状況……。
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「ノート、これから暇か？」

　四日がかりで18階層を攻略した次の、そのまた次の日のことである。

　リビングでくつろいでいたところ、フォースに声をかけられた。

「暇ですけど……。どうしたんです？」

「いや、ちょっとな……。たまには手合わせでもしないか？」

「構いませんけど、俺弱いですよ。あそこで暇そうにしているジンさんにでも声をかけたらどうです？」

「それはいい。オレはノートと戦いたいんだよ！　わかるか？」

「はあ……」

　この前のエリンの件もあって、リビングで声をかけられるということに警戒していたが、今回のフォースからの提案は素直にありがたい。

　フォースは既に出かける準備を終えている状況だった。外行きの格好をしており、しっかりと刀も腰に差している。

　俺は返事をして立ち上がると、自分の部屋に向かい準備を整えることにした。

　ダンジョン探索用の服装に着替え、ダガーナイフを腰のベルトに装着する。

　自分の部屋がある二階から階段で下りたところ、フォースは廊下で待機していた。

「それじゃあ、行くか」

「はい。それで今日はどこで手合わせします？」

「いつもノートがジンと手合わせしてるところでいいだろ？」

「そうですね。そういえば、前にも一回だけフォースさんに手合わせを持ち掛けられたことありましたよね？」

「そうだっけか？」

「覚えていないんですか……。アーツの練習に付き合うとか言っておいて、ロズリアを賭けた真剣勝負とやらを挑まれましたよ……」

「そんなことあったなー」

「まさか今回もってパターンじゃないですよね？」

「そ、そ、そんなわけないじゃないか……」

　突然挙動不審にならないでくれ。ちょっと不安なんだけど……。







「はーっはっはっは―――！　のこのこと騙だまされたな、ノート！　今日はお前に天てん誅ちゆうを与えるために呼び出したのだ！」

　目的地に着いた開口一番がそれだった。

　フォースは銀色の刀をこちらに向け、ふんぞり返っている。

「そんなことだろうと思いましたよ……。で、どうしてです？　天誅を与えられるようなことをした覚えがないんですが……」

「ここに来てしらを切るつもりか！　ちゃんと目撃証言は出ているんだぞ！」

「目撃されて困るようなことはしていないですよ。一応訊きますけど、どんな証言ですか？」

「ロズリアちゃんとホテル前でいちゃついていたという証言だ！」

　そうきたか。この前の尾行のやつだ、それ……。

　確かにあの日、偶然ロズリアとホテルの前まで行ってしまった。そこで話し込んだりもした。

　傍から見たらあれ、いちゃついているように見えるよな……。

「黙っているということは、心当たりがあるってことだよな？」

　フォースは殺気をまき散らしながら詰め寄ってくる。

　怖い……。

　慌てながらも弁解しようと口を開く。

「そ、それは……」

「言い訳はいい。大事なのは事実だ。はっきり訊くぞ！　ヤったんか？　ロズリアちゃんとヤったのか？」

「はっきり訊ききすぎですよ！」

「童貞卒業したんか？　オレを差し置いて！　ロズリアちゃんの膜はどうなったんだ？」

　膜言うな！　表現がゲスすぎる！

　そういうところが童貞っぽいっていうか……。

　あっ、そういえば俺も童貞だったわ。

「してないですよ……。ヤってないです！」

「だよなー。ノートが童貞卒業できるはずないって思ってたぜ！」

　安心したのか、深く息を吐きながら肩に手を置いてくるフォース。

　なんだ。その右手のグーは。俺が童貞でそんなに嬉うれしかったのか、おい。

「まあ、でも天誅は与えるけどな」

「なんでですか!?」

「ヤってなくても、ロズリアちゃんといちゃついていたことは事実だろ？」

「確かにそうですけど……それには複雑な事情が……」

「なんだよ。複雑な事情って？」

　埒らちが明かないので、その日ジンを尾行していたこと、尾行していた理由をフォースに話すことにした。




「なるほど、そういうことな」

「はい……」

「ところで、そのリースちゃんとやらがジンのことを好きなこと、オレに言ってもよかったのか？」

　しまった。またやってしまった。

　ロズリアだけでなく、ついうっかりフォースにまで口を滑らせてしまった。

　もしかして、俺って口軽いのか？

　過ぎてしまったことは仕方ない。ここは切り替えが大事だ。

「ここだけの話でお願いできますか？」

「いいけど……オレ、お前には絶対自分の秘密喋しやべらないことにするわ……」

「それ、ロズリアにも言われました。俺もその方がいいと思います」

　フォースからの評価がだだ下がりしてしまった。

「で、フォースさんは知っていたりします？　ジンさんに恋人がいるかどうか？」

「あー、それはいねえよ。間違いないな」

「どうして言い切れるんですか？　ジンさんなら余裕で彼女くらい作れそうじゃないですか？　かっこいいですし……」

「オレ達たちと違って作れないんじゃねえよ。あいつは作らないんだ」

　さりげなく俺も彼女作れないグループに入れるのをやめてくれ。

　最近の俺ならなんか一歩踏み出せば彼女くらい作れそうな気がするような、しないような。

　多分、フォースよりかは可能性があると思う。

「作らないってどういうことです？」

「うーん、オレの口から言うのもそれは違う気がするし、ジン本人に訊けよ。ただ、一つ言うなら暗殺者だった過去が関係してるっぽいな」

　ここ最近、ジンの過去を仄ほのめかすような、彼自身の発言、リースの言動、その他もろもろを耳にする機会が多かった。

　俺は胸にしまっていた疑問を口にする。

「ずっと訊きたかったんですが、その暗殺者って戦闘職バトルスタイルのことだけを指しているわけじゃないですよね？」

　そんな俺の質問に対して、フォースは頭の後ろに腕を組みながら気軽に答える。

「その通りだ。あいつは殺し屋――とも違うな。とある極悪貴族お抱えの暗殺部隊のメンバーだった。この表現の方が正しい気がするな。まあ、とにかくそんなようなことを、このパーティーに来るまではしていたらしいぜ。現にオレとジンが知り合ったのも、あいつの当時の暗殺対象がオレだったからだしな」

「それってどういうことです？」

　思わず身を乗り出してしまう。

　俺の食いつき具合にフォースはニヤリと口角を上げた。

「そうだな。秘密にすることでもないし、これを機に教えてやるか。ジンとの昔話と、オレが『到達する者アライバーズ』を結成した経緯ってやつを――」
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「突然だが、ノート。お前には子供の時の夢ってあったか？」

　オレはノートに問いかける。

　予告していたパーティーの結成時の話とは直接関係ないような、回りくどい質問から切り出したのは、こいつになら踏み込んだ話をしてやってもいいかって思ったからだ。

　ジンには話したことあるが、ネメやエリン、ロズリアちゃんには話したことないオレの本音。

　別にノートより長い付き合いのあるネメやエリンのことを信頼してないわけじゃねえ。

　でも、内心をぶつけるのって、男同士にしかできないっていうか、女に話すのが恥ずかしいっていうか、そういうところあるよな……？

「どうしたんです。いきなり？」

　さすがにいきなりの質問過ぎたのか、ノートは不安を募らせた表情で見つめてくる。

「いいから答えろって」

「ありましたよ。幼おさな馴な染じみと一緒に冒険者としてやっていくことが夢でした。今となってはもう叶かなわない夢ですけどね」

「そうか。お前の夢は叶わなかったのか……」

　そういえば、前にノートの昔話は聞いていたような気がする。

　確か、幼馴染に振られたんだっけな？

　幼馴染の女がいるなんて勝ち組野郎じゃねえかと当時は文句を言いたくなった思い出がある。

「オレの夢はな、最強の剣士になることだったんだ」

　昔の思い出が次々と呼び起こされていく。

　これからノートに話すのはオレの原点の話だ。

「これはオレが小さかった頃のことだ。ただの普通の少年だったフォース・グランズくんは、嫌々ながら親に連れられて道場に来たんだ。親が子に戦闘技術を学ばせようと、無理やり剣術を習わせるなんてよくある話だろ？　そこでオレは、師匠――いや当時はまだ師匠じゃなかったな。これから師匠になる男の剣を目にしたんだ。目の前で刀を振るっている男の姿を見て、オレは確信した。ここにいるのは最強の剣士だ。オレもこの人みたいになりたいってな」

　足元の石を払い、ゆっくりと地面に腰を下ろす。

　ノートもそれに倣うように座り出す。

「それからのオレはなりふり構わず剣に打ち込むようになった。同世代のやつが色恋に現うつつを抜かしだす中、俺は女にも目もくれず剣術を極めることだけを考えていた。今思えば、あの時からちゃんと女に興味を持っていたら、今頃彼女でもできていたのか？」

「それはないんじゃないんですかね」

　こっちが真面目な話をしているのに、ふざけたツッコミ入れてくんなよ。

　オレだって顔はそこまで悪くないんだ。あとは女との会話に慣れさえすれば、彼女の一人や二人――五人くらいできるに決まってる。

　話が逸それそうになったので、元に戻すことにしよう。

「それでな、頑張った甲か斐いもあってか、どんどん剣の腕も上がってきてな。段々強くなってきたんだよ。最初は同年代の中で一番、次に先輩達ともやりあえるようになってきて。あの時は楽しかった。毎日が充実感に溢あふれていたっての？　できなかったことが数週間後にはできるようになっていて、そしたら見える景色が変わってきて、そしてまた新たな壁にぶつかって絶望して。でも、これを繰り返していけば、いつか師匠のようになれるんだって信じていたんだ」

　当時を思い出し、気持ちが高ぶっていく。

　高揚する感情を逃がすように石ころを蹴ると、ノートの方へ転がっていった。

　石はころころと力なく進み、ノートの足元に届かないまま止まってしまった。

　わずかの沈黙。先に口を開いたのはノートだった。

「ということは、なんかあったんですか？」

「15歳になってスキルを得た。それだけだ」

「それだけって――」

「本当にそれだけだったんだぜ。それだけでオレは師匠の剣の腕を超えたんだ。夢をいとも簡単に達成しちゃったんだよ。ほんとつまらない世界だよな。この世界って。スキルが全部だったんだ。どんなにアーツを研みがき上げた師匠でも、【剣術・中】だったら駄目なんだ。ずっと師匠が最強の剣士だと信じてきたのに、ぽっと【剣術・極】のスキルを手に入れたオレに敵かなわないんだよ。本当、馬鹿らしくなっちゃうよな……」

　これはあとから知ったことだが、師匠はこの世界最強の剣士でもなんでもなかった。

　まだ子供で、無知だったオレの目に最強の剣士として映っただけで、このスキル至上主義の世界じゃ、有象無象のちょっと強いだけの大したことない剣士だった。

「人間、諦めなければ夢は叶うっていうよな。その通りだと思う。だけどな、夢は叶っても理想ってやつはなかなか叶ってくれないんだよ。最強の剣士になるって夢は叶えたけど、自分の中にある理想の最強の剣士にはなれなかったんだ」

　自分が目標にしていた夢と抱いていた理想が違うなんてことはよくあることだ。

　師匠のように毎日、血のにじむような努力をして、何年もかけて師匠の実力にたどり着く。そんな理想が自分の中にはあったのだと、夢を叶えてから知ることになった。

　そして理想は、スキルを手に入れて夢を叶えるとともに崩れ去ってしまった。

「随分贅ぜい沢たくな悩みですね……」

「外れスキルを引き当てたお前にとってはそうかもな。だけど、そう思うんだから仕方ないだろ？　オレは遠慮という言葉が嫌いで、思ったことを口に出さずにはいられない人間なんだ」

「いつものフォースさんを見ていたら、それはわかります」

「それからオレは、次に目標に据えられるような剣士を見つけるために、各地を回って名の通る剣士に挑んでいったんだ。けど、オレより強いやつは現れなかった……」

「羨ましく聞こえるほどの自慢ですね……」

「自慢じゃない、事実だ。実際、あの時期は手ごたえのあるやつがいなくて退屈で死にそうだった。剣に飽きて、今まで見向きもしなかった女遊びに走ろうともした。いざ女を追っかけようとしても、女性経験がなさ過ぎて上う手まくいかなかったけどな……」

　あの時期は剣の道なんかに進むんじゃなかったって何度も後悔した。

　正直、刀を握るのが辛つらかった。

　でも、剣に対して、十あるうちの一くらいは楽しいって思ってしまう自分もいた。

　十あるうちの九は辛いかもしれないけど、自分の人生から剣術を取ったら、十あるうちの一も楽しくない人生が待っている気がして、結局刀を手放せなかったんだ。

「でも、そんな風に色んな腕自慢に喧けん嘩かを挑んでプライドをへし折っていったら、恨まれもするわけだよな。ディーンラークという貴族の、お抱えの騎士を盛大に倒した際、その貴族に目をつけられ、オレは暗殺されかけたんだ。その時の実行役だった暗殺者っていうのがジンってわけ」

「その時、初めてジンさんに出会ったってことですか……」

「ああ。そこであいつと戦うはめになったんだ。そして痛感したんだ。確かにオレは最強の剣士かもしれない。でも、最強の人間ではなかったってことに。目の前にオレと同じくらい強い、剣を使う暗殺者がいて、すげえ嬉うれしかった。血が沸くっての？　とにかく熱くなったんだよ」

　あの時の感動が蘇よみがえる。

　それは、最初に師匠の剣を見た時と同じくらい――いやそれ以上の感動だったかもしれない。

　いつしか拳を握っていた。目頭がちょっとだけ熱を帯びている。

「こいつともっと戦いたい。こいつと同じような、剣士以外の最強に至ったやつと競い合いたいって思いが湧いてきた。だって、世界は広いんだから。暗殺者や魔導士、神官、狩人かりゆうど、錬金術師、その他諸もろ々もろの戦闘職バトルスタイルに就いている人でオレやジンと同じくらい強いやつがいてもおかしくないだろ？」

　あの時の戦いを思い出すと今でも冷や汗をかく。

　ジンの鋭い猛攻。【心眼】スキルがなかったら確実に殺されていた。

　自身の命の危機が迫り、かつてない感動に襲われ、当時のオレの思考は加速していた。

　今、思い返すと、どうしてそんな結論が出たのかわからない。
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　直前に、通りすがりの冒険者から偶然ダンジョンの話を聞いていたからかもしれない。

　魔導士や神官といった他の戦闘職バトルスタイルのやつらと対等にぶつかり合える舞台を探していたからかもしれない。

　目の前の男となら、すごいことが成し遂げられる予感がしたからかもしれない。

　対たい峙じしているジンに、不意に言ってしまった。

「『なあ、そんなに強いんだったらオレとパーティーを組んで、ダンジョンに潜らねえか？』って気づいたらそう声をかけていたんだ」

　オレの突然の提案に驚いたジンの表情は今でも忘れない。

　糸目だったあいつが、いきなり目を見開くんだもんな。

「それからオレは思いのたけをぶつけた。戦いの最中だったってのに刀を振るうことを忘れ、必死で勧誘を始めたんだ。今思い返すと、よく殺されなかったよな。相手がジンで助かった」

「そんなんでジンさんからＯＫもらえたんですか!?」

「いや、最初は断られたよ。『悪いけど、それはできないね。ボクはディーンラークに育てられた暗殺者だ。抜け出せば、彼は放っておかない。いずれボク達たちは隙をつかれ暗殺されるだろうね』ってな」

「それじゃどうやって……」

「だから言い返してやったんだ。『じゃあ、オレ達の方から暗殺でもしにいこう。オレに暗殺者をけしかけるようなろくでもないやつなんだ。殺され返されても文句は言えないだろ。一人ならできないかもしれないけど、オレ達二人が力を合わせれば不可能じゃないはずだ』って」

「無茶苦茶じゃないですか……」

「でも、無茶苦茶なことをできるくらいの力はオレ達にはあったからな。それを聞いたジンは爆笑していたよ。あんなに笑ったあいつを見たのは、あれが最初で最後だったな」

　それからジンは、『いいね。最高だよ』と返してきた。

　そうして了承が取れた後、瞬く間に作戦を実行に移した。

　暗殺されかけたと、怒ったふりをして正面からディーンラークの屋敷に殴り込みに行くオレ。

　お抱えの兵士達がオレを相手取っている間に、オレに倒されたことになっていたジンがディーンラークを暗殺した。

　あいつ自身も、自分の主人に抱えているものはあったみたいで、『ボクが手を下すよ』と言ったきり、こっちの意見は聞かずじまいだった。

　もしかしたら、オレに手を汚させないための配慮だったかもしれない。

「そうして、自由の身になったジンはオレと一緒にパーティーを組むことになったんだよ」

「なんか物語みたいにスケールのでかい話でしたね。俺がパーティーに入った時とは大違いっていうか……」

「お前みたいなパターンが普通なんだよ。次に入ってきたネメも、そのあとに入ってきた今はいないメンバー達も、最近入ってきたという部類になるエリンも、そんな劇的なエピソードはねえよ。オレとジンだけが特別なんだ」

　このパーティーはオレとジンがオレ達二人のために作って、お前らがそれに乗っかってきた。

『到達する者アライバーズ』はそうやって作られたパーティーなんだ。そういうパーティーなんだ。

　誰がなんと言おうと、他のやつらがいくら活躍しようとも。

　オレとジンが、このパーティーで紡ぎ出す物語の主人公なんだ。





＊






　フォースは話したいことを言い切ったようだ。深く息を吐きながら空を見やっている。

　彼が抱く思いを、ここまで直接的に伝えられたのは初めてのことだ。

　このパーティーに入ってからだいぶ時が経たったが、今日初めてフォースという人間のことを少しばかり理解できた気がする。

　もちろん、彼の言い分は部分的には理解できないところもあった。

　俺には強いスキルなんてないし、恵まれた人の悩みなんて正直わからないところもある。

　だけど、一見悩みなんてなさそうなフォースにも悩みが存在していたことだけはわかった。

　もしかしたら、人は誰しもが大小様々な悩みを持っていて、外面だけではそれを理解することはできないのかもしれない。

　抱える悩みはその人自身のものであり、自分に比べてどうだとか、他の不幸な人を例に出してどうだとか、客観的な基準で計ってはいけないのだ。

　俺はフォースに問いかける。

「フォースさん、今は満足しているんですか？　『到達する者アライバーズ』での毎日は？」

　自分はジンに誘われて『到達する者アライバーズ』に入った。そして救われた。

　果たして、フォースにとってこのパーティーは救いとなり得たのか、どうしても知りたかった。

「さあな。満足しているんじゃね？　そこまで悪くねえって思っているしな」

　そう言ったフォースの表情から、彼が救われていたことを悟った。

「満足しているなら、ロズリアに誑たぶらかされてパーティーを抜けるとか言い出さないでくださいよ！」

「お前っ!?　今それほじくり返してくるか？」

　冗談交じりのツッコミにフォースも笑いながら応える。

「それとこれは違うっていうか、恋は盲目っていうか色々あるだろ？」

「わからなくもないのが腹立ちますね……」

　俺もロズリアに誑かされて一度はパーティーを裏切ることも視野に入れた身だ。

　後ろめたさがあるためか深くは追及できない。

「そもそも、誑かされたっていうのもどうかと思うんだよ！　オレはあの時点ではロズリアちゃんと両想いだったと今でも思ってるぞ！」

「それマジで言ってるんですか？」

「ああ！　今は何の気の迷いかノートに惚ほれているみたいだけど、いずれはオレのもとへ戻ってくるはず！　多分……？」

　どうやら現在もフォースはロズリアに誑かされている最中だったみたいだ。

　ロズリアが果たして俺に惚れている演技をしているだけなのか、気の迷いで好意を寄せているのかは知らないが、フォースのもとに戻っていくことだけはないと思う……。

「なんか頭痛くなってきたんでその話やめましょう。自分で話題振っといてなんですけど」

「本当にお前が振っといてなんなんだよって感じだけどな」

「じゃあ、それついでにもう一ついいですか？」

「なんだ？」

「どうしてパーティーでの顔合わせのときに言っていたダンジョン制覇を目指す理由が、女にモテたいだったんですか？　それこそエリンが宣言してたみたいに、自身が最強であることを示すためとかじゃなかったんですか？」

「いや、オレは自分が最強だと示すことなんて目指してねえし、そもそも、示さなくても最強の剣士だろ？　オレって？」

「まあ……否定できないんですけど……」

「だからオレがジンと出で逢あって抱いた夢は、最強のやつらとともに戦ったり、競い合うことだったんだよ。その夢もこのパーティーを組んで叶かなえた。だから、ダンジョン制覇を目指す理由にするのは違うだろ？」

「確かに言われてみれば……」

「そうしたら、あとオレが叶えられてない目標なんて彼女つくるってことくらいだろ？　そういうわけ」

「わかるような、わからないような微妙なところですね……」

「その目標も、ダンジョン制覇さえして名誉を手に入れば余裕で叶えられるってわけ。そう考えるとダンジョン攻略ってオレにとって一石何鳥ももたらすよな……。そんな目標を咄とつ嗟さに思いついてしまった自分の発想力が怖いぜ」

　満足げに頷うなずくフォース。

　その横顔を眺めながら、その自己評価の高さもあながち間違いじゃないのかもって思ってしまった。

　フォースが『到達する者アライバーズ』を作ってくれたから、今の俺達がある。

　逆を言えば、フォースが思い立たなかったら、俺やフォース、他のみんな達も今より味気ない人生を送っていただろう。

「案外、フォースさんが『到達する者アライバーズ』のリーダーっていうのも納得できるかもしれませんね」

「おい！　今頃かよ！　それと案外は余計だ！」

　フォースの大きな声が、風に乗せられて辺りに響いていった。
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　昔、読んだ絵本の中にあったような光景。

　そんな表現が19階層の景色を言い表すのにはぴったりであった。

　透明な藍色の空には大小無数の魚が回遊している。足場であるごつごつとした岩場の隙間には地上では見られない膜状の植物が群生している。右手の岩には極彩色の星形の生き物がへばりついており、深い谷の底には大きな蛇みたいな影が蠢うごめいている。

　まるで海や湖の中にいるみたいだ。

　しかし、呼吸はしっかりとできる。空気も酸素もきちんとあるみたいだ。

　ただ魚が空気の中を泳いでいるだけ。水中の生物を無理やり地上の環境に適合させたような箱庭の世界に俺達はいる。

　そう、ここはダンジョンの中なのだ。

　美しい生物達の内にはらんだ危険性を《索敵》は告げている。彼らはみなモンスターだ。

　しかも、今はそう悠長に景色を眺めている余裕はない。

「……はぁ……はぁ」

　肩で息をしているのはエリンだ。

　額から汗を流し、耳の前に垂らした髪はびっしょりと濡ぬれている。

「多いっ……。いつまで出てくるのよっ」

　文句を言いながらも、杖つえの先に魔力が充じゆう塡てんしていく。

　そして、魔力は雷撃になり放たれた。迫る魚は焼き焦げて、地面に墜落する。

　俺達たちは現在、モンスターに襲われている最中であった。これでもう何体目だろうか。エリンが撃ち倒した大型の魚類モンスターはもう両手で数えるという次元ではないほどだ。

　この階層に出てくるモンスターの最大の特徴は、彼らが空中を泳ぐ点だ。そのためモンスターとの距離を詰めることが難しい。

　フォースやジンなどの近接戦闘を得意とするメンバーでは攻撃しにくいモンスターが多く、エリンのスペルを頼りとしている状況が続いていた。

「後ろからも来てる。ロズリア援護お願い」

　なおも前方の敵を倒しているエリンを見て、即座にロズリアに指示を出す。

　このパーティーで遠距離攻撃を使えるのはロズリアもである。さすがにエリンのスペルには劣るが、それでも小型のモンスターなら仕留められるほどの威力はあった。

「エリンさん、大丈夫ですかぁ？」

　嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべるロズリアに対して、エリンは吐き捨てるように言い返す。

「うるさい、問題ないわよ！」

「その割には辛つらそうですけど」

「全然辛そうじゃないわよ！　余裕よ、余裕！　ただ、ちょっと昨日の寝不足が顔に出ちゃっているだけよ！」

「その言い訳は無理がありませんか……？」

　ロズリアが呆あきれるのも無理はない。誰がどう見ても今のエリンはスペルの撃ちすぎで疲労が溜たまっている。

　俺はふと気になって、肩に乗っていたネメに尋ねる。

「エリンって【魔力増大・極】っていうスキルがありましたよね？　ならどうしてあんなに疲れているんですか？」

　エリンはスキルによって無尽蔵の魔力を保有しているはずだ。だとしたら、理論上は無限にスペルを撃てるような気がするのだが、今の彼女を見ているとそうは思えなかった。

「スペルを撃つのも疲れるです！　しょうがないです！　お馬鹿さんなノートのためにネメがわかりやすく教えてあげるです！」

　だいぶ偉そうなことを言ったネメだったが、案の定説明はわかりにくかったので、頭の中でネメから与えられた情報を整理してみた。

　どうやら、魔導士がスペルを放つ手順は三段階に分けられるらしい。

　まず、魔力を練る工程。これは自身の体内にある魔力を使う分だけ引き出すといったものだ。

　次が魔力を溜めるという工程。これは第一の工程で引き出した魔力を杖やオーブといった触媒に込めるという行為を指す。

　そして、最後となるのが、溜めた魔力を変換してスペルとして放つ工程だ。

　この三つが揃そろって初めて、スペルが発動するそうだ。

　ちなみに三工程目は、戦闘職バトルスタイルによっても異なるらしい。

　魔導士は『魔力を変換』するが、神官や聖騎士みたいな戦闘職バトルスタイルのスペルは『魔力によって御み業わざを堕おとす』ものだとか。

　ネメ曰いわく、原理が全く違うらしい。

　魔導士は魔力を自分の力によって別の現象に変換するが、神官や聖騎士は魔力を対価に神が使う力の一部を降臨させるのだとか。その結果、人を癒したり、能力を向上させたり、敵を攻撃したりするスペルが発動するといった仕組みなようだ。

　スペルを使用しない自分にとっては理解しづらい違いだが、スペルを使う戦闘職バトルスタイルの人にはよくわかる感覚なのだとか。

「要するに、魔力がいくらあっても、魔力を練ったり、スペルとして変換しなくちゃいけないから、エリンはあんなに疲れているってことですか？」

「そうです！　そういうことが言いたかったです！」

　魔力が無尽蔵にあっても、スペルが無限に撃てるってわけじゃないってことか……。

　納得して頷いていると、何やら前方に不穏な気配が浮かび上がる。

「なんだ……あれは……」

「何かあったです？」

　肩に乗っていたネメは俺の戸惑いの言葉に反応して疑問を投げかけてきた。

「あれ見えますか？」

　そう言って、前方を指さす。

「あの黒い靄もやみたいなのです？」

「そうです。あれ、中ボスかもしれません」

《索敵》で感じる脅威度的にそうとしか思えなかった。

「中ボス!?」

　エリンがその単語に即座に反応する。

「無理よ！　無理！　ただでさえ手一杯なのに！」

「あれ？　手一杯だったんですか？　さっき余裕と――」

「んっ!?　ノート……ロズリアが意地悪してくるのよ……」

「ノートくんに助けを求めるのやめてくださいよ。わたくしが悪者みたいになるじゃないですか？」

　二人の視線が突き刺さる。

　俺に振ってこないでくれる……？

　真面目な話、窮地が迫ってきている今、戯れている二人の間に入っている余裕はない。

　俺の『到達する者アライバーズ』での役割は、《索敵》で得られたモンスターの情報を正確にメンバーに伝えることでもある。

　その役割を全うしなければ、完全なパーティーのお荷物になってしまうだろう。

　視線を無視して、大きな声で伝える。

「小魚のモンスターの群れみたいです。万はいますね……。一匹一匹の脅威度は小さいですが、一つの群れとして視みた場合、ボス並みの強さです」

「ノートまで意地悪言ってきた!?」

「ノートくん、鬼ですか……」

　捨てられた子猫のように見つめてくるエリンと、冷めた目をこちらに向けるロズリア。

　だって、仕方ないじゃん！　俺の役目なんだから！

「あれですよ、エリンさん。もし、本当に無理そうなら、一旦撤退とかいう手も――」

「そういう安易な同情が、一番腹立つのよ！　やってやるわ！　やってやるわよ！」

「わたくしが珍しく優しさに満ち溢あふれた発言をしてあげたのに、その反応はあんまりじゃないですか……」

　この二人は仲がいいんだか、悪いんだか……。

「二人ともじゃれてないで、早く戦闘準備に入って！」

「じゃれてないわよ！」

「どこがじゃれている風に見えるんですか！」

　文句ありげの二人だったが、渋々といった様子で定位置につく。

　エリンが杖を構えたところで、パーティー全員が戦闘態勢に入った。

「じゃあ、いくわよ！」

　エリンが掛け声を上げる。

　杖の先には溢れんばかりの魔力が溜まっていた。スペルの発射準備は万全のようだ。

「《剛射掃雷》ッ！」

　超広範囲殲せん滅めつ型スペルの名が叫ばれる。

　それと同時に周囲の大気が鳴き軋きしんだ。高音の爆音が鼓膜を貫通し、脳を直接震わせる。

　光は既に爆はぜていた。辺り一面を塗りつぶすように広がって、視界は白で染まっている。

　雷の光によって目は焼け、機能を一時的に失っている。今は《索敵》だけが頼りだ。

　魚の群れの気配は依然消えていない。数を減らしながらも彼らは生存していた。

　万はいた魚は千、二千を撃退しただけで留とどまっている。

　一、二割ほど群れの仲間を減らした彼らは進行を止めない。一直線にこちらに向かってきていた。

　モンスターの急接近をパーティーに伝える。

「中ボス健在です！　突撃してきてます！」

　口にしてから気づく。

　自分の声がほとんど聞こえない。耳も駄目になっている。

　雷による轟ごう音おんのせいだ。くそっ。これじゃあ、何を言ったのか他の人に通じない。

「エリンのやつ、スペルの威力抑えろよ……」
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　どうせこの文句も通じないのだろう。

《索敵》でロズリアの位置を確認し、背中を急いで叩たたく。

　俺の合図で気がついたようだ。光の城壁を展開するスペル、《不落城壁》が発動された。

　魚の群れは城壁を削りとりながら、俺達を通過していく。

　でも、このままじゃ城壁が持たない……。

　ロズリアの《不落城壁》は防御系最高クラスのスペルだが、さすがに19階層の中ボスの攻撃を正面から受け切ることは難しいようだ。

　どうする。考えろ。

　視覚も聴覚もまだ完全には戻ってきていない。《索敵》を使わなければ、薄うっすらとしか外界を認識できない。

　この状況において、動き出せるのは俺とジンのみ――。

　思考を高速で組み立てて、打開策を考えていたこの時、最初に動いたのはフォースだった。

　おそらく二刀あるうちの片方、『煌こう狛はく』を抜き放ったのだろう。

　――瞬間、世界が両断された。

　ぼやけた視界でもはっきりわかるほど。光の城壁もろとも、魚の群れを割った。

　敵の攻撃の空白地帯が突如現れる。

　この威力、おそらく何かしらのアーツだろう。

　フォースの対応はすべての状況が把握できているかのようだ。確実に彼の視界は確保されている。

　そこでスキル【心眼】の存在を思い出した。

　その攻撃を見切るスキルによって、味方の感覚器官すら奪うほどのエリンのスペルの被害を最小限にとどめたのだ。

　フォースの動きを分析している最中、突如、視界と音が現れた。情報の渦が外界と自身とを繫つなぎとめる。

　身体からだが軽くなるというか、うずうずするというか、この独特な感覚。

　おそらくネメの回復スペルによるものだ。視界を失った混乱から立ち直った彼女が発動させたのだろう。

　目や耳のダメージが癒されたおかげか、今でははっきりと見えるし、聞こえる。

　ネメのスペルで視界を取り戻せるなんて発想は自分の中にはなかった。回復スペルの有用さが際立つ瞬間だ。

「抜けるぞ！」

　フォースが声いっぱいの叫びをあげながら、走りだす。

　既に声は皆に届く。

　ジン達はフォースが切り開いた道に向かって走りだした。

　俺もネメを片腕で担ぎ、後に続く。

　魚の群れの進行方向とは逆に走ったおかげで、モンスターの嵐からはすぐに脱出することができた。

　しかし、群れの先頭は既に引き返している。俺達たちを見逃すつもりはないようだ。こちらに向かってきていた。

　第二波が来る。

　エリンに目を向ける。彼女は両手に杖つえを握り締め、魚の先頭を睨にらみつけていた。

　杖に魔力は装そう塡てんし終えている。あとは魔力をスペルに変換するだけだ。

　肩に乗るネメに視線を向けると、彼女も回復スペルを放てる用意をしていた。

　またしても閃せん光こうと轟音が弾はじける。二発目の《剛射掃雷》だろう。

　エリンの放ったスペルはモンスターを薙なぎ払いながら拡散していく。

　次に待ち受けていたのは一回目の魚の群れの突撃と同様の展開だ。ロズリアの《不落城壁》が発動し、ネメも回復スペルを展開する。

　練り上げた魔力が足りなかったのか、《不落城壁》は一度目の発動とくらべ、些いささか防御力にかけていた。

　壁の亀裂から鋭利な頭部の魚がこちらを貫かんと迫ってくる。

　ジンは《絶影》を纏まとい、エリンが撃ち漏らした魚を処理していく。

　ジリ貧だ。このままいけば、物量によって押し切られる。

　二度目のエリンのスペルでは五百ほどしか魚を削れなかったのだ。

　このまま一度目と同じ展開を繰り返していたら、ロズリアの魔力が先に尽きてしまうかもしれな――。

　五百？　本当に五百しか倒せてないのか？　あの威力のスペルで？

　疑問が不意に頭から溢れ出る。

　エリンの二発目の《剛射掃雷》は最初に放ったものと寸分たがわない威力だった。

　なのに倒した敵が少なすぎる。

　少なくとも一発目よりかは至近距離で当てていた。ちゃんと群れにも直撃していた。

　それなのに、何な故ぜだ……？

　嫌な予感がした。

　フォースが道を切り開き、俺達は続いて駆けていく。

　皆が皆、必死だった。

　ジンとフォースは流れ弾として飛んでくる魚に対処し、ネメはバフをかけながらパーティーを援護していく。

　ロズリアは次の《不落城壁》の展開準備で精一杯だ。

　エリンが次の《剛射掃雷》を放ったとき、嫌な予感は確信に変わった。

「……効かなくなっている？」

　二発目よりも三発目の方がモンスターの数を減らせていない。

「やっぱりそう思うかい？」

　俺と同じように《索敵》で群れの総数を感じ取っていたのだろう。ジンもその事実に気づいたようだ。

　彼は声を張り上げて、指示を飛ばした。

「エリン、次から毎回違うスペルを撃つようにして。多分、生き残った魚達は雷が効きにくい個体なのかもしれない」

　効かなくなっているんじゃなくて、効きにくい個体が生き残っているかもしれないということか。

　確かにその可能性の方が高い気がしてきた。

　あの何万もの魚は各々、様々な耐性を保有していて、それが集まって群れを形成して出来ているのかもしれない。

　現に魚一匹一匹の脅威度にはムラがある。全部が全部同じ個体でない証拠だろう。

　あの群れは何種類もの強力な殲滅スペルがない限り撃退できなそうだ。

　たまたま何種類もの強力な殲滅スペルを扱えるエリンがいたからいいものを、パーティー編成によっては即詰みの可能性もある。

　19階層も一筋縄ではいかなそうだ。

　しかも、当の本人、キーパーソンであるエリンは顔を引きつらせていた。

「はぁ？　冗談でしょ……？」

　それから二時間、彼女はスペルを撃ち続けることとなった。







　19階層の中ボスも苦労した甲か斐いはあって、なんとか突破することができた。

　しかし、その代償は大きく、現在のエリンの様子はこんな感じだった。

「魚なんか消えてなくなればいいのに。魚なんか絶滅してしまえばいいのに。魚なんてもう見たくない」

　大丈夫かな？

　中ボスを倒した時点でエリンの瞳から光は消えて、その後の度重なるモンスターとの連戦によってさらに表情が完全に消え失うせた。

　しかし、彼女の働きっぷりはすごく、誰が見ても彼女は一流の魔導士そのものだった。

　20階層での頼りなさが今では噓うそのようだ。

　今は変な発言をしているが、戦いになればきちんと頼れる魔導士に変貌する。

「ほら、早くボス部屋を抜けて帰ろう」

「また戦うの？」

「正真正銘、これで終わりだから。早く帰りたいでしょ？」

「わかったわよ。だけど、これが終わったら当分休ませてもらうわよ」

　まあ、19階層での一番の功労者はエリンだし、帰ったらゆっくりと休ませてあげたい気もした。

　銀髪のツインテールが揺れる華きや奢しやな少女。その戦いぶりを見て改めて『到達する者アライバーズ』はすごいパーティーなんだと確認させられる。

　先の中ボス戦ではエリンだけでなく、ロズリアやフォース、ジンやネメと皆が皆、自分の役割を理解して、適切に動いていた。

　その間、俺がやっていたことといえば、ネメを担いで逃げていただけだ。

　自分はこのパーティーの役に立てているのだろうか。つい不安になってしまう。

　確かに【地図化マツピング】というスキルの役割は果たしているが、それは探索面での話だ。

　今の俺は戦闘面では、毒にも薬にもならない空気となっている。

　それは『到達する者アライバーズ』に入った当初、ジンから与えられた役割をきちんと満たしているということなのだが、あまり納得できるものじゃない。

　戦闘面でも役に立ちたいという気持ちは日頃強くなっている。

　でも、今の俺は《必殺クリテイカル》もろくにできないし、たとえアーツを身につけたところで、戦闘スキルを持たない俺は他の五人の足元にも及ばない。

　俺が一体のモンスターを倒しているうちに、彼らは十体以上のモンスターを倒せる実力を持っているのだ。

　そんな状況の中、自分が活躍できる戦い方を模索しなくてはいけない。

　それはリースに指摘されたことだ。

　どうしても、その課題が自分の中に超えられない壁として立ちはだかる。

「じゃあ、行きますか」

　メンバー一同を見回しながら、石の扉に手をかける。ボス部屋に続くただ一つの扉だ。

　自分が戦闘面で役に立たないのは今に始まったことじゃない。ここでうじうじ悩んでも仕方ない。

　悩むのは家に持ち越して、今は目の前のボス戦に集中するべきだ。

《索敵》では、ボス部屋に二体のモンスターがいることが判明している。

　姿、形まではわからないが、二体ともかなり強い。

　10階層台後半のボスモンスターがそのまま二体いるような感覚だ。

　ただでさえ最近はボスモンスター攻略に手こずり始めたのに、そいつらが二体同時に現れるというのは脅威でしかない。

　気を引き締めるよう息を整える。自分の中のスイッチを入れ替える。

　心が静まったことを確認すると、扉を開いた。

　正面から風が吹き込んできた。生臭くて、湿っぽいぬるい感触。風は荒々しく髪を撫なでる。

　正面に立ちはだかるのは二体のボス。

　一方は赤色の魚人。もう片方は青色の魚人。

　後者の方と目が合った。黄色くて丸い瞳がこちらを覗のぞく。

　種族が違うのか、二体の顔やひれの位置、体格は異なっていた。

　背丈はどちらも４ｍくらいありそうだが、赤色はガタイがよく、丸まった背筋が特徴的だ。腕も俺の胴体以上に太く、その手には強堅な剣と堅けん牢ろうな盾が握られている。

　逆に青色は細身で、すらっとした体型だ。槍やりを構えており、その佇たたずまいに隙はない。

　目の前から圧倒的な敵意が、瞬間的に現れる。青色だ。青色の魚人の殺意。

　そいつの足が動くのが、かすかに目で追えた。

　――《流線回避ストリーム》。

　勘、感覚――いやもっと速い何かを頼りにアーツに身体を乗せる。

　滑るように上半身を捻ひねり、勢いそのまま下半身を投げ出した。

　空を浮いた身体は、結果的に槍の軌道の上を転がった。身体の下側、寸前を槍の穂先が過よぎる。

「――ッ」

　回転に身を任せる。止まっている隙なんてない。躊躇ためらったら殺される。

　ごちゃごちゃ考えるな。瞬間を生きることだけを考えろ。

　右足での着地を予測し、足首とふくらはぎに力を籠こめる。

　まだ溜ためろ。まだ力を溜めるんだ。そして一気に放出する。

　――今だ。

　着地と同時に《離脱ウイズドロー》を放つ。槍が迫るのと、俺が跳んだのは同時だった。

　左肩に衝撃が加わる。抉えぐられた。でも軽い。軽く抉られただけだ。じゃなきゃ死んでいる。

　空中を跳ぶ間、纏まらない思考が頭で展開される。

　不安定な体勢で《離脱ウイズドロー》を放ったせいか、自身で繰り出した跳躍の威力を抑えきれず、壁に叩たたきつけられた。

「ノートっ！」

　エリンの叫び声が聞こえる。

　それと同時にジンの《殺気》が青色の魚人に突き刺した。

　俺を狙っていた青色の魚人はターゲットを変更したようだ。ジンへ身体からだの正面を向ける。

　それを確認して俺は《隠おん密みつ》を発動した。

　一息つく余裕ができた俺は、状況を整理する。

　青色の魚人は、俺達がパーティーのフォーメーションを築く前に襲ってきた。

　しかも、ロズリアがターゲットを取る前に。

　そのせいで、一番前にいた俺が狙われてしまった。

　ジンが《殺気》によって、ターゲットを取り返してくれたおかげで、俺は《隠密》を発動でき、安全な状況に身を置くことができた。

　もし、ジンがターゲットを取ってくれなかったら、自分が攻撃を受け続けるしかなかった。

　俺がターゲットを取ることを放棄して《隠密》を使っていれば、エリンやネメが狙われる可能性が出てくるからだ。

　助かった。もし、ジンの判断があと二秒遅れていたら死んでいたかもしれない。

　地面に倒れてしまった状態から、あの青色の魚人の攻撃を避よけ続ける自信はなかった。

「ノートくん！　すみません、わたくしのせいで！」

　ロズリアがモンスターのターゲットを取るスペル、《脚光ライトアツプ》を発動する。

　赤色の魚人はロズリアに襲い掛かり、剣を振り下ろした。

　金属と金属が互いに弾はじけるような音が耳を刺す。魚人の剣とロズリアの盾がぶつかりあった音だ。

　ロズリアがわずかに後ずさる。完全に力負けした状態だ。すかさずフォースが援護に入る。

　その隙に、フォースが妖刀『煉れん獄ごく』が使えるよう、ネメが《恒常ハイ・リジ回復エネレート》をかける準備を始めた。杖つえに魔力が溜まり始まる。

　フォースはダンジョン探索の際、二本の刀を携帯しているが、その刀には優劣がある。

　メインウエポンである『煉獄』。持ち手の身を焼く、禍まが々まがしい色の刀身をした妖刀だ。

　そして、サブウエポンの『煌こう狛はく』。妖刀には劣る刀だが、それでも刀として最高峰に位置する一刀。

　要するにネメのバフスペルがないと、フォースは１００％の力を出して戦えないということだ。

　ネメがスペルを発動しようと杖を掲げた途端、青色の魚人は身体の向きを変える。

　ジンが異常に気付き、槍より早くネメを抱えて跳んだ。

　ネメが寸前までいたところを槍が通過する。

「エリン、スペルを中止してくれない!?」

　ジンが叫ぶ。

　エリンは呆ほうけながらも、杖に溜めた魔力を霧散させた。

「この魚人、ターゲットが移りやすいみたい！　エリンとネメはうかつにスペルを撃たないでね！」

　ネメを降ろし、ジンは青色魚人に向き直る。

　いつも思うが、ジンの戦闘における状況判断は迅速かつ的確だ。

　迷いなく、正しい指示を出せる姿は素直に尊敬できる。

　それもこれも、彼が幾度も窮地を経験し、己の力で乗り切ってきたからできることだ。

「フォース、こっちを手伝えるかい？　こいつを早く倒したい」

「無理ですよ！　こっちも手一杯です！」

　ジンの声に反応したのはロズリアだった。

　ロズリアとフォースが戦っている赤い魚人は、二人で戦ってなんとか均衡した立ち回りができるといった相手みたいだ。

　二人に余裕そうな様子は窺うかがえない。

　この状況でフォースが抜けたらどのくらいロズリアが持つかわからなかった。

　そもそも、赤色の魚人とロズリアの相性は悪そうだ。

　赤色の魚人は純粋な力でごり押ししていくタイプ。

　それに対してロズリアはスペルを駆使しながら、聖剣で確実な致命傷を当てていくタイプだ。

　しかし、赤色の魚人の強力な一撃に、ロズリアのスペルは次々と破られていく。

　これじゃあ、聖剣の性能を上う手まく活いかせない。

　フォースもロズリアを守るので忙しそうだ。『煉獄』が使えれば状況が打開できるのだが、ネメが回復スペルを撃てない今じゃそれは難しい。

「ノート君！　お願いがある！」

　ジンは急に俺を呼びかけた。

「フォースと代わってあげて！」

「えっ？」

　聞き間違いかと思った。思わず聞き返してしまう。

　しかし、それは空耳じゃなかったようだ。

　彼は青色の槍を躱かわしながら、言葉を紡ぐ。

「フォースに代わって、ロズリアの援護をしてあげて！」

「え、援護って……」

　ロズリアの援護なんてできるはずない。

　まず攻撃手段を持っていない俺が、魚人にダメージを与えられるはずがない。

「無理ですって。あれを倒すなんて」

「倒さなくてもいい。注意を引き付けてくれればいいんだ」

「注意を？」

「うん、そうだ。《殺気》は使えるんだったよね？」

「はい」

　20階層での遭難時に使えるようになったアーツだ。

　ジンの言う通りこのアーツを使えれば、赤色の魚人の注意は引きつけられるだろう。

「それと回避スペルを組み合わせて、ロズリアへの攻撃頻度を減らしてあげて！　それでずいぶん楽になるだろうから！」

「でも――」

「大丈夫！　ノート君ならできる。こいつの初撃を躱せただけの能力はあるんだから！」

　確かに俺は青色の奇襲を躱せた。だけどそれはたまたまだ。

　だけど――。

　ロズリアとフォースが戦っている相手に目を向ける。

　もしかしたらいけるかもしれない。そう思ってしまった。

　だって、赤色の魚人の攻撃は目で追えたから。パワーは強いが、鋭さは青色ほどじゃない。

　20階層で切り抜けた中ボスに比べたら大したことない。

　あの時の光景が鮮明にフラッシュバックする。

　脳が高速で回転していくのがわかる。血が熱くなっていく。

　戦いたい。純粋な衝動がそこにはあった。

　それはパーティーメンバーの役に立ちたいとか、ジンに指示されたからだとかじゃない。

　もう一度、鎧よろい武者と戦った時のような、あの刹那的な感覚を味わってみたい。

　命の危険を前に。圧倒的な敵を前に。興奮している自分がいた。

　意外だ。こんな自分がいるなんて。命懸けの状況を前に昂たかぶっているなんて。

　予測もしてなかった心境の変化に、驚いてしまう。

　――ダンジョンに挑む冒険者は生き急いで死ぬ。

　地上とは比べ物にならないくらい強いモンスターを相手取るダンジョン冒険者に対して、世間一般ではしばしそのように揶や揄ゆすることがある。

　しかし、その表現もあながち間違っていないのかもしれない。

　今の俺は確実に生き急いでいる。

　別に死にたいわけじゃない。もちろんできれば死にたくない。

　でも、戦ってみたいという気持ちの方が強かった。

　やっと、『到達する者アライバーズ』の一員として戦える。

　魚人達たちの攻撃を受けたら、俺なんて一撃で紙くずみたいに切り裂かれて死んでしまうんだろう。

　だけど、そんなこと知るか。当たらなければいいのだ。

　失敗したときのことなんて考えても仕方ない。その時はその時だ。

　俺は踏み出しながら声をかける。

「フォースさん、代わってください！」

「おう、任せた」

　フォースとすれ違う。彼の口角は何な故ぜか少しだけ上がっていた。

　赤色の魚人に向かって《殺気》を放つ。

　しかし、ロズリアの《脚光ライトアツプ》の効力が強すぎてなかなかこっちを向いてくれない。

「《殺気》が足りないときは、《隠密》を深く発動してから《殺気》に切り替えてみて。気配に強弱をつけると、モンスターを引きつけやすくなるから」

　ジンからのアドバイスが飛んでくる。

　敵と一対一で戦っているはずなのに、アドバイスを送る余裕もあるのか。どこまですごいんだ。

　ジンに言われた通り、深い《隠密》から《殺気》に移行する。

　赤色が振り返った。

　――攻撃が来る。

　余裕をもって大げさに《流線回避ストリーム》で躱す。

　大丈夫。これなら身体に負担のかかる《偽・絶影》を使わなくてもいけそうだ。

　ネメの回復支援を受けられないせいで、フォースだけでなく俺も１００％の力は出せないが、これなら問題なく躱し続けられる。

「ノートくん、ありがとうございます」

　そう言いながら、聖剣の一刀が魚人の肩口に入る。

　俺に魚人の注意が向いたおかげで、ロズリアの一撃が決まった。

　フォースとロズリアの組み合わせは、フォースがターゲットを取るアーツを持ってないせいで、ロズリアに攻撃が集中してしまいがちだった。

　しかし、俺とロズリアの組み合わせだと、俺もターゲットを取ることができるので、だいぶロズリアが戦いやすくなっているようだった。

「こうやって共闘するのは初めてのことですね」

　嬉うれしそうにロズリアが呟つぶやく。

　心なしか剣筋が躍っているような気がした。

「そう言えば初めてかも。いつも後ろで見ているだけだったもんな」

『到達する者アライバーズ』に入って、パーティーのみんなと戦闘に参加するのはこれが初めてのことだった。

　このパーティーに入った当初、願っていたことを俺は今できている。

　そう思うと、不思議とにやけてしまう。

　命懸けの状況なのに。俺はどうしようもなく楽しい。

　おかしくって笑ってしまえそうなほど、楽しかった。

　身体からだのギアをもう一段階だけ上げる。

　胴体を地面すれすれまで下げて、剣の薙なぎ払いをしのぐ。

　回避アーツ、《蟲型歩足シンクウオーク》だ。

「無理しないでください！　もう少しわたくしも攻撃を受け持ちます！　ノートくんが心配でさっきから心臓がバクバクですよ！　もちろん一緒に戦えて嬉しいのもありますけれど！」

　どうやら、ロズリアから見た俺は危なっかしいようだ。

　自分としてはまだいけると思うけど、客観的な意見は大切にしたい。

　少しだけ、熱くなりすぎている自分もいるような気がするし……。

「わかった。少しだけ任せる」

　そのまま下がり、《隠おん密みつ》で気配を消した。

　赤色は《脚光ライトアツプ》を発動しているロズリアの方に注意を向けたようだ。

　息を整え、次なる《殺気》の準備をする。

　そもそも、こっちは赤色の魚人を倒す必要がないのだ。

　ロズリアが倒しきらなくても時間さえ稼げていればいい。青色の魚人を倒すまで。
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　なんたってあっちには、このパーティー最大の戦力、ジンとフォースがいるのだ。

　ちらりと目を向ける。

　フォースの一撃が、青色の魚人のふくらはぎを直撃した瞬間だった。

　大丈夫。あと数分で決着はつきそうだ。

　だから焦らず、落ち着いて、時間を稼ぐ。それだけで勝てる。

　大きく息を吸い、気持ちを落ち着かせる。

　そして、《殺気》を発動した。







　ジンとフォースが青色の魚人を倒してからはあっという間だった。

　時間稼ぎという自分の役目を終えた俺は後ろへ下がる。

　代わりにジンらが入れ替わって、ロズリア含め三人で赤色の魚人に攻撃を仕掛けた。

　数の力は正義だ。

　三対一の戦いは数分で決着がついた。魚人の敗北という形によって。

　この階層も問題なく突破できた俺達だが、ダンジョン深くに進むにつれ、着実に余裕がなくなってきてることは明らかだった。

　ダンジョンは奥の階層ほど、段々と厄介な仕掛けになっている。

　この19階層の仕掛けだって、相当厄介だ。

　多彩な魔法攻撃を用いないと勝てない中ボスを用意しておいて、ボスは魔法使い系職を積極的に狙うモンスターときた。

　前衛と後衛、両者の実力が高くバランスの取れたパーティーでなければ突破できなかっただろう。

　そして、次に待ち構えるのは20階層。

　俺とエリンが二カ月近く遭難した魔の迷宮である。

　でも、不思議と不安はなかった。

　それは俺が新しい自信をつけたのもあるのかもしれない。

　戦闘面での『到達する者アライバーズ』での役割。モンスターの攻撃を引き付ける囮おとりとしての立ち回りだ。

　確かに俺は攻撃アーツを使えない。でも、回避アーツとターゲット集中アーツならば使うことができる。

　俺が一体のモンスターを倒しているうちに、他のメンバーは十体以上のモンスターを倒せる実力を持っているのだったら、自分はモンスターを倒すのではなく、彼らが十全なパフォーマンスを発揮できるように、サポートすればいい。

　悩んでいた答えは案外、簡単なものだったのかもしれない。

　俺達六人はパーティーなのだ。各々が長所と短所を持ち合わせて、それを補い合っているから、こうして六人で戦っている。

　ようやく、冒険者という職業の本当の楽しさがわかってきたような、そんな気がした。
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「さあ、行くわよ！」

「どこにかをちゃんと教えて……」

　19階層を攻略して、一息ついていた休日の午前中。部屋でこの後の予定を考えていると扉がノックされる。訪ねてきたのはエリンだ。

　ローブに杖つえと万全の装備をしている彼女は、開口一番にそう言った。

　突然の出来事すぎて、状況についていくことができない。

　戸惑っている俺に、エリンはこう付け加える。

「もちろん、『復讐の戦乙女ヴアルキリー』のパーティーハウスによ」

「殴り込みに？」

「なわけないじゃない……。スペルを教えてもらうためよ。何い時つまで経たってもリースが向こうのおばさん魔導士に話をつけてくれないから、私が直接頼もうとしているんじゃない」

　エリンの言う通り、リースによるキャシーへの説得は難航していた。このままでは、エリンがスペルを教えてもらう時は永遠に来ないかもしれない。

　だからといって、今のエリンが直接頼むのは無謀じゃないか？

　今だって、おばさん魔導士とか言ってるし……。本人の前でそんなこと言ったら、戦争が始まるぞ？

「あの……大丈夫？　なんか失礼なこと言って、火に油を注いだりしない？」

「さすがにそこは気をつけるわよ……」

　本当に大丈夫か？

　俺が怪しげな視線を送っていると、エリンは自身の口元を指さす。

「ほら、私、最近ノートにそんなキツイ言い方してないでしょ？」

「それはまあ……」

「でしょ。私だって気をつければ大丈夫なのよ。だから、安心しなさい」

「そうか、そうか。なら、行ってらっしゃい」

　エリンに背を向けて手を振る。すると、その手がガッと摑つかまれた。

「どうして私一人で行かせようとしているのよ？」

「逆にどうして俺が行かなくちゃいけないんだよ……」

　やっぱ、そうなる感じですよね。上う手まく誤魔化して俺が行かない流れにならないかなって思ったけど、駄目だったみたいっすね。

「私達、20階層で生死を共にした仲じゃない。死地に向かう時は一緒でしょ？」

「何、その道連れ宣言！　嫌だわ！　見え見えな死地になんて向かいたくないから！　元はと言えば、過去にキャシーを怒らせたエリンが悪いんじゃん！」

「そうだけどっ！」

　懇願するような、震えた瞳で見つめてくるのをやめてくれ。今すぐ、はねつけたい頼みの類なはずなのに、断りづらくなっちゃうじゃないか。

「わかったよ。でも、今回だけだからね」

「ありがとう！」

　エリンは飛び上がり、俺の手を握ってくる。

　自分もずいぶんエリンに甘くなったものだ。昔みたいに強い口調で命令されたら即座に断れたのに、下から出られるとなんとかしてあげたいって気持ちが芽生えてしまう。

　絆ほだされやすい馬鹿な男だと、我ながらつくづく実感する。

「今から行く用意をするから、ちょっと外で待ってて」

「わかったわ。私が目を離した隙に窓から逃げるとかなしだからね」

　いや、さすがにそんなことしないから……。







「ここが『復讐の戦乙女ヴアルキリー』のパーティーハウスね……」

「うわっ、本当に着いちゃったよ……」

　木で造られたおしゃれな山小屋風の建物を見上げながら言う。

　花や草木の模造品で屋根から窓枠まで飾られたパーティーハウスは『到達する者アライバーズ』のものと比べて、だいぶ手が込んでいる。

　コンセプトも自然感を醸し出せるようにと統一してあって、好感が持てる造りの家だ。

「何よ、その反応……」

　隣にいるエリンはというと、先程の俺の発言が気に食わなかったらしく、少し拗すねている。

　だって仕方ないじゃん。散々、キャシーの悪評聞いているんだもん。はなから危険人物と称されている人に、同じく危険人物であるエリンを会わせたくないわ。

「今からでも遅くないから引き返さない？　やっぱ、やめた方がいいって」

「ここまで来て何言っているのよ。もったいないでしょ、この私がせっかくパーティーハウスの前まで来てやったんだから」

「ねえ、ちゃんと下手に出て教わるってこと知ってる？　その話しぶりだと１００％、揉もめ事ごとが起きそうなんだけど……」

「大丈夫！　ばっちしよ！」

　笑顔で親指を立ててくるエリン。正直、何が大丈夫なのかはわからないが、とにかく引き下がるつもりがないことだけはわかった。

「もう任せるから、早く呼び鈴鳴らして、話つけてきなよ」

「えっ!?　ノートが話つけてくれるんじゃないの？」

「そのくらい自分でやってよ……」

　さすがにそこまではフォローしきれない。

　俺が顔を顰しかめていると、エリンは折れてくれたようだ。

「じゃあ私が話つけるから、ノートは傍そばにいて」

「それくらいなら、まあいいか」

　エリンに腕を引っ張られながら、ドアの前まで向かう。

「念のため言っておくけど、相手を怒らせるようなこと言っちゃ駄目だからね。男関係の話をしたり、年の差に触れたり、魔法使いとしての優劣を競うようなことを言っちゃ」

「ノートは私のことをなんだと思っているの？　そこまで馬鹿じゃないわよ」

　そう言って、エリンは淡い木目が浮き出た扉のすぐ隣にある呼び鈴に手をかけると、耳によく通る鐘の音が鳴った。

　しばらくの間、沈黙が流れる。俺もエリンも緊張して一言も発せられない。

《索敵》の気配察知から、何者かがドアの前までやってきたことが確認できた。

　この気配、リースのものではない。おそらく、『復讐の戦乙女ヴアルキリー』の他のメンバーのものだ。

　その人物はぐっとドアに身体からだを近づけている。どうやら覗のぞき窓で俺達たちのことを確認しているようだ。

　なんて吞のん気きなことを考えていると、突然敵意が爆発的に放たれた。

「エリン、危ないっ！」

　彼女の身体に突進して、自分もろとも玄関脇に跳び込む。

　その直後轟ごう音おんが響いて、衝撃波が背中に叩たたきつけられる。

　慌てて顔を上げると、俺達がさっきまで立っていた場所は更地になっていた。

「えっ、何？　何？　何が起きたの？」

　エリンは首をきょろきょろさせながら慌てている。

　視界を覆う砂煙の中には一つの影が佇たたずんでいた。

「何しにやって来やがった、小娘！　また喧けん嘩か売りに来たのかっ！」

　怒鳴り声とともに砂煙が現れる。そこにいたのは、青筋を立てた長髪の女性。ゆったりとしたＴシャツに、七分丈の紺色のズボンと完全な部屋着姿だが、手には長めの杖を持っている。

　おそらく、この人物が噂うわさのキャシーとやらなのだろう。実際に目にするのは初めてだが、エリンに向けられる殺意により一瞬で察してしまった。

　というか普通、こちらの姿を見て早々、スペル撃ってくるか？　自分の家のドアまでぶち壊してるぞ？

　それに現実で小娘って言葉使っている人初めて見たわ。俺、てっきり物語の中だけでしか出てこない類の単語かと思ってた。

「ち、違うわよ！　私は頼み事があって！」

　俺の身体の下にいるエリンは、誤解を解こうと慌てて手を振る。

　しかし、キャシーは怒りの矛を収めることなく、杖の魔力を込めだす。

「男の腕により添いながらやってきたと思ったら、今度は男に抱かれていると来た！　恋人か!?　そこにいる男はっ!?　恋人ができたから私に自慢しようってわけかっ！」

　あっ、怒ってらっしゃるのはこの体勢のせいですか……。俺がエリンに覆いかぶさっているこの状況にお怒りなんですね。

　そう言われれば、呼び鈴を鳴らした時も、エリンは不安そうに俺の腕を摑んでいた。

　キャシーには男女がいちゃついているように見えたのだろう。

　何しているんだよ、エリン！　気づかなかった俺も俺だけど、もうちょっと慎重に行動しろよ。

「そんな……恋人だなんて……。ノートとはまだ……」

　しかも、なんでエリンはこの状況で照れちゃってるの!?　必死に否定しろよ！

　キャシーの背後に燃え盛る炎がさっきよりメラメラしてるから！　火に油を注がないで！

「お前ら二人、殺すっ！」

「やめて！　せめてノートのことだけは見逃して！」

「またラブラブしやがって！　決めた！　男の方から殺してやる！」

　エリン、絶対事態収拾する気ないよね？　煽あおってるよね？　意識してやってないなら、それはそれで怖いからね。

「ぶっ殺すっ！」

　杖の先端にはまっている宝石が光を放つ寸前に《離脱ウイズドロー》を発動する。

　エリンを抱え、スペルの射程圏外へ。そのまま《隠おん密みつ》を発動して、撤退する。

　これはエリンには申し訳ないけど、話し合いはできそうにない。素直にあきらめよう。

「どこ行った！　小娘！　隠れてないで出てこい！」

　俺達が『到達する者アライバーズ』のパーティーハウスに向かって一直線で駆けている間にも、街中には鬼神の叫び声が響き渡っていた。
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　そんなこんなでひと騒動あった翌日。

　キャシーがブチ切れていた最中、薄情なことに窓から部外者のごとく一部始終を見過ごしていたリースに文句を垂れて。

　逆に俺達のせいでパーティーハウスの玄関は半壊し、キャシーの怒りを抑えるのにどれだけの労力がかかったかを、リースに咎とがめられ。

　二人言い争って、結局キャシーが全部悪いという結論に落ち着いたのが、午前中の修業の顚てん末まつだ。

　ちなみに《必殺クリテイカル》の修業の進度はぼちぼちといったところ。

　一応、アーツとしては形になってきたのだが、精度としては満足できるレベルに到達していない。

　地上のモンスターにダメージを与えられるくらいの威力は出せるのだが、致命傷を与えられるほどの威力はまだない。

　こんなんじゃ、全然使い物にならないだろう。

　ダンジョンに出現する敵は地上のモンスターと比べ、遥はるかに手て強ごわいのだ。地上のモンスターに中程度のダメージを与えるくらいの攻撃なら、ダンジョンのモンスターにはかすり傷も負わせられないと判断して間違いないだろう。

　どうやらリースが言っていた通り、俺には攻撃アーツのセンスがないのかもしれない。回避や補助アーツに比べて、なぜか感覚がしっくりこない。

　こういう苦手意識が、成長を妨げている原因なのかもしれないけど。

　午後にリースの用事が入っているだとかで、今日の修業は午前中で打ち止めになった。

　残念だが仕方ない。大人しくパーティーハウスに戻って昼食を取ることにした。

　食事を取っている最中、エリンから何か言いたげな視線を感じていたので、食べ終わった食器を片づけてすぐ、鼻歌を歌いながら部屋に戻ろうとしているネメを捕まえて声をかける。

「ネメ姉さん、買い物行きませんか？」

「ノートから誘ってくるなんて珍しいです!?　もしかして、ネメのこと狙ってるです!?」

「なんでそうなるんですか……。変な意味とかなく普通に誘っただけですよ。で、どうです？　買い物行きませんか？」

「わかったです！　一緒に行くです！　今から出かける用意してくるです！」

「なら、早くしてくださいね。じゃないと見つかっちゃうので」

「見つかっちゃうってなんのことです!?」

　ネメが俺の言葉に首を傾かしげながら部屋へと入ると、廊下の曲がり角から銀色の悪魔の足音が聞こえてきた。

「ああ、いいところにいたノート！　お願いなんだけど、もう一度、おばさん魔導士にスペルを教わるのを頼みに――」

「行くわけないでしょ」

　エリンのお願いを一蹴する。

　あれは無理だ。相手が悪すぎる。

　人間、話せばわかり合えるというのはただの綺麗事だ。

　世の中には、いくら話し合ってもわかり合えない人間がいて、果たしてキャシーがその部類に入るのか、厳密には判定できるほど話し合っているわけじゃないけど、少なくとも俺はもうあんなにも危なっかしい場面に遭遇したくない。

　申し訳ないけど、どうしても頼みたいならエリン一人で頑張ってくれ。

　俺が一緒に行ったら、またキャシーに難癖をつけられるかもしれないし。

「そこをお願い！　ノートしか頼れる人がいないの！」

「そういうこと言っても、もう騙だまされないから。悪いけど、今日はネメ姉さんと約束が入っちゃったから行けないんだよ」

「そんな……」

　まあ、約束が入っちゃったというか、今さっきねじ込んだところなんだけど……。

　しかし、俺の小こ賢ざかしい思惑を知らないエリンはすごすごと引き下がり、いなくなってしまった。入れ替わりになるように着替えを終えたネメが戻ってくる。

「ありがとうございます。じゃあ、行きますか」

「ノートとのお買い物楽しみです！」

　先ほど達成目標を終えたので買い物に行く必要はなくなったのだが、ネメの笑顔を見ているとそれも言い出しづらい。

　幸いにもネメに関する用事を一つ持ち合わせていたので、買い物ついでにそれを処理しておくことにするか。

『到達する者アライバーズ』のパーティーハウスを出て、右側には市場がある。左手方向はダンジョンに向かう道に繫つながっており、今回の目的である買い物には右側に向かって歩き出すべきなのだが、今回はあえて左側の道を選んだ。

　その様子に、ネメは不思議そうに首を傾げた。

「あれ？　市場は逆の方じゃ……？」

　そうなのだが、市場に向かうまでに済ましておきたい用事がある。なので、ネメに一言断りを入れる。

「そうなんですけどね……。一つ解決しておかなくちゃいけない面倒な用事があるんです。買い物行くのはそれからでいいですか？」

「しょうがないです……」

　ちょっと不満げな表情を浮かべるネメに、俺は補足を加えた。

「その用事ってのがネメ姉さんに関係あることなんですよ」

「はいです？」

　顔にはてなマークを浮かべるネメ。心当たりがないようだ。

　それも今回の場合は仕方ない。おそらく、『到達する者アライバーズ』の中で俺だけしか気づいていないのだろう。

　玄関から出て僅かのところで足を止める。ちょうどパーティーハウスと隣の家の間くらいの地点だ。

　影が差し込む小路と言えないほどの隙間を眺める俺に、ネメが尋ねてくる。

「どうかしたです？」

「ネメ姉さん、あそこに何か見えませんか？」

「何も見えませんです……って、もしかしてお化け的な何かです!?　そうだったらネメは無理です！　助けてくださいです！」

「お化けじゃないですよ……。でも、自分的にはお化けより怖いですね」

「ノートはお化けをなめてるです!?」

「過去に何があったんですか……」

　ここでずっと話していても変化はなさそうなので、仕方なしに路地の隙間に声を投げかける。

「出てきたらどうです？」

「……」

「そこに隠れているのはバレているんですよ」

「……」

「出てこないんだったら名前呼びますよ――」

「待ってくれ。もしかして、私が見えているのか？」

　建物同士の間の暗闇から低い男の声が聞こえてくる。

「お化けです!?」

　何もないところから声が現れたように感じられたのだろう。驚いたネメは俺に飛びついてきた。

「ほら、ネメ姉さんも前に会ったことあるでしょう。ヒューゲルさんですよ。覚えてますか？　以前、ネメ姉さんに出会い頭にナンパをした――」

「その節はどうも」

　行儀のいいお辞儀をする男性。背中に銀色の大剣を差した彼の名はヒューゲル。

　ひょんなことから、数週間前に顔見知りになった人物だ。

「うちのパーティーに用があって来たんですか？　だったら玄関はあっちですよ」

　俺達たちが今出てきた玄関を指差す。

　ヒューゲルはその方向を見て頷うなずくと、口を開いた。

「そうだったか。実はノート殿に話があって来たのだが――」

「それは噓うそですね。そこに潜んでたのって今に始まったことじゃないでしょう」

　少し鎌をかけさせてもらった。

　俺はヒューゲルが数日前からパーティーハウスに張り付いていたことを知っていた。

　もちろんそれは《索敵》のお陰だ。

　彼はアーツか魔道具かで上手に気配を消していたため、ネメや他のメンバーは気がついていないようだ。

　俺も最初はほんのちょっとの違和感程度しか気配を感じ取れなかったが、一度存在を摑つかんでピントを合わせていくうちに、段々くっきりと気配を感じ取れるようになっていた。

　今ではヒューゲルの気配の消し方にも慣れて、誤魔化されずはっきりと知覚できる。

「もしかしてネメ姉さんのストーカーですか？」

　おそらくこうではないかという予想を口にする。

　ヒューゲルは手を振りながら慌てて否定した。

「違う違う！」

「じゃあ一体なんでそこに潜んでいたんですか？」

「あぁ……」

　しばらくの間辺りを見回してから静かに頷いた。

「そうだ。私はストーカーだ」

「すごい開き直り!?　誠実なのはいいことですが、もうちょっと否定して欲しかったです……」

　頭が痛くなってきた。どうして俺の周りには頭のネジが外れた人ばっかりなのだろう。

　目頭を押さえていると、俺の後ろで震えていたネメが裾を引っ張ってきた。

「どうにかしてくださいです」

「そんなこと言われても……」

「ノートがこの人を呼び寄せてきたのです！　責任取ってくださいです！」

「そう言われると弱っちゃうんですけどね。とりあえずもう一度振ればいいんじゃないですか？」

「わかりましたです！　すみません興味がありませんです！」

　ヒューゲルの方を向き、勢いよく頭を下げるネメ。

　助走をつけて振られた形になるヒューゲルはきょとんとしている。

「え？　また振られるのか……？」

「いや、当たり前でしょ。というかどうしてこの流れで振られないと思ったんですか……」

「そういう意味で言ったわけじゃないのだが――」

　もごもごとした言葉尻は彼の低い声と相まって聞こえにくかった。

　もう一度聞き返そうかと考えていると、服の裾の生地がみしみしと軋きしみだす。

　目を向けると、ネメは一刻も早くこの場から立ち去りたいのか、千切れんばかりに引っ張っていた。

「早くこんな人放っておいて買い物行くです！」

　服が千切れるのは困るし、何よりこんな犯罪者じみたロリコンと路上で話し続けている状況から逃げたかった。

「ヒューゲルさん。もうネメ姉さんに付きまとわないであげてくださいよ」

　ネメのためを思って、念のため釘くぎを刺しておく。

「ご迷惑をかけて申し訳ない」

　ヒューゲルも抵抗することなく、丁寧に頭を下げた。

　やけに引き際のいい彼の返事に違和感が拭えないが、ネメの催促が激しいのでその場を立ち去ることにしよう。

「それと最後に一つだけ――」

　やり忘れていたことが一つだけあった。

　俺は大きく息を吸うと、思いっきり腹から声を出した。

「憲兵さーん！」

「てっきり許してくれる流れだと……」

　そんなわけないじゃないか。過去に幼女誘拐の冤えん罪ざいで捕まったことがある身として、本物は見過ごすわけにはいかない。

　また一つ、俺は善行を果たしてしまったようだ。
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　転移結晶特有の浮遊感から解き放たれると、じめじめとした空気が鼻孔をくすぐった。

　ずいぶんと懐かしい匂いだ。数え切れないほどの情景が、その時の感情とともに自然と思い起こされる。

　あれからもう一カ月以上経たったのか。なんか不思議な感覚だ。

　ついこの間の出来事だったようにも思えるし、遥はるか昔の出来事だったように思えなくもない。

　俺は――いや、俺とエリンは戻ってきたのだ。

　果てしない絶望だった、この20階層に。

　あの時の記憶は今でも鮮明だ。

　17階層において、転移罠わなに引っかかってしまった俺達はこの20階層に飛ばされた。

　攻撃能力を持たないマッピング担当の盗賊と、近距離戦闘が苦手な魔導士の二人という組み合わせだったが、様々な困難を乗り越え、なんとかこの階層から抜け出すことができたという過去の出来事。

　自分的には、今となっては笑い話にしているが、当時は本気で死を覚悟していた。

　現にともに遭難したメンバーであるエリンは、今も暗い表情をしている。

　他のメンバーもエリンを慮おもんぱかってからか、普段のようにふざけた様子を見せない。

　そんな陰鬱な空気を払拭するために、俺はあえて高めのトーンで声を張り上げた。

「それじゃあ、打ち合わせ通りに行きましょうか」

　静寂に包まれた道に自分の声が響く。

　俺としては今回の探索をあまり悲観的に捉えていなかった。

　むしろ、この20階層において、『到達する者アライバーズ』には大きなアドバンテージがあるとすら考えている。

　何しろ、六人いる中のうち二名がこの階層の経験者なのだ。

　今までほぼ初見で階層攻略を成し遂げてきた自分達にとって、これはラッキーな点だろう。

　それにこの階層、ボスや中ボスは例外的だが、出てくるモンスターが19階層ほど手て強ごわくもない。

　種類は少ないし、数だって多くない。

　その分、この階層は無駄に入り組んでいて、最短ルートを通っても何日もかかりそうなほど広いのだが、それはこのパーティーにおいて問題にならない。

【地図化マツピング】を持つ俺がいる限り道に迷うことはほとんどないし、今回の探索では長期戦を見越してアイテムバックにはたくさん食料を詰め込んでいる。きちんと生活用品も用意していた。

　それに仮に用意していた食料が尽きたところで、エリンの【料理・小】によってモンスターを食料として利用できる。

　もはや万全の態勢だ。

　そもそも、この階層のマッピングは五割方終わっている。溜ため込んだ食料が尽きる状況などほとんどないだろう。

　だから、そこまで心配いらないと思うのだが、どうやら遭難していたもう一方の相方は違う考えをお持ちのようだ。

　ただでさえ悪い目つきが、眉間に皺しわを寄せているせいで一層悪化していた。

　このまま放置して進むのは危険なので、声をかけてみることにした。

「エリン、大丈夫？」

「私自身は大丈夫だけど、はっきり言ってあなたのことが心配だわ」

　そう言って、俺の瞳を覗のぞき込む。

「あなた、本当に中ボスと戦う気なの？」

「もちろん。やっと見つけた俺の役割だから」

　先日の19階層でのボス戦を思い返す。

　あの時、俺は囮おとりとして赤色の魚人の注意を引き付けることに徹していた。

　それは攻撃アーツをほとんど習得していない俺ができる、唯一の戦闘面での貢献だ。

　その経験を活いかし、今回の中ボス戦でも俺は疑似的な回避タンクとして戦闘に参加しようとしていた。

　不安はないといえば噓になるが、それでもやってみたいという気持ちの方が強かった。

　現に俺の回避の技術はダンジョンで通用するレベルになっている。それは過去の19階層でのボス戦や20階層の中ボス戦で証明されている。

　下手な攻撃などを仕掛けず、回避一辺倒になればそうそう死なないはずだ。

　それに20階層の中ボスは前回、攻撃を見ている。速さや癖などは覚えているし、今回は他のメンバーもちゃんと揃そろっているため十分なサポートだって得られる。

　こんな万全の状況で逃げ腰になっていたら、それこそダンジョン攻略を目指す冒険者なんて相応ふさわしくないと思う。

　それに俺が20階層の中ボスに挑む理由はそれだけが全てじゃない。

　要はリベンジだ。リベンジマッチがしたかったのだ。

　もう一度、あの強敵と戦ってみたいという、底知れぬ熱い炎が胸の奥に燻くすぶっていた。

　薙なぎ刀なたを持ち、悠然と佇たたずむ銀色の鎧よろい武者。

　目視できるほど濃い瘴しよう気きを身体からだに纏まとい、鬼の面を被かぶった修羅。

　瞼まぶたを閉じれば、今でもその姿を明瞭に思い浮かべられる。

　そして、その因縁の相手は視線の先に実在した。

　20階層の入り口に一番近い部屋。その中央で異様な気配を放っている。

　ここでずっと話していても仕方ない。時間が経っても何も解決はしないのだ。

「ネメ姉さん、バフお願いします」

「はいです」

　ネメの返事とともに身体を高揚感が襲う。ネメのスペルによって身体強化や自然治癒能力が付与された影響だろう。

　これなら《偽・絶影》に身体が耐えられそうだ。

　指をむずむずと動かし、身体の昂たかぶりを全身になじませる。

　この感覚は慣れないけど、嫌いじゃない。大丈夫、何も問題ない。

「じゃあ、行きますよ。準備はいいですか？」

　全員の顔を見回すが、誰も異議を唱えるものはいなかった。

　皆が頷うなずいたのを確認すると、息を大きく吐いた。

　最初に中ボスのターゲットを取るのは俺の役目となっている。

　――《偽・絶影》。

　全身が凍るような感覚とともに、細長い通路を駆け出した。

　視界に映る景色は置き去りになる。通路を照らす蠟ろう燭そくの明かりは線となって、道筋を導き出す。

　一直線。俺と鎧武者との間には何も邪魔するものはない。

　目の前の敵に向かって《殺気》を飛ばす。開戦の合図であり、俺からの宣戦布告だ。

　鎧武者は僅かに首を捻ひねり、こちらに焦点を定めてきた。

　目が合う。逆立つ産毛が相対する敵の迫力を物語っている。

　衝突までは一秒もかからないだろう。瞬間で決まる戦い。

　部屋に入ると同時に、鎧武者に飛び込むかのごとく踏み込んだ。

　――《流線回避ストリーム》。

《偽・絶影》によって加速された身体は影を置き去りにする。

　視覚は既に使い物にならない。

　感じる気配だけを頼りに上段からの薙刀を避よけた。

　波打つ軌跡は自身の移動した道筋だ。薙刀の下を縫うように黒い影が漂っている。

　そのまま《背向移動バツクスライド》によって旋回するように身体を滑らした。

　靴の裏が地面との摩擦で削られる。足裏が熱い。

　前傾姿勢になりながらも、重心を崩さないよう注意して移動していく。

　鎧武者の背後を取ろうとしたが、そう物事は上う手まくいかない。

　甲かつ冑ちゆうに包まれた膝が沈んだ。と思ったら鎧武者が消えた。

　そして、目の前に突然現れた。

　人型の黒い影が薙刀によって真っ二つにされる。

　その影は俺を模かたどっていたものだ。だが、俺自身ではない。

　回避アーツ《幻影回避フアントム》である。

　高速で移動することによって己の姿を映す残像を生み出すアーツ。

　薙刀の刃はその幻影を切り裂いたのだ。

　鎧武者が戸惑ったコンマ一秒で《離脱ウイズドロー》を放ち、敵との距離を調節する。

　部屋の奥を時計の十二時に見立てると、俺の身体は十時あたりの方角に移動している。

　六時の方角――部屋の入り口に五人の気配。ようやくジン達たちも追いついてきたようだ。

　今回の中ボス戦のメインアタッカーはジンとエリンの二人である。

　エリンが中規模のスペルを撃ちつつ、俺とジンがターゲットを受け持ち合う。

　隙さえあればジンも攻撃に加わるという形になる。

　この二人が選ばれた理由としては俺とのチームワークの取りやすさだ。

　ジンには何度も特訓に付き合ってもらっているため、ある程度攻撃の癖などを把握している。

　エリンとも遭難時に共闘していたため、随分と戦いやすい。

　逆にフォースやロズリアとは共闘経験も少なく、戦闘の癖もあまり把握していない。

　相手の大きさも人間より少し大きいほどなため、あまり多い人数で襲いかかっても味方同士の連携が取りにくいし、今回二人は後方での待機ということになった。

　待機といっても、役割がないわけではない。

　エリンにターゲットが移ったときの援護がある。

　もちろん、俺がバテたりしたら代わってもらうという役割も組み込んでいる。

　各々が予定した配置につくと、『到達する者アライバーズ』側の攻撃が始まった。

　雷撃が鎧武者の後頭部を焼く。エリンのスペルである。

　鎧武者は振り返ろうとするも、直後首元に深い斬撃が襲った。次はジンの攻撃だ。

　エリンがスペルを発動すると同時に駆けて、一撃。手本のような奇襲である。

　鎧武者の気がジンに向くも、既に彼はそこにはいない。

《隠おん密みつ》による気配遮断で姿をくらました。

　もちろん《隠密》も万能なアーツではない。

　自身の姿を認識した相手には効果が薄いという欠点もある。

　そのフォローをするため、鎧武者の意識がジンを見つけ出す前に俺は濃密な《殺気》を解き放った。

　やつの注意が完全にこっちに向いた。

　と思いきや、一いつ閃せん。またしてもジンの斬撃。

　黒き刃は鎧武者の腕の合間を縫い、右肩を切り裂いた。

　赤黒い煙が傷口から溢あふれ出る。ダメージが怒りとなって具現化したような情景。

　その場面を眺めながら身体は跳び退のいていた。

　薙刀による半円を描くような斬撃が腹の数センチ前を通過する。

　鎧武者もただではやられてはくれない。ジンから攻撃をくらった瞬間、反射的に全方位へのカウンターを放ったようだ。

　しかし、そんな勘頼りの攻撃が俺はともかく、ジンに当たるはずがない。

　もう一撃。二撃。

　矢の如ごとき黒い刺突を放つ。そして深追いはせず、そのまま下がっていった。

　鎧武者のカウンターをカウンターで返すというジンの荒技。

　そのまま彼が《隠密》で気配を薄めると同時に、雷鳴が轟とどろいた。

　エリンのスペルが衝撃となって鎧武者を襲う。

　雷撃は鎧にぶつかると弾はじけ、拡散した。

　地面を削り、壁を抉えぐる。

　――《離脱ウイズドロー》っ！

　帯となった雷の襲撃を回避すると――じゃない。なんで俺の方にスペルが飛んでくるんだよ。

「ごめん！」

　ごめんじゃない。

　エリンのスペルが大雑把なのは今に始まったことじゃないし、俺の方へ向かってくるのも想定内なのだが、どうしても文句を言いたくなってしまう。

　俺が躱かわしていなかったらどうするつもりだったんだよ。

　まあ、エリンも俺が躱す前提でスペルを撃ったのだろう。口では謝っているが、大して申し訳なさそうな顔をしていない。

　感情をフラットに戻そうとして息を深く吸っている最中、鎧武者の意識がエリンに向きそうになった。

　慌てて即座に《殺気》を放った。

　鋭い眼光がこちらを突き刺す。

　鎧武者の下段蹴りを跳んでやりすごし、そのまま横に一閃する薙刀に対しては背を反らして躱した。

　弧を描く半円跳び。

　着地時の隙はジンがフォローに入ってくれた。低い重心からの一撃。腰の回転を活かした斬撃だ。

　黒刀は鞭むちのようなしなやかさとともに繰り出され、鎧武者の甲冑に破壊をもたらす。

　いいダメージだ。今までの攻撃で一番手ごたえがある。

　深々とした傷が腰から反対側の肩に向かって入っていた。

　傷口から立ち込める赤黒い煙は天井まで上っている。

　ジンは人型に近いモンスターとの戦いを得意とする。これは、今まで20階層もの間、ともにダンジョンを攻略していった中で気づいたことだ。

　以前、ジンにそのことを尋ねたらあっさりと認めていた。

　暗殺者という戦闘職バトルスタイルは他のものと比べ、大技が少ない。それは人を殺すことに長たけた、対人専門の職だからだ。

　そういうわけで、ジンは人型モンスターにおいては特段真価を発揮する。

　この鎧武者も、膂りよ力りよくは人と比べ物にならないが、基本的な動きは人と同じである。

　ジンの戦いやすい部類に入る敵だろう。

　こういう場合のジンは見ていて安心感が違う。

　エリンの援護がなくても、一人で競り勝っちゃうんじゃないかって予感までする。

　だから、攻撃面は彼に一任してもいいくらいだ。

《隠密》を発動して、体勢を整える。

　俺が出しゃばりすぎてジンの邪魔をしないように気をつけないと。

　両手の指を無造作にこねくり回し、身体の末端の動きを確認する。

　大丈夫。問題ない。

　頷くと、一歩踏み出しながら《殺気》を放った。

　これは入った。直前まで気配を消していた反動で、思いっきり鎧武者の意識がこちらに向いた。

　左上。右横。柄での突き。突き。突き。からの斬撃。左上。斬り上げ。上段。突き。突き。三連突き。斬り上げ。薙なぎ払い。

　息継ぐ暇もない猛攻を、間一髪のところで躱す。

　鎧武者が逆側からの薙ぎ払いを構えたところで、ジンの刃が首元に入った。

　深い一撃。相手が通常の人間だったら頸けい動どう脈みやくを斬られ、絶命していたところだ。

　しかし、相手は20階層の中ボス。血のような霧を出しながらも、その威光は健在だ。

　噴き出した霧は周囲を漂い、オーラとして鎧よろい武者を覆う。

　今や鎧武者は怒りを身にまとった鬼神であった。

《索敵》で感じられる脅威度が跳ね上がっている。

　どうやらこのモンスターはダメージを受ける度に強くなるらしい。

　苦笑いを携えつつ大きな声で呼びかけた。

「フォースさん、援護お願いします」

「は？　まだいけるだろ！　もうちょっと根性見せろよ、ノート！」

「見せたいのは山々なんですけど、このモンスター、一気に倒さないと面倒くさいタイプのやつです！」

　ジンと一緒にじわじわ削るつもりだったが、悠長に戦っているとどんどん相手が強くなっていきそうだ。それは避けたい展開だ。

　予定していた計画の変更を余儀なくされたが、こればかりは戦ってみないとわからない。仕方のない結果だ。

　落胆する心にパフォーマンスを引きずられないよう、気持ちを切り替える。

「攻撃も大技メインに変えてください。こいつ、傷を受けた分だけ強くなるみたいなので」

「そういうことか」

　フォースも納得したようだ。煉れん獄ごくを抜いた。本気モードだ。

　鬼神対鬼神。獄炎で己の身を焼いた剣士と、憎悪の炎を滾たぎらせた武者が対たい峙じする。

　ここからは乱戦だ。

　フォースやジンの近接攻撃が入り交じり、そこにエリンのスペルまで加わってくるはずだ。

　乱戦になるとモンスターの注意の移り変わりが激しくなり、敵が誰に狙いを定めているのか把握することが難しくなる。俺としてはやりにくい状況だ。

　ターゲット管理を間違えて誰か一人が鎧武者の猛攻を受けることになったら、最悪誰かの死に繫つながることもある。

　今いるのは20階層なのだ。下手な一撃でも死に繫がりかねない。

　ここからはジンやフォースよりも一歩引きながらの参戦が良さそうだ。







　豪風。そうとしか表現できない衝撃に身を屈かがめる。

　鎧武者の一刀は、薙なぎ刀なたという武器の枠を超えて衝撃波をもたらした。

　だいぶ大おお袈げ裟さに回避したつもりなのに、背中には切り傷が。深くはないけど浅くもない。

　身体からだの周りを光がきらめく。ネメの回復スペルである。

　俺もジンも、フォースにだって怪け我がが絶えないようになってきた。鎧武者が強くなっているのだ。

　左腕は千切れかけ、右手も無事ではない。兜かぶとは叩たたき割られ、胴体と背中には大きな裂傷が斜めに縦断している。

　人間だったらとっくに死んでもおかしくない状態。その絶体絶命の状況が鎧武者の力を最大限まで引き上げていた。

　銀色の鎧は瘴しよう気きで黒ずみ、禍まが々まがしい輝きを放っている。その姿はまるで亡霊。死してなお戦い続ける修羅だった。

　もうこの部屋のどこにも安全な空間などない。鎧武者の一刀の衝撃波は部屋中どこにでも届き、致命傷をもたらす。

　回復スペルを放ったネメを狙い、薙刀を振り上げる。

　距離は50ｍほどある。射程圏内だ。

　後方で待機していたロズリアがスペルを発動した。

《不落城壁》。ロズリアが扱える最高度の防御スペル。

　斬撃と防壁がぶつかり、互いの意義を主張するかのようにせめぎ合う。斬撃は光の壁面上を滑り昇り、天井へと衝突した。

　ロズリアのスペルがなんとか競り勝った。

　鎧武者に目を向ける。やつの持つ薙刀は自身の左脚の横へ、攻撃の余韻を残している。

　チャンスだ。多分、ここが最大のチャンス。

　この機を逃せば、俺達はまたしても鎧武者の猛攻を耐えなくてはいけない。それだけは避けたい。

　だったらここで先に猛攻を仕掛け、攻め切る。攻め切って勝つ。

　足に力を入れて、アクセルを入れる準備をする。

　おそらく、この瞬間、全員の意思が言葉を交わさずとも一致した。誰も彼もが、勝負を決めようと動き出す。

　第一陣はジンだ。ジンが飛び出した。

　俺の《偽・絶影》より遥はるかに速い《絶影》を纏まとって突撃する。

　しかし、鎧武者が振るった薙刀の軌道に阻まれて上う手まく接近できない。

　なら第二陣は俺だ。

　アクセルを入れる。静止状態から一気にトップスピードに加速した。

　太ももが熱い。筋繊維が悲鳴をあげているのがわかる。だけど、そんなの関係ない。ネメの《持続回復リジエネレート》さえあれば問題ない。

　このまま最高速度で接近する。

　鎧武者の目がこちらを向いた。

　――来るっ！

　俺の身体は宙に投げ出された。

　急ブレーキからの《離脱ウイズドロー》。

　溜ためられた運動エネルギーは逃げ道を失って、肉体をあらぬ方向へ吹き飛ばした。足首はねじれ、明後日あさつての方向を向く。

　だけど、そのお陰で鎧武者の斬撃は躱せた。

　あとはもう心配いらない。他のメンバーがしっかり仕留めてくれるはずだ。

　まずはジンの一撃。鎧武者の左頰に深い斬撃が入った。

　鎧武者の意識がジンに向いたことを確認すると同時に地面に叩きつけられた。

　そして、本命。第三陣。今回の襲撃における主役の登場だ。

　首が兜ごと宙を舞った。放物線を描いて地面に落ちる。

　刀を振り切ったフォースが、首のない鎧武者の前に佇たたずんでいた。

　戦いの終しゆう焉えん。《索敵》からは中ボスの気配が消滅していた。

　完全なる勝利、リベンジマッチ完了の瞬間だった。





＊






　中ボスを突破した『到達する者アライバーズ』はその後も順調に進み、20階層を攻略していった。

　二週間にもわたる探索を経て、俺達たちはボス部屋にたどり着くこともできた。

　20階層のボスは中ボスに比べ、遥かに手て強ごわかった。

　一度の撤退を余儀なくされ、二度目の交戦においてやっと勝利を収めることができたのだ。

　そして、俺達は20階層からの帰還を果たした。

　ダンジョンの中層――一般的に10階層から20階層のことを指す――を突破するという現存するパーティーで最高の偉業を成し遂げた『到達する者アライバーズ』はこのピュリフの街の冒険者達に大きな衝撃を与えた。

　それはこうやってダンジョンギルドに来てみると明らかなことだった。

「あれって『到達する者アライバーズ』のジンじゃないか？」

「あの20階層を攻略したとかいう？」

「隣にいるやつは誰だ？」

「俺は知らないな」

「確か幼女攫さらいとかいうやつじゃね？」

「それって幼い子を誘拐したとかいう？」

　……。

「ジンさん、あの人達ぶっ倒してきてください」

「物騒なこと言っちゃいけないよ。それとそこは人任せなんだ……」

「自分で戦っても勝てなそうですし」

　そう言って、建物の隅からこちらの様子を窺うかがっている冒険者達を睨にらみつける。

　彼らは全員俺より一回り以上体格が良くて強そうだ。

　このギルドにいるということは、実際にダンジョンに潜る実力もあるということだ。平均的な冒険者と比べて強いのは当たり前だろう。

　喧けん嘩かを挑めるわけもない。

「それにしても、ダンジョンギルドって来るの久しぶりだなー」

「あれ？　ノート君って初めてじゃなかったんだ」

「いやー、まあ、ちょっとした野暮用で一度だけ……」

　リースとこの建物に訪れた際の記憶を思い出す。

　あの時はキャシーがエリンに修業をつけてくれるよう、機嫌を良くしてもらうために恋人候補の男性を探していたのだ。

　結果として、ヒューゲルという人物に出会い、彼をキャシーのところまで連れて行こうとしたら、途中でロリコンだということが判明するという悲しい出来事が起こってしまった。

　どちらかというと忘れたい黒歴史なので、ジンには説明しないけど。

　今日はというと、ダンジョンギルドに俺とジンの二人で来ていた。

　というのも、最高到達階層を更新した『到達する者アライバーズ』は、このギルドに色々と手続きをしなくてはいけないらしい。

　そういう旨で家を出ようとしていたジンが目に入り、暇を持て余していた俺が同行を申し出たというわけだ。

「最高到達階層を更新する度にギルドに報告しなくちゃいけないなんて初めて知りました」

　受付の横に用意してあった紙に必要事項を記入するジンを横目に話しかける。

　彼は紙にペンを走らせながら応える。

「他にも報告しなくちゃいけないことなんてたくさんあるよ」

「そうなんですか？　ジンさん一人でやるのって大変じゃないですか？」

「大変ってば大変だけど、他の人に任せて適当にやられるよりかはマシかな。パーティーを組んだ当初なんて、フォースのせいで何回ダンジョンに潜るのを禁止されたことやら」

「色々苦労してたんですね……」

「あの時は初めたばかりだったからね。わからないことだらけで毎日が大変だったなぁ……。もちろんすごく楽しかったけどね」

「確か最初はジンさんとフォースさんの二人で始めたんでしたっけ？　それからネメ姉さんとかが入ったって聞きましたけど」

「うん、そうだね。始めたばっかの時は全然メンバーが集まらなくて大変だったよ。フォースはメンバーに求める基準が高かったし、ダンジョン探索の経験がなかったから、いい人材は全然集まらないしでね」

「そこに来たのがネメ姉さんというわけですか」

「人見知りがすごくて全然パーティーメンバーを見つけられていない彼女に目をつけて、長い間交渉した結果、やっと入ってきた三人目のメンバーだよ」

「それからは確かメンバーの入れ替わりが激しかったんですよね？」

「うん、三日で辞めちゃった人もいたくらいだからね。それで最近になってエリンが入って来て、ノート君が入って、ロズリアが入ってと今の形に落ち着いたというわけだよ」

「なんか不思議な感じですね。自分が知らなかった『到達する者アライバーズ』があるって。まるっきり別のパーティーの話みたいで」

「ノート君にとっては今収まっている形しか知らないわけだからね。それも無理はないよ。ボクとしては二人だけの時代も、今もどっちも大切な思い出だけどね」

　そう語るジンの顔はどこか誇らしくて、俺にない宝物を持つ彼を羨ましく思ってしまう自分がいた。







　ダンジョンギルドから帰る頃にはすっかり日も落ちていた。

　そもそも出かける時刻が遅かったのだ。そこに煩雑で時間もかかる手続きが待っているとあれば、全てが終わる頃には星達が瞬き出す頃合いになる。

　通り過ぎる民家からは食べ物の匂いが漂っている。

　俺達も家へと帰れば、エリンが作る夕食が待ち構えているのだろう。

　夜に向かって変わり移る街並みに気を取られていると、いつの間にかパーティーハウスに到着していた。

「郵便物でも見てきますよ」

　ドアを開いて家に入ろうとするジンに声をかけると、玄関から逸それて、郵便受けに向かって歩き出す。

　いつもはジンが朝と夕方に確認するくらいのはずだ。他のメンバーは基本、自分宛てに郵便物が来る予定でもないかぎり、覗のぞいたりしいない。

　何か入っているかなと思い、水色の木箱を開けた。

　すると、中には折りたたまれた一通の封筒が入っていた。

　変哲のない形をした横長の封筒だ。ただ珍しく、その封筒の色が黒かったことが気にかかる。

　宛名はジンへとなっている。

「ジンさんに手紙みたいですよ」

　ちょうどドアをまたぎかけていたジンを呼び止める。

　彼は声を聞くと、早足でこちらに向かってきた。

「はい、これです」

　黒い封筒を手渡す。

　受け取る彼の表情には驚きが混じっていた。

「誰からだろうね。心当たりが全くないや」

　と言いながら、抵抗することもなく封筒の端を切った。

　ジンに言われてから気づいたのだが、この手紙には差出人の名前や住所が書いていない。

　それどころかこのパーティーハウスの住所も。

　そのことを指摘しようとジンの顔へ目を向けた。

　しかし、言葉は手紙の中身を見たジンの表情に阻まれてしまった。

　あのジンの唇が震えていた。糸目な瞳は見開かれ、口は半開きだ。

　俺には彼が驚いているようにも、恐れているようにも見えた。

　初めてみるジンの動揺。

　その姿に戸惑い、自然と言葉を放っていた。

「何が書いてあったんですか？」

　ジンが素直に手紙の内容を見せてくれるとは思っていなかった。

　だから、彼が簡単に手紙を渡してきたことに驚きよう愕がくする。

　そして、受け取る際の、手紙を握る力のか弱さにも戸惑った。

　一瞬、躊躇ためらったものの、結局は手紙に目を落とした。





　ジン殿へ

　明晩、貴方あなたの首を狙わせてもらいます

　理由は言わなくてもお分かりでしょう




首切りより






「ジンさん、これって……」

　何とかして声を振り絞る。自分でも驚くほど、細い声だった。

　しばらく間が空いた。

　遠くから聞こえてくる夜の喧けん騒そうが二人の間の沈黙を薄める。

　もう一度尋ねようと口を開きかけたところで、ジンは穏やかな声で言った。

「どうやら殺害予告みたいだね。首切りからの」

『首切り』。

　リースがいつの日か口にしていた、殺し屋の名前だ。

　彼女曰いわく、対人戦闘において、この国最強の暗殺者。

《隠おん密みつ》により気配を消し、対象に認知されぬまま首を刈り取るという必殺の担い手だ。

　その一芸だけに特化した必勝戦法の前では、この国最強クラスの実力を持つフォースやジンですら手も足も出ないだろうと、リースは言っていた。

　そのような人物がよりによって、ジンに宣戦布告をしてきた。

　あまりに認めたくない事実だ。咄とつ嗟さに否定の言葉が出てしまう。

「これ本物なんですか？」

「おそらくそうだろうね」

　先ほどまでの震えは何ど処こへやら。ジンは既にいつも通りの落ち着いた口調だった。

　しかし、普段通りの様子はこの状況には不釣り合いだ。違和感が拭えない。

「でも、本物ならどうしてこんな手紙を送りつけてくるんですか？　殺しに来るんだったら、黙ってやった方が成功しそうじゃないですか。それなのにわざわざ親切に手紙を送ってくるってことは『首切り』の名を騙かたったいたずらなんじゃないですか？」

「いいや、彼はそういう殺し屋なんだよ。ノート君が変に思うのも仕方ないけどね、それは多分彼の流儀を知らないからだと思うよ」

「流儀？」

「うん。彼がターゲットに定める条件とでも言った方が正しいのかな？」

　そう言って、ジンは手紙の本文二行目を指さした。

『理由は言わなくてもお分かりでしょう』

　そこに書いてあるのは、いかにも引っかかりを覚える文だった。

　ジンが殺されなくちゃいけない理由なんて考えつきもしない。

　だけど、首切りがわざわざ遠回しな表現で言及しているということは、ジンには心当たりがあるということだろうか。

　過去に首切りと因縁があったとか。

　その因縁が首切りにターゲットを選ばせる条件とやらなのか？

　尋ねようとするも、その前に次なるジンの言葉が発せられた。

「首切りはね、正義の殺し屋なんだよ」

「正義の殺し屋……？」

『正義』と『殺し』という相反する二つの言葉は俺の中にすんなりと入ってこなかった。

　真夏の雪みたいな、あり得ない響きにさえ聞こえる。

「一般的には依頼された人だけを殺すんだけどね、その対象は悪人だけに限られるんだ。彼自身が綿密な調査をして、認められた正真正銘の悪人だけを裁く正義の執行人。だから、わざわざ手紙を送ってくる。死刑宣告として伝え、相手にそれまでの悪事を後悔させるように」

「じゃあ、どうしてジンさんが殺されなくちゃいけないんですか!?」

「それはね――」

　次第に更けてくる夜と同化した瞳が俺の姿を映し出していた。

「ボクが首切りよりも、大勢の人間を――しかも、何の罪もない人まで殺してきたからだよ」

　その響きは自嘲的なようにも、何の感慨も込められていないようにも思えた。

　ところどころ輪郭が浮かび上がっていたジンの過去。

　それを正面から受け止めるのは初めてのことだった。

　けれども、俺は今のジンしか知らない。過去がどうだとかだって知らない。

　正直、面と向かって言われた今でも、ジンが暗殺者として善良な人間を殺していたなんて信じられなかった。

　俺の知っているジンは優しくて、頼りがいがあって、絶望の淵ふちから救い出してくれた救世主みたいな存在なのだ。

　それを首切りとかいう、現在のジンのことをろくすっぽ知らないようなやつが、勝手に決めつけて、勝手に裁くなんて理不尽極まりなく感じる。

「でもジンさんは、今は全うに生きているじゃないですか！　だったら、殺される謂いわれなんて――」

「それは違うよノート君。依頼者がいたから、彼は殺しにくるんだ。今もボクを恨んでいる依頼者がいたからね。はっきり言うと、誰がボクを恨んでいるかなんて、候補が多すぎて見当もつかない。だけど、その誰もが、家族や恋人など大切な人をボクに奪われているってことだよ」

　上う手まく反論が口から出てこなかった。

　大切な人――俺にとっての『到達する者アライバーズ』のみんなのようなものを、ジンに奪われた人がいる。

　その事実がやけに深く胸にのしかかる。

　大切な人の存在を得たからこそわかる痛みだった。

　俺だって、ジンやエリン、その他全員を失いたくはない。

　だから、首切りの殺害予告を絶対に認めるわけにはいかない。

「ジンさんは殺されるのを受け入れるつもりなんですか？」

「いいや」

　覚悟の上での質問にあっさりと答えられてしまった。

　しかも、返ってきたのは予想外の否定だ。

「確かに罪悪感は覚えているけどね。それとこれとは話が別だよ。ボクはね、ノート君たちともっと冒険したいって思っているんだ。その夢だけは何にも代えられない。だから、大人しく殺されたりなんてしないよ。こう見えてもボクは良い子じゃないんだ。素直に死を受け入れられるようなね」

　無理して明るく努めようとしているのだろう。口角は上がっていたが、目元は笑っていなかった。

　彼なりの精一杯な強がりだ。

「だけどね――」

　息を深く吸うと彼はこう言った。

「もしボクが死ぬようなことがあったらその時は『到達する者アライバーズ』を頼むよ」

「どうしてそんなこと言うんですか？」

　そのような未来があってたまるか。

　仮定の話だとしても絶対に認めたくない。受け入れられるものか。

　言っていいことと悪いことがある。悪い冗談を口にするジンに、苛いら立だたしさすら覚えた。

　自然と語調が強くなってしまう。

「ジンさんだけじゃないんです。このパーティーにはフォースさんやロズリア、エリンやネメ姉さんもいるんです。六人で力を合わせれば首切りなんて何とかなりますって」

「ごめんね。ボクはこの件に関して、パーティーのみんなの力を借りるつもりはないよ」

「どうしてですか!?」

「首切りは囲めば勝てるっていう単純な相手じゃないからね。数の利があっても、彼を認知できる人がいなきゃ意味がない。いたずらに数を増やしても、仲間に危険が及ぶ可能性が増えるだけだよ。それにこれはボク自身の問題だ。他のみんなに迷惑をかけるわけにはいかない」

「でも――」

「でもじゃない。頼むよ。くれぐれもこの件は他のみんなには秘密にしておいて欲しい。ノート君だって自分のせいで大切な人までが巻き添えで死ぬのは嫌でしょ？　ボクの気持ちをわかってほしいな」

　ジンの言う通り、俺のせいで仲間が死ぬなんて事態に陥ったら、嫌なんて言葉じゃ済まされないほど後悔すると思う。

　それに俺にはジンの覚悟を否定する権利なんてものは持ち合わせていなかった。

　だって、俺は過去に同じことをしていたから。

　20階層での遭難時、どうしても中ボス部屋を突破しなくてはいけなくて、エリンに対して同様のことを強いた。中ボスを前に彼女だけを先に退避させた。

　あの時、俺は自分の死の可能性は顧みず、彼女が助かる一番の可能性を選んだわけだ。

　結果的には二人とも助かったが、あくまで結果論でしかない。

　俺だけが死んでいた可能性は高かった。

　自分が死ぬだけで済むなら、それが一番簡単だ。

　ジンの考えていることが痛いほど理解できてしまう。

　でも、その考えは間違っていて、残された人の気持ちを何も考慮していない。

　俺もエリンに対して残酷な選択を強いていたのだ。

　今になって、やっと気がついた。

「悲しい顔をしないでよ。ボクが死ぬと決まったわけじゃないんだから」

　そうだけど。嫌なんだ。

　仮の未来の話だとしても。ジンがいない世界なんて考えたくもない。

　恩人なんだ。やり切れない人生を歩んでいた俺に夢と希望をくれたんだ。居場所がなかった俺に全てをくれたんだ。色々な景色を見せてくれたんだ。

　俺が最初に出会った『到達する者アライバーズ』のメンバーはジンだった。

　俺に冒険者としてのノウハウを教えてくれたのもジンだった。

　エリンと仲なか違たがいして、全てが嫌になった俺を気遣ってくれたのもジンだった。

　ジンがいなくちゃ今の俺はいなかったし、これからも傍そばにジンがいて欲しかった。

　感情の昂たかぶるままにそういうことを言ったんだと思う。

　支離滅裂な言葉で。取り繕わず。ありのままの気持ちをジンにぶつけた。

　普段なら恥ずかしくて出てこないような言葉も自然と流れ出た。

　ジンは照れまじりに頭を搔かいていた。

「ノート君がそう思ってくれて嬉うれしいよ。少し救われた。暗殺業から足を洗って、『到達する者アライバーズ』を作った甲か斐いがあったかもしれないね。ボクはね、何かを残したくてこのパーティーを作ったんだ」

「何か――ですか？」

「うん。名でも功績でも何でもいい。正しいものを残したかったんだ。ボクの人生って他人から大切なものを奪ってばかりだったからさ。ボクがこの世界に生まれてきて良かったと言える証あかしが欲しかったんだ。ノート君という冒険者を育てた、それだけでもボクが生まれてきた意義はあったのかな……」

「何言ってるんですか！」

　ジンは何を言っているんだ。なんでそんなこと言うんだ。

　だって、俺は――。いや、俺達たちは――。

「俺だけじゃない。フォースさんだってジンさんに感謝しています。感謝しきれないほどの恩を感じてるって言ってました。それにエリンだって、ネメ姉さんだって感謝しているはずです。多分、ロズリアだって――。ジンさんがこのパーティーを作ったから。居場所を作ってくれたから。みんな、ジンさんから大切なものを貰もらってるんですよ。ジンさんがいてくれて良かったって思っているはずなんですよ。だから、そんな悲しいこと言わないでください」

「そうか――」

　ジンは空を見上げた。

　夜空に点在する星達は、互いが互いの存在を主張するように輝きあって、空を明るく染めていた。

　一つ一つの明かりは小さくても、夜はこんなにも眩まぶしい。

「ボクは知らぬ間に色んなものを残せていたんだ。『到達する者アライバーズ』のみんなから、たくさんの大切なものを貰ったように。ボクもちゃんと返せていたんだね」
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　その青年にとって、名前とは一種の記号に過ぎなかった。

　両親は彼が２歳の時には既に死んでいた。そのため、この世に生を受けて、最初に与えられた名が何だったのかは知る由もなかった。

　後に孤児院へと入り、割り振られた名はゼノンというものだった。

　その名も結局は三年ほどしか続かなかった。

　運動神経と頭の回転の速さ、そして何より身寄りの無いことを見込まれたその男児はとある貴族に引き取られた。

　１６８番。次に与えられたのは名でもなんでもない、ただの数字だった。

「お前はこれから人として生きるのではない。ディーンラーク様の従順な人形として生かされるのだ」

　１６８番を孤児院から引き取りに来た男はそう言った。

　男の言っていることは何一つ間違っていなかった。

　辺境の施設に連れてこられてからの日常は、確かに人へ向けたものではなかった。

　朝から晩まで戦闘技術を叩たたき込まれ、それが終わると世の中を生き抜くための知識を詰め込まれる時間が待っている。

　ただエネルギーを取ることだけを目的とした無味な食事。決められた時間のトイレ。週に一度の水浴び。いつ訓練が始まるかもわからない、気の休まらない睡眠。

　貴族のための尖せん兵ぺいを養成するだけの環境がそこにはあった。

　同時期に施設に連れてこられた者は皆、死んだ。

　１６５番は風邪で脱水になり死んだ。１６６番は訓練中に内臓を痛めて、翌日冷たい姿で発見された。１６７番は集合に50秒遅れて殺された。１６９番と１７０番は施設から脱走しようとして、見せしめに皆の前で首を吊つられて死んだ。

　１６８番にとって、寝食を共にした仲間の死は感傷に浸るほどのものでもなかった。靴くつ紐ひもが解ほどけた。その程度のことだ。いいや、それ以下かもしれない。靴紐は解けたら結ばなくてはいけない。仲間は死んだところで、戦闘技術を磨く日課は何も変化はしない。

　彼はおそらく、人より器用だった。器用でいられる才能があったから、最後まで生き延びることができた。

　器用だから、過酷な戦闘訓練もやり過ごすことができた。莫ばく大だいな量の知識も頭に叩き込むことができた。休息のない環境にも耐えることができた。仲間の死に疑問を持つことなく、従順に与えられた指令をこなせた。

　１６８番より腕っぷしが強い者はいたし、頭脳が明めい晰せきな者もいた。しかし、彼らは皆、生き延びることができなかった。何らかの失敗により、殺されていった。

　そうした日々が続いて行き、12歳になった時、１６８番は完成された尖兵と化した。

　この世界において、スキルを貰える15歳という年齢は一種の基準となる。

　15歳以前の者はスキルを持っておらず、戦力としてカウントされることはない。

　ディーンラークはその特性を活いかし、小さい子供を引き取って熾し烈れつを極める戦闘訓練を叩き込むことで、スキルを持つ者並みの実力を持ち、かつ警戒されることのない工作員を作り出すことに成功したのだ。

　完成した工作員の数は１６８番を含めると、全部で二十ほどであった。

　彼らには様々な任務が割り振られた。

　情報収集、敵情視察、ハニートラップ、はたまた暗殺など。

　それからは色々な種類の任務を実戦的に経験させることにより、その個人の適性を計っていくこととなった。

　１６８番も例に漏れず、与えられた任務を遂行し続けた。

　そして、彼にとって芽が出たのは、幸か不幸か暗殺業であった。

　それは他の工作員と比べ、彼が人の命を奪うという行為にさほど抵抗を抱いていなかったからかもしれない。

　たとえ厳しい訓練を受けてきたからといって、人を殺すことを躊躇ためらわない者などそう出来上がるわけではない。

　現に他のメンバーの中には、暗殺を成功させた後、精神的に追い詰められてしまう者も少なくなかった。

　仲間内の中で避けられていた任務の一種だった。

　だからといって、任務がなくなるわけではない。誰かしらが手をつけなくてはいけない類のものだ。

　ならば、手を汚すことに対して割り切れる自分が引き受けるべきだ。

　１６８番はそう考えていた。

　彼は決して、人を殺すことに罪悪感を抱かなかったわけではない。

　だけど、どうせ殺あやめる予定の人物は自分が殺さなくても、他の工作員に殺される運命だ。

　それに暗殺という任務は他の任務に比べ、対象との接触が希薄になりがちである。

　諜ちよう報ほう活動のように長い間対象と関わるわけでもない。

　いわば、赤の他人でいられるのだ。

　自分に心を許している人を騙だますより、赤の他人を殺す方が楽に思えた。

　１６８番にとっては、スパイ活動に率先する他の工作員の気持ちの方が理解不能だった。

　だから、彼は率先して暗殺の任務を引き受けた。

　場数をこなす度に人殺しの技術は研みがかれていった。

　どこをどう斬れば人は死ぬのか、手に取るようにわかるようになった。

　そして、誰よりも人を殺していった１６８番は、誰よりも人を殺すことが上う手まくなった。

　15歳になって二つのスキルを得てからもその日常は変わらなかった。

　ただ、人を殺し続ける毎日。

　その日常は、巷ちまたを賑にぎわすディーンラークお抱えの暗殺者の噂うわさが大きくなっても、何も変わらなかった。

　そして、１６８番の日常が変化するのは、20歳を過ぎたある日のことだ。

　初めて任務を失敗した日であり、初めて任務の遂行を放棄した日。

　その任務はとある剣士の暗殺というものだった。

　任務に際して、１６８番に潜入のため与えられた名前はジンというものだった。

　それは後の彼にとって、初めて意味を持つ名前であった。
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　翌朝。日は昇りかけて、街中が喧けん騒そうに包まれ始める頃合い。

　俺は時計をぼんやり眺めながら出かける用意をしていた。

　武器一式――といってもダガーナイフ一本。

　服装はいつもダンジョンに潜るときの戦闘服。革の手袋までしっかりはめた万全の装備だ。

　靴もダンジョン攻略用のものを選び、玄関の扉に手をかける。

　すると、背後から声をかけられた。

「あれ？　どこか出かけるの？」

　エリンだ。朝食の片づけをした直後なのだろう。手からは水が滴っている。

「言ってなかったっけ？　今日、リースさんとの修業の予定が入っているんだよ」

「あー、確かに昨日そんなこと言ってたかも……」

「まあ、そういうわけだから。遅くなるかもしれないから、夕方頃に帰ってこなかったら、先に夕食食べておいて」

「いいけど……一体何時頃に帰ってくるの？」

「訊きかれても今のところわからないから何とも言えない。早く帰ってこられるかもしれないし、ずっと帰ってこられないかもしれないし」

「ずっと帰ってこられないって何よ。何日間も帰ってこないってこと？」

「まあ、そんな感じかも。あまり深く気にしないで」

「わかったわ。いってらっしゃい」

　彼女は手を振りながら応えた。おざなりないつも通りの挨拶。

　普段と何も変わらない出来事だからこそ、今日は特段と愛いとおしく思える。

「いってきます」

　そう言うと、扉を押した。分厚い扉はまた一段と重く感じられる。

　エリンに表情を悟られないように、振り向かずパーティーハウスから歩き出した。

　俺とジンは似ている。どちらも卑ひ怯きよう者ものだ。

　仲間の命より自分の命を先にベットするようなずる賢さを持っている。

　ジンが俺達たちを頼ってくれないのなら、俺も同じ選択肢を選ぶ。それだけの話だ。







「お久しぶりです。いや、久しぶりっていうほどじゃないかもですね」

「どうしたんだ。こんな朝早くから呼び出して」

　目の前の男が尋ねてくる。警戒しているのか、口調がいつもより心なしか荒い。

　現在、俺と男が立っている場所は、普段からリースとの特訓時に集合場所として使っている街の外の空き地だ。

　草木など邪魔なものが付近になく、人気も少ないため、戦闘の特訓をするにはうってつけの場所である。

　男を呼び出すのは、そう難しいことではなかった。

　元々顔見知りだから声をかければついて来てくれたし、彼の居場所も【地図化マツピング】と《索敵》によって覚えていた気配を使えばわかることだった。

　このまま向かい合っていても埒らちが明かない。

　俺は本題を切り出すことにした。

「頼みがあってきたんですよ。ヒューゲルさん――いや、こう言った方が早いですか、『首切り』さん」

　彼は即座に腰の重心を落とした。右手は背中にかけてある大剣の柄つかに。

　臨戦態勢。答えはイエスと言っているようなものだ。

　いつ襲いかかられても対処できるように俺も身構えると、質問が飛んできた。

「どうしてわかった？」

「決め手は《隠おん密みつ》が上手すぎたってことですかね」

　最初、俺はパーティーハウスに張り付いていたヒューゲルのことを、ネメのストーカーだと思い込んでいた。

　しかし、郵便受けに入っていた住所のない封筒、そしてジンから首切りという殺し屋の習性を聞いたことによって自分が思い違いをしていることに気がついた。

　手紙を送るのには住所が必要だ。それがないということは直接投とう函かんされたことになる。

　つまり、郵便受けに手紙が届いた時点で、首切りはピュリフの街に来ていたということだ。

　正確にいうとそれより前になる。調査時間が必要だからだ。

　暗殺を成功させるには、ターゲットの行動様式や実行場所、本当に暗殺が可能かを調査しなければならない。

　ヒューゲルはパーティーハウスの周りで、それらを探っていたのではないか。

　彼が首切りの手下で、調査だけをしていたという可能性もなくはないが、それは彼の《隠密》の上手さが仇あだとなった。

　先ほど決め手といったのはそういった意味である。

　それに首を両断できるほどの武器は限られてくる。

　少なくともフォースが持つ刀と同程度かそれ以上に大きい刃物でなくては駄目だろう。

　ヒューゲルがいつも身につけている大剣。首切りの条件にはぴったりと当てはまっていた。

　もしかして、彼がダンジョンを目当ての冒険者を騙かたってこの街にやって来たのは、目立つ武器を怪しまれないように携帯するためだったのかもしれない。

　また冒険者のコミュニティーに入ることでジンの情報も聞き取りやすくなる。一石二鳥の役である。

　それに首切りがピュリフの街を拠点にしている殺し屋という話も聞いたことがない。

　ヒューゲルがこの街に来たばかりだという点も、彼が首切りだと裏付けられる理由の一つになるだろう。

　ヒューゲルが首切りと同一人物だと仮定すると全ての辻つじ褄つまが合うのだ。

「キミとは随分相性が悪いらしいな。私の気配を摑つかめると知った時から警戒はしていたのだが、よもや正体までばれるとは……。相当まずい状況だ」

　――相当まずい状況。

　彼はそう口にした。何がまずい状況なのか。

　俺が暗殺を邪魔しようとしていることか？　それとも首切りの素性を知ってしまったことだろうか？

　何が彼にとって不利な要素なのか、なるべく知っておく必要があった。

　そこを把握しておけば、交渉だけで解決できる余地が現れるかもしれない。

「もしかしてヒューゲルって本名なんですか？」

「ああ。決してばれないと高を括くくっていたのでな。次回からは潜入時に偽の身分を使うことにしよう」

　次回か……。この場を乗り切る自信があるってことだろう。

　彼の様子からは引くそぶりが見られなかった。

　ヒューゲルが言っていたまずい状況とやらは、身分がばれたことを指していたらしい。

　俺が暗殺を阻止できるとは考えてもいないようだ。

　自分としても分の悪い賭けはしたくない。

　力業で全てを解決するのは最後の手段だ。安全に物事が運べたら、それに越したことはない。

　なので、プレッシャーをかけることにした。

「ところでヒューゲルさんってそんなに強くないですよね？」

「いうじゃないか」

「事実の確認ですよ。《索敵》っていうアーツで全部わかっちゃうんですよ。暗殺者として名が通っている割に実力はないですね。多分、気配が摑めないことさえ除けば、そこらの冒険者と変わらない強さだと思います」

《隠密》さえなければ、首切りはジンやフォースの足元にも及ばないだろう。

《隠密》というアーツを一点特化させたからこそ得られた最強。

　その代償は自身の剣の実力だ。もちろん俺よりかは強いはずだが。

「つくづくキミとは相性が悪いようだ。そこまでわかってしまうとはね」

「そうみたいですね。俺はヒューゲルさんとは特段相性がいいようです」

　ヒューゲルが歪いびつな鍛え方をしているのと同様、俺も歪なアーツの鍛え方をしていた。

　攻撃アーツを捨てて、ダンジョン探索に有用なアーツだけを習得するという稀け有うな冒険者。

　使えるアーツの中でも《索敵》は俺の一番の得意技術だった。

　特訓期間が一番長いというのもあるし、【地図化マツピング】スキルによる補正もかかる。

　20階層での遭難経験によりアーツは極限まで磨かれ、俺の《索敵》は一流の暗殺者であるジンを凌しのぐと、彼自身にお墨付きまでもらっている。

　そもそも、気配を消すアーツの《隠密》と、気配を探るアーツの《索敵》。相性がいいのは後者である。

《隠密》は万能なアーツではない。モンスターから見つかりにくくなる程度のアーツである。

　ある程度モンスターの注意を集めてしまったら、いくら《隠密》を使おうとも気配は消し切れない。

　これはモンスター相手だけでなく人間相手でも同じことだ。

《隠密》で気配を消し切るなんてことは普通できるものではなく、同レベルの《索敵》とぶつかった場合、《索敵》による気配察知が勝ってしまう。

　そんな背景もあることながら、《隠密》を誰にも認知されなくなる程度まで昇華してしまったヒューゲルには驚きなのだが。

　並の《索敵》なら、ヒューゲルを見つけることはできない。

　だが、俺の《索敵》の目を誤魔化すことができないのは、先日のパーティーハウスに張り付いていたことを見破ったことからも明らかである。

　ヒューゲルが様子などを窺うかがいもせず、即座に暗殺を仕掛けてしまえば、彼の計画は上う手まくいったかもしれない。

　最初の時点ではヒューゲルの《隠密》の深さに、俺も気配を摑むことができなかった。

　しかし、一度気配を知ってしまい、彼の《隠密》に慣れた今じゃ、そう上手くはいかない。

　要するに首切りにとって、俺は天敵なのだ。

　首切りはジンには勝てるが、俺には勝てない。俺はジンの足元にも及ばないが首切りだけにはアドバンテージを取れる。三すくみの関係。

　だから優位な立場で話を進められる。

「ヒューゲルさん、お願いがあるんですけど、ジンさんを狙うのを諦めてくれませんか？」

「悪いが断らせてもらう」

「諦めてくれたら危害を加えません。ヒューゲルさんが首切りだということも秘密にしておきます。いいことずくめでしょう。駄目ですか？」

「断ると言っている」

「なんでですか？　ヒューゲルさんは一回仕事を失敗しただけで済みますよね？　そのくらい構わないでしょう？　ジンさんはもう悪事に手を染めません！　だから！」

「これは矜きよう持じだ」

　彼は泰然とした態度で言った。

「確かに現在のジンは悪事から足を洗った。善人といっても差し支えはないと調べはついている。だからなんだ。被害者はそれでは報われない。世の中にはな、自分を不幸に陥れた者の不幸を願わずにはいられないような人間がたくさんいる。加害者が幸せであればあるほど妬む人間はたくさんいるんだ」

「でも――」と彼は続けた。

「そう思うことは悪いことなのか？　自分を不幸に陥れた者を赦ゆるし、前を向ける人は強くて立派な人間だ。けれども、世の中には弱い人間の方が多い。そういう弱者の肩を持つと私は決めている」

「それなら、ヒューゲルさんだって加害者じゃないですか！　人を不幸に陥れている本人じゃないですか！」

「そうだ。私自身、間違った道を選んでいると自覚している。誰よりも弱い人間だ。だが、この道を引き返すつもりは微み塵じんもない」

　ヒューゲルの瞳には覚悟が灯ともっていた。

　自分の弱さを認め、それでもなお、道を突き進むことを選んだ者は強い。

　過去や現在、潰れるほどたくさんのものを抱えながら、足を進める力があるということだ。

　彼がその矜持に至るまでに何があったのかは知らない。

　だけど、きっと、俺では測れない何かがあったのだ。

　出会ったばかりの人間である俺の言葉が届くわけもない。

　元から話し合いでは解決のしようがなかった。俺達たちは戦い合う運命だった。

「あなたのことが少しだけわかったような気がします。ヒューゲルさんはおそらく善人なんですね。だからお願いがあります。俺を悪人にしないでください。あなたがこのままジンさんを狙うというなら、俺はあなたに手をかけなくちゃいけなくなります」

「キミにその気概があると？」

「覚悟は昨日のうちに済ましてきたつもりです」

　ヒューゲルの眼まな差ざしが突き刺さる。俺の瞳を覗のぞき込んで、覚悟を推し量っていた。

　しばらくして、彼は諦めたのか首を軽く振った。

「なるほど。本気なようだ。若い頃の私の目にそっくりだ。だからこそ、キミを止めたい気持ちもある。でも、止まらないのだろう」

「はい」

　俺は大空に向かって宣誓するように言う。

　ヒューゲルが歩みを止めないつもりなら、俺も止まるつもりはない。

　覚悟の表明であり、俺自身で選び取った決断だ。

「なら、こうしないか。お互いに主張を曲げることはできない。だからといって殺し合うことはないだろう。私はキミみたいな善良な少年を殺したくはない。そして、キミを人殺しにもしたくない。だから、戦って勝った者が主張を貫くのを諦める。それはどうかい？」

「俺は負けても諦めるつもりはないですよ」

「そうか。じゃあ、私はキミの意識を奪い、ジンを殺しに行くとしよう。予定の時刻より早まってしまうが、それも仕方ない。対するキミは、私に負けを認めさせるだけでいい。単純なルールでいいだろう？」

「いいんですか？　だいぶ俺に有利な気がしますけど」

「構わない。ハンデだ。強者の驕おごりというやつだ」

「ずいぶん余裕そうですね」

「余裕そうではない。余裕なんだ。だってキミ、大して強くないだろう。一応、『到達する者アライバーズ』のメンバーの情報は調べ上げているのでな」

「わからないですよ。本当は実力を隠しているかも」

「キミは忘れているようだが、私も暗殺者の端くれだ。《索敵》を使えるのはキミだけじゃないぞ」

　なんだ、《索敵》で俺の実力もばれているのか。

　見み栄えを張って損した。それもそうか。仮にもこの国最強の暗殺者だもんな。

　俺の実力を誤解して引きさがってくれればと期待していたのに……。

「どうやらはったりは通用しないようですね。それなら仕方ないです。ここから先は真剣勝負といきましょう」

　俺はヒューゲルに向かい合ったまま、腰に差していたダガーナイフを抜き放つ。ナイフは身体からだの前方へ構えた。

　ヒューゲルも大剣を抜いて、中段の構えを取っていた。

　両者の視線が交錯し、互いが互いに頷うなずく。

　開戦の合図。戦いの火蓋が切られた。

　最初に踏み込んできたのはヒューゲルだ。

　駆け出して距離を詰めると、大剣を横薙なぎに一いつ閃せん。

　首元を狙うような豪速の剣筋が繰り出される。

　それを《離脱ウイズドロー》で躱かわすと、追撃に斬り上げが待っていた。

　こちらはアーツを使わず、難なく避よけられる。上体を引くと、目の前を鉄の塊が通過した。

　続くもう二撃も右へ左へと軽く避け、距離を離した。

　体勢を立て直しながら、ヒューゲルの様子を窺う。

　この戦い、焦る必要は全くない。落ち着いて対処していけば、ヒューゲルの攻撃には当たらなそうだ。

　首を狙う薙ぎ払いだけは練度が高かったが、斬り上げとその他の攻撃は大したことなかった。

　おそらく、あの薙ぎ払いで数多くの悪人の首を両断してきたのだろう。
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　彼の《隠おん密みつ》は誰よりも深く、決して対象に気配を察知されない。言いかえれば、彼は通常の暗殺において攻撃を外さないということだ。

　あの薙ぎ払いさえあれば暗殺を成し遂げられるはずで、他の攻撃の練度が低いのも頷ける。

　首切りの異名を得たあの一閃だけは注意しなければならないが、その他の攻撃はあまり気を割かなくても大丈夫なのかもしれない。

　一点特化。彼を表すのにはつくづくぴったりな言葉だ。《隠密》だけでなく剣術においても、一つを極めているのだろう。

　対する俺の戦型も首切りとさして変わらない。

　狙うのは《必殺クリテイカル》による一撃。ここ最近の修業で得た、唯一無二の攻撃手段だ。

　要するにこの戦い、お互いの持つ、勝ち筋のカードは一枚だけ。その一枚をどう決めるかという勝負である。

　ヒューゲルは早々に決め札を切ってきた。開幕速攻、不意をついて勝負を決める気だったのだ。

　しかし、その結果は失敗と終わってしまった。

　こうして、両者離れて仕切り直しという状況になり、ヒューゲルは決め札を早々に開示してしまったことになる。

　完全なる失策だ。決め札を温存している分、こちらが有利な状況だ。

　しかも、ヒューゲル側からは俺の攻撃手段が一つしかないことはばれていない。

　俺は情報戦において優勢に立っており、このままのリードを引き離していけば、実力差をひっくり返して勝てるかもしれない。

　目指すは持久戦。ヒューゲルが疲れてきたところを《必殺クリテイカル》で決めるのが理想形だ。







「いやー、もうそろそろ諦めてくれませんか？」

「それはこちらの台詞せりふだ。キミが諦めてくれないかね」

　にらみ合う両者。互いに息を荒らげ、額には汗が滲にじんでいる。

　俺とヒューゲルの戦いはかれこれ一時間近く続いていた。

　動きに緩急はあれども、こんなに長い時間身体を動かしていたら、疲れるのは当たり前だ。

　二人の戦いの推移はというと完全に膠こう着ちやくしていた。

　首切りの横薙ぎの一閃は俺に届かないし、俺がここぞというタイミングで放った《必殺クリテイカル》も難なく避けられてしまった。

　しかも、その直後にカウンターを放たれてしまい危うい目にあった。

　それ以来、積極的な攻撃を避け、回避中心の負けないことを重視した戦い方に戻すことにした。

　自分でいうのもなんだが、ここまで攻撃力を持ち合わせていないとは思わなかった。

　もう少しだけ《必殺クリテイカル》の練度が高かったら、状況が打開できていたのかもしれないが、この現状じゃ俺一人の力じゃどうにもならなそうだ。

　自分の弱さが情けなくなってくる。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの身体に酸素を送り込む隙を作ろうとヒューゲルに声をかける。

「よくそんなに大きな剣を振り回していられますね。太刀筋から見るに剣術系のスキルじゃなさそうですね。身体強化系ですか？　《隠密》に補正がかかるスキルとは別に、そういう類のスキルを持っているんですか？」

　体力が切れかけているのはヒューゲルも同じだったようだ。

　戦いの間を開けるためにか、こちらの会話に乗ってきた。

「さあな。戦っている相手に自分のスキルをひけらかすような愚かなことはしないが」

「それもそうですね」

　身体強化系のスキルを持つ者に接近戦を挑むのは骨が折れる。

　大剣を躱すことができても、距離を詰められ取っ組み合いになったら、力の差で負ける。

　不用意に近づいたら、その瞬間に戦いは終わってしまうだろう。

　だから、俺としてはヒット＆アウェイで決めるつもりであった。

　対するヒューゲルは依然、《隠密》で限りなく気配を消しての攻めを狙っている。

　おそらく、俺の《索敵》が切れ、彼の存在を摑つかむことができなくなるのを待っている。

　だが、狙いに反して、俺の《索敵》が途切れる状況はそうそう起こりえない。

　日常から発動しているお陰もあって、長時間発動することは慣れている。まだまだ余裕だ。

　だけど、気配を薄めながら戦われるのは、こちらとしても立ち回りにくいし、色々と都合も悪い。

　なんとかして、《隠密》をやめさせられないかと提案してみる。

「そろそろ《隠密》解除したらどうです？　疲れるでしょう？」

「残念だが《隠密》なら何時間でも発動できるぞ。キミこそ私の気配を摑んでいるアーツを発動し続けるのが限界なようだな」

「残念ですね。俺も《索敵》は何時間でも発動し続けられますよ」

「そうか。やはりキミは厄介だな」

　ヒューゲルは剣を構えた。水平方向に刃を寝かせ、右手側から思いっきり振り抜く姿勢。

　彼の十八番。首元を狙う横薙ぎへの溜ためである。

　地面を蹴りだすはずの右足に体重が乗っている。

　ここから助走をつけて突っ込んでくる展開は何度も味わった。既に見切っている攻撃だ。

「なら、これで決めさせてもらおう」

　彼は自身満々に言う。

　だけど、それは虚勢だ。ヒューゲルの手は読めている。

「それはこっちの台詞です」

　俺も身体の力を抜き、即座に回避アーツで立ちまわれるよう構えた。

　いい具合だ。調子がいい。これなら、上う手まく回避してカウンターを決められるかもしれない。

　口元が自然とにやついた瞬間、対たい峙じする彼は意外なことを口走った。

「キミのお望み通り、《隠密》を解いてあげよう」

　そう言った直後の出来事だった。全身を刺すような悪寒が襲う。

　足がすくんで動けない。この身体の芯を震わせる殺意の波動。

　――《殺気》だ。

　ミスった。嵌はめられた。瞬時に頭で状況を理解する。

《隠密》からの《殺気》。

　俺が19階層での戦いの最中、ジンから教わった盗賊系職の常じよう套とう手段。

　気配を消した直後に、濃い気配をぶつけることでモンスターの注意を引きやすくするテクニックだ。

　ヒューゲルは同じ手を、そのまま俺にも使ってきた。

《索敵》により極限まで研ぎ澄まされた俺の感覚は、彼の《殺気》を全て余すことなく受け入れてしまう。

　理屈は理解しているのに、肉体は思い通りに動いてくれない。

《殺気》で身体が凍らされる。力を入れようにも、今までどうやって手足を動かしていたかわからない。

　指一本ですら、意識の制御下を離れてしまっていた。

　焦点が上手く合わない視界の中では、既にヒューゲルが飛び出していた。

　コマ送りのように迫ってくる大男。

　均衡していた戦いの中でこの隙は致命的だった。瞬く暇もなく、距離を詰められ、彼の攻撃圏内に侵食される。

　それでも、まだ、俺の身体は動いてはくれない。

　真横にスライドされる大剣はやけにスローモーションに見えた。ゆっくりと俺の首に吸い付いていくみたいに滑らかだ。

　まるで首と刃の間にレールが敷かれているような、そんな幻覚さえ見てしまう。

　緩慢なその光景を眺めながら、俺は終わったと生を諦めていた。

　負けた。これから先に待つのは、首と胴体が綺き麗れいに二つに分けられる未来だ。

　一秒先への理解と納得が、他ひ人とごとのように頭に入ってくる。

　だから、目の前で破裂した血しぶきと衝撃が自分のものではないと理解するのには幾ばくかの時間を要した。

　気がついたら、ヒューゲルは地面に横たわって肩を押さえていた。地面には小さい血だまりが出来ていて、彼は赤い湖の中でうめき声をあげている。

　突然の状況にあっけに取られていると、空き地の木陰から聞き慣れた声が現れる。

「何が起きているか全くわからないんだけど、助けて良かったんだよね、幼女攫さらい君？」

　その声で俺は全てを理解した。

　賭けに勝ったのだ。負けそうなギリギリのところで持ち堪こたえて、勝ちを摑み取ることができたのだ。

　不確定要素だった、もう一つの切り札へ俺は答える。

「遅いですよ。リース師匠。何分遅刻しているんですか？」

　俺の声掛けに反応して、木陰からショートパンツ姿の女が顔を出した。

　彼女の短く切り揃そろえられた黒髪がなびく。さらさらと風に揺られ、毛先の一本一本が躍動感に溢あふれている。

　その女の正体とは、俺に攻撃アーツを教えてくれている師匠、リースであった。

　彼女は小型のナイフを器用にくるくると空中で回しながら歩み寄ってくる。

　視線を未いまだうめき声をあげているヒューゲルに向けると、彼の右肩には赤い血で染められたナイフの柄が突き立っていた。

　リースが回しているナイフと全く同じ型のものだ。

「お、お前は……」

　寝そべる大男は擦り切れるような声を出す。痛みによって、顔はしかめられている。

　対するリースは自身を睨にらむ視線を軽く受け流しながら、指を弾はじく。
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「そういうあんたこそ、なんでうちの可愛かわいい弟子を襲っちゃってるの？」

　そのままキャッチしたナイフの切っ先は、ヒューゲルに向けられていた。

　二人の距離は大股で駆けて十歩ほどだ。その距離は既に彼女の射程圏内だ。

　武器の投とう擲てきを戦い方のメインに据えている彼女にとって、怪け我がを負っているヒューゲルを仕留めるのは一秒とかからないだろう。

「この人に訊きいても無駄そうだし、幼女攫い君、詳しく状況を説明しなさい」

　さっきから瞬きを繰り返しているヒューゲルはもちろんのこと、リースですら現在起きたことを理解していないようだった。

　それも仕方ない。俺自身、彼女に何も伝えていないのだから。

　まず手始めに、一番大事な前提を口にした。

「実はヒューゲルさんが首切りなんですよ。そして、ジンさんを殺しにやってきた暗殺者なんですよね」

「首切りってあの首切り？」

「はい、師匠が前におっしゃってた、あの首切りです」

「……冗談とかじゃないんだよね」

　俺が視線をそらさないことを受け、その言葉が噓うそではないと気がついたのだろう。

　事態の深刻さを察して、目つきが険しくなった。

　手は腰に当てられ、二本目のナイフをいつでも投擲できるような構えに移っていた。

　今度はヒューゲルに状況を説明する番だ。

「ご存じでしょう。リースさんです。一流パーティー、『復讐の戦乙女ヴアルキリー』の盗賊ですよ。俺と比べようもないほど強い援軍です。状況はまだ理解出来てないみたいですけど、きっと俺の仲間になってくれるはずです」

　リースを手差ししながら紹介する。

　彼にとって、リースはとても印象的な人間だろう。

　そもそも、俺とヒューゲルを引き合わせた原因は彼女にある。

　リースがキャシーの機嫌を取り持とうとしてヒューゲルという人物を見つけ出したのだ。

　だから、彼女の顔を覚えていないわけがない。ただ、肩書までは知らない可能性もあったので強調しておく。

　リースの実力を知ってもらって、彼には負けを認めてもらう必要があった。

　そのままヒューゲルの方へ向き直ると、立て続けに状況を客観的に告げる。

「これで二対一です。しかも、ヒューゲルさんは手負い。どうします？　負けは確定してますけど、降参してくれませんか？」

「待て。援軍など聞いていない。それは卑ひ怯きようだぞ」

「援軍は相手に知らせちゃ意味がないですよ。それに正々堂々戦うとも言ったつもりはありません。あなたを何としてでも止めるつもりですから。どんな手でも使いますよ」

　ダガーナイフを自身の身体からだの前に構える。

　まだやる気なようならこちらも徹底抗戦をするという合図である。

　ただリースと違って、俺の攻撃に確実性はない。

　だけど、はったりでもここでプレッシャーをかけておかないと、戦いが続いてしまう。

　それは避けたかった。

　ヒューゲルは怪我を負っているわけだし、このまま二人がかりで戦えば八割方は勝てるだろうが、それでも負ける可能性だって充分ある。

　俺が相手にしているのは、この国最強の暗殺者とされている、あの首切りなのだ。決して油断はできない。

　それに一番避けたいのは戦いが続いて、リースが怪我を負ったり、命を失ってしまうことだ。

　勝手に彼女を巻き込んだ立場としては、なんとかしてその可能性だけは排除したい。

　気を張り詰めながら、ヒューゲルの口元を睨みつける。

　交戦を続けるのか、それとも手を引いてくれるのか。

　彼の一言が一秒先の未来を決定づける。

　一瞬にも永遠にも感じられるような沈黙が流れたのち、彼はあっさりと頷うなずいた。

「わかった。降参しよう。ノート殿。キミの勝ちでいいだろう」

「それはジンさんを狙うのを諦めるってことでいいんですよね？」

　最も大事な確認事項を口にする。その単純な言葉を引き出すためだけに、俺は戦っていたのだ。

　ヒューゲルはゆっくりと首肯をした。

「ああ。止やめだ。大人しく手を引くとしよう」

「本当ですか？」

　念入りに言質を取る。こればかりは仕方ないだろう。

　戦いの前に、俺とヒューゲルの間に取り交わされたのは口約束なのだから。

　何の効力も法的拘束力も持たない、信頼だけの束縛だ。

　彼が諦めたふりをして、後でこっそりジンを狙ったのならば、俺にはもうそれを止めるすべなんてない。

　正義の殺し屋の正義とやらに賭けてみるほかなかった。

「本当だとも。約束は守る。仕事は失敗になってしまうが、たまにはそれもいいだろう。何年ぶりの失敗だろうな。初心に返った気分だ」

　何が可お笑かしいのか、目の前の大男は傷口を押さえながら笑っていた。

「完敗だ。首切りの負けだ。戦いの前に言った言葉を訂正させてもらおう。キミは強い。腕っぷしは強くない。攻撃の技術だってまだまだ未熟だ。だけど、キミには狡こう猾かつさがある。目的の遂行のために、なりふり構わず手を打つことができる。それは暗殺者に一番必要な技術だ。キミはきっといい冒険者になるぞ」

「俺は暗殺者じゃないですし、暗殺者になるつもりもないですけどね。あともう一度だけ確認させてもらいますけど、暗殺を諦めてくれるんですよね？　暗殺者に狡猾さが必要なら、ヒューゲルさんが狡猾な手を使ってこないとは限らないですから」

「さすがにそこまでの狡猾な手は打たない。約束は守るし、約束の穴を突いて暗殺を企てるということもしない。正真正銘、諦めさせてもらおう」

　そう言って、痛みに耐えながら立とうとする。

　するとその動作に待ったをかけたのは、俺の背後にいる盗賊だった。

「ちょ、ちょ、待ってよ。何がなんだか、なんもわかんないんだけど！　なんで、全てが解決した風になってるのさ！　ジンが殺されるって何？　なんで、修業の待ち合わせ場所に来たらこんなことになっているの!?」

　めんどくさい。折角、場がまとまりかけていたのに。

　仕方ないので、まくし立ててくるリースに、状況を一から丁寧に説明することにした。

　ヒューゲルの正体と彼のついていた噓。ジンの命を狙っていた事実とその理由。そして、俺達たちが戦うことになった経緯。

　そして、最後に俺がリースを巻き込んだ仕掛けについて。

　といっても、俺はあまり複雑なことはしていない。

　ただ単にリースと修業の約束を取り付けていた場所で俺達が決闘をしていたというだけだ。

　待ち合わせ時間より三十分ほど早い時間に戦いを始め、リースの存在を戦闘が長引いた時のための保険としていたのだ。

　もちろんリースには事前に何も伝えていなかった。伝える時間がなかったからだ。

　俺達が戦っている場面を見て、即座に状況を理解してもらうことに賭けていた。

　いくら時間などにルーズな性格だといえども、彼女はダンジョンに長年潜ってきた一流の冒険者なのだ。

　状況における対応力が二流なわけない。

　だいぶ綱渡りな賭けだったが、結果的には全て上う手まくいった。

　一時、ヒューゲルに《隠おん密みつ》からの《殺気》という手を仕掛けられた時には負けたかと思ったが、あの彼の選択が勝負の明暗を分けた。

　ヒューゲルが《隠密》を解いたことにより、リースはやっと彼の気配を捕捉できたのだ。

　また濃密な《殺気》を放ってしまったことで確実に俺の敵だという立場を示してしまった。

　リースから見たら、ヒューゲルが本当に俺を殺そうとしているのだと勘違いしたことだろう。

　即座にヒューゲルを止めようと、ナイフを投擲したというわけだ。

　援軍にリースを利用しようとしたのには理由がいくつかある。

　まず、実力。首切りに致命打を与えられる冒険者でなくてはいけない。

　そして、遠距離からの奇襲ができること。

　気配を消すことに長たけた首切りと戦うには、正面からでは勝ち目がない。

　一方的に彼を攻撃できる、遠距離攻撃を得意とする人物が望ましかった。

　最後にその人物がジン以外であること。

　彼を守るための戦いで矢面に立たせるわけにはいかない。危険な状況に身を置くのは俺だけで十分だ。

　それらの条件に全て当てはまり、かつ俺の知る人物がリースであった。

　ちょうど今日にリースと修業の約束をしているのを思い出し、この計画を思いついたのだ。

　彼女にはいくら感謝しても足りないくらいだ。

　お礼を言おうと目を向けると、視線が交差する。

　リースはぱちくりと目を瞬しばたたかせたかと思いきや、勢いよく摑つかみかかってきた。

「いやいやいや！　全部ほんとなの!?　何、知らないうちに私を面倒ごとに巻き込んじゃってるの!?　前に首切りとは絶対に戦いたくないって言ったよね!?　忘れたとは言わせないよ！　それなのに、なんで戦いに巻き込んだのよ！　私、ナイフ投げちゃったよ！　どうしよ！　殺されちゃうよ！」

「落ち着いてくださいよ」

「落ち着いていられるわけあるか！　ごめんなさい首切りさん。悪気はなかったんです。この馬鹿弟子が全部悪いんです。仕返しなら彼にお願いします。私を見逃してください」

　さっきまで頼りがいのある師匠だったのに……。

『そういうあんたこそ、なんでうちの可愛い弟子を襲っちゃってるの？』ってかっこいいこと言ってたよね？

　手のひら返しが激しいな！

　あと、俺のことを売るなよ……。

「ああ。まあ……仕返しとかはする予定はないが……」

　リースの変わり身の速さにはヒューゲルも驚いているようだ。歯切れの悪い返事で応えていた。

　しかし、リースはそれをヒューゲルが不機嫌なのだと誤解したようだ。

　手をすり合わせながら頭を下げだす始末。

「本当にすみません。何なら今からこの馬鹿弟子を取っ捕まえます。取っ捕まえて懲らしめてやります。だからそれで許してください」

「あの……話を聞いてくれ……」

　ヒューゲルのか細い声は動揺している彼女には届かなかったようだ。

「そういうわけだ。幼女攫さらい君、覚悟！」

「『覚悟！』じゃないですよ！　って、ちょっと！」

　人の言葉に耳を傾けず、飛びかかってくるリース。

「おらっ！　どうだ！」

「わっ!?　痛っ！　痛いです！　降参です！　助けてください！」

　関節技を決められている俺の姿をヒューゲルは満足そうな笑みを携えて眺めていた。

　仕返しをしてやったりと満足しているのかもしれない。

　でも、できることなら見てないで、助けて欲しいです。

　息が詰まって本当に死にそうだから。
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　トントン。軽い木材を叩たたく音が二度鳴る。

　自室を訪ねるノックの音だ。この丁寧な叩き方はジンのものだろう。

「入っていいですよ」

　扉に向かって声をかける。

　開いた扉の先にいたのは予想通りジンであった。

　というのも、俺は現在、《索敵》を高感度で張っている最中だ。

　目で見てなくても、ジンの存在は把握できていた。

　しかし、彼が余よ所そ行きの格好をしているのには驚いた。

「どこか行くんですか？」

「いや……行こうと思っていたんだけどね……」

　歯切れの悪い返事をしながら、彼は一枚の封筒をひらひらと掲げた。

　差出人の名前や住所が書かれていない黒い封筒。

　その外見には見覚えがある。昨日、郵便受けに入っていたものと同じ種類の封筒だ。

　おそらく、差出人は首切りだ。

「何が書いてあったんですか？」

　念のため尋ねてみる。

　首切り――もといヒューゲルからは、別れ際まで何度も約束を守るかどうかを確認していた。

　彼は決まって頷くばっかりだったが、それが本心なのかは俺には判別することができない。

　というわけで、本来の暗殺決行時刻である今日の夜にかけて、首切りが暗殺を仕掛けてきても対処できるよう、念入りに《索敵》を発動していたわけだが、彼は夕方にパーティーハウスのポストに寄るなり帰ってしまった。

　その時投とう函かんしたものが、今ジンが手にしている封筒なのだろう。

　ジンの手元の封筒は既に端が切り開かれている。

　ジンは一足先に中身を確認しているみたいだ。

「それがね。約束ができたから殺害予告は撤回するだってさ。それと今後も狙わないって。よく意味がわからないよね。これ、信じていいのかな？」

　どうやら、首切りが投函したのは殺害予告を撤回する手紙だったようだ。

　胸を撫なで下ろす気分になる。昨日からの緊張が解きほぐれた瞬間だった。

　肺中の息を吐いて、脱力した身体からだで俺は答える。

「どうなんですかね？　疑っとくに越したことはないと思いますけど、第三者が書いた偽物ってことはないと思います。封筒は全く同じ見た目ですし」

《索敵》により、首切りがパーティーハウスの郵便受けに寄ったことは確認済みだ。

　確証がある部分だけを口にした形だ。

「まあ、そうだよね。用心はしておくよ。でも、もしこれが本当だったらって考えるとますます不思議になってくるよね？」

「どこがです？」

「いやこの『約束』とやらがさ。誰かに会う約束でもできたのかな？　なら延期でいいよね？　それを今後も狙わないって言ってるのも変じゃない？　ノート君は何か思いつかない？」

　答えに心当たりのある問いかけをジンは投げかけてきた。

　しかし、知っている事実を素直に答えるつもりにはなれない。

　自分の独断行動だったり、他のパーティーの人間であるリースを巻き込んだりと、今回の件を解決するのにジンが快く思わないような手段をだいぶ取ってしまった。

　それにここで自分のやってきたことを正直に言うと、恩着せがましくなってしまう気もする。

　俺はジンからたくさんのものを貰もらってきたのだ。

　たかが一回、窮地に手を貸しただけで感謝されるのもなんか違う。

　なので、しらばっくれることにした。

「まあ、そうですね。変だとは思いますけど、別に気にするほどのことでもないですよ。多分、誰かと会う約束が入っちゃっただけでしょう。例えば、可愛かわいい幼女とか」

「どうして幼女？」

　ジンにとっては、首切りがヒューゲルという名前なことや、ロリコンなことなどは知る由もない情報だ。

　だから、俺の発言の意味もわかるわけがない。

「ジンさんにはわからなくてもいいことです」

　ちなみにリースの羽交い締めから解放された後、少し気になっていたことをヒューゲルに質問した。

　ネメへのアプローチは本気だったのかという質問だ。

　別に訊きかなければいけない事情があるわけでもなかったが、純粋な興味として知りたかった。

　答えは意外にもイエスだった。

　二度目にパーティーハウス付近で出会った時は、ジンに張り付いているのを誤魔化すために俺の仮説に飛び乗ったが、最初の愛の言葉は噓うそではなかったらしい。

　首切りは真正のロリコンであった。何とも残念な男である。

　でも、彼はもうこの街に用はないので、本拠地である王都に帰るらしい。

　ネメのこともどうやら一回振られていた時点で諦めており、未練とかは全くないとのことだ。

　しかし、彼のストーカー疑惑は誤解だったことをネメは知る由もないし、この先も誤解し続けるのだろう。

　もちろん、俺は誤解を晴らすつもりなんて毛頭ない。面倒くさいし。

「まあ、でも良かったですね。首切りが引いてくれるっぽくて」

「そうだね。本当によかった。これでまたノート君達たちと冒険ができるね」

　とジンは応える。

　ジンの言う通り、本当によかった。

　これからまた、俺達はダンジョンに潜れるのだ。







　翌朝、目が覚めて、掛け布団を撥はね除のけ、顔を洗って、リビングに下りると、五人全員が揃そろっていた。

　首切りからの暗殺中止の手紙がフェイクの可能性も考え、昨晩は、念のため《索敵》を張り続けていた。

　心配は杞き憂ゆうに終わって、今もジンは何食わぬ顔で新聞を読んでいるが、徹夜していたせいもあって俺は朝寝坊をしてしまった。

　結果、パーティーメンバーの中では一番遅い起床となる。

「ノート、今日はお寝坊さんです！」

　何も事情を知らないネメが俺をからかってくる。

　寛大で慈愛に満ちた心を持つ俺はそんなことで怒ったりするわけもない。

　するわけもないのだが、寝起きということもあり、目覚めがてらネメの身体を持ち上げて上下をひっくり返す。

「ネメが悪かったです！　もう調子に乗らないので、やめてくださいです！」

「わかればよろしい」

　腕の中で上下逆さまになったネメを反転させ、元に戻す。

　そのまま床に着地させてあげると、ネメは腰に手を当て、胸をふんぞり返した。

「やっぱりノートはお寝坊さ――」

　ネメを持ち上げて、またもやひっくり返す。

「ごめんなさいです！　本当にもう言わないです！」

「何、いちゃついてるのよ」

　ふざけあっている俺達を見て、エリンが軽く口を挟んでくる。

　決していちゃついているわけではないが、変な勘違いをされたくないので、ネメをゆっくりと床に下ろした。

　エリンの発言に抗議をしようと口を開きかけると、先にロズリアが割って入る。

「嫉妬する人間は見苦しいですよ、エリンさん。これだから自分に自信のない人は……」

「自信はないわけじゃないわよ。私だってそれなりには――」

「聞きましたか、ノートくん！　このナルシスト発言！　どう思います？」

「嵌はめられたっ！っていうかあれよ。ナルシストの権化みたいなあなたには言われたくないわよ！」

「そんなっ！　わたくしは自分のことかわいいなんて全然思ってないですよ！　エリンさんの方がお美しいと思っているでございまする」

「何よ、その変な言葉遣いと、苦虫を嚙かみ潰したような顔は！　思ってもいないこと言ってるってまるわかりじゃない！」

「エリンさんは、それはもう絶世の美女でございまして、どのくらい美しいかというと、真夏の太陽に向かって咲く向日葵ひまわりの根元に生えている雑草のような輝かしさで――」

「それ褒めてないわよね！　完全に貶けなしているわよね！　雑草に輝かしさなんて微み塵じんもないじゃない！」

「まあ実際にロズリアちゃんの方が美人だけどな」

「フォースは黙ってて！」

　なんて感じで、いつものごたごたがまた舞い戻ってきた。

　エリンとロズリアが争い出すのは毎度のことだ。ここで俺が下手に口を挿はさむと、火に油を注ぐ展開になりかねない。

　なので、ソファーに寝転んでいるジンに小声で話しかける。

「すみません。ジンさん。俺が起きるの遅れたせいでわちゃわちゃしちゃって。これじゃあ、21階層に向けての作戦会議がなかなか始まりませんよね」

「いいよ、これはこれで楽しいし。ノート君もそう思わない？」

「思わないでもないですね。個人的にはもうちょっと落ち着いた雰囲気も悪くないですけど」

　そう言って、二人して笑い合う。

　戻ってきた平穏を、お互いに嚙みしめていた。

　これから、どのような毎日が待っているのだろうか。

　ダンジョン探索に勤いそしんで、暇な時間はこうして笑い合って。

　幸せの形とか定義とかは知らないけれど、こんな日常が幸せというのだろう。

　自分の手で摑つかみ取った幸福。俺はそのありがたみを大事に胸に刻んでいた。
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　きっとあそこで終わらせていればよかったのだ。

　20階層を攻略して、首切りと戦って、平穏なパーティーハウスでの生活が返ってきた時点で。

『到達する者アライバーズ』も、ダンジョン探索も、冒険者も、全部終わらせておけばよかった。

　そうすれば、俺達は幸せな日常の中で生きられた。

　それなのに、俺達は間違った選択をしてしまった。

　悔やんでも悔やみきれない、人生最大の後悔だ。

　俺達は気づかないうちに、調子に乗っていたのだろう。

　自分達の実力を過信していて、決して失敗しないものだと。

　壁にぶち当たっても、いつかは乗り越えられると。

　しかし、人生というものは誰に対しても平等に残酷だ。残酷なまでに平等なのだ。

　永遠に幸せが続くことなどなく、誰に対しても無慈悲に不幸が降り注ぐ。

　そして、俺達にもその番がやってきたのだ。

　分不相応な夢を抱いて、その夢に近づきすぎた罰を与えられる瞬間が。

　もし、時間を巻き戻せるならば。

　何度も何度も何度も考えた。

　でも、そんな横暴な願い、叶かなうはずもない。

　この世界に本当に神がいるのなら、時間さえ巻き戻してくれるのだろうか。

　それとも、神ですら不可能な願いなのだろうか。

　わからない。そんなこと知らない。知るわけがない。

　だけど、一つだけ。一回だけ人生をやり直せるなら。

　過去の自分に、俺はこう伝えよう。




　――絶対に21階層に潜るなと。
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なかがき




　お久しぶりです。鴨かも野のうどんです。

　皆さん、知っていましたか？　オーバーラップ文庫さんのライトノベルというのは、製本上の関係で、（広告などのページ数を割り振られていない箇所も含めて）32の倍数のページ数になっているらしいですよ。

　なんでこんなことを突然言い出したのかというと、このページがあとがきじゃなくてなかがきになった理由について話したかったからです。

　一巻を書き始める前から32の倍数ページ縛りの情報は担当さんから教えてもらっていました。

　ですが、原稿を書いている最中にそんな小難しいことに気を配るのは煩わしいし、僕は今までページ数を気にせず自由気ままに書いていました。

　一、二巻は偶然にもそれでちょうどいい分量になったのですが、偶然とはそう長く続くものではありません。

　三巻の原稿を送った際、ついに担当さんに「あと10ページくらい欲しいです」と言われてしまいました。

　というわけで書いたのが、次のページから始まる番外編です。

　最初は本編に何かしらのエピソードを追加しようと思ったのですが、差し込むエピソードがびっくりするくらい思いつかず。

　こんなに書けないんだったら、自分の好きなジャンルの話を自分の好きなように書いてみようと思って書いたら、番外編という形になってしまいました。

　番外編のタイトルは『誰がプリンを食べたのか？』ということで、ミステリーっぽいシナリオになっております。

　というのも、僕がラノベの他に唯一まともに読むのがミステリー小説なんですよね。トリックものとか考えて書いてみたかったわけです。

　よろしかったら、そんな経緯で作られた番外編を読んでみてください。




　最後に謝辞を。

　雫しず綺きさん、今巻も美麗なイラストありがとうございます。毎巻雫綺さんのイラストを楽しみにさせてもらっています。

　担当の曽そ山やまさん、今回はページ数の問題の際など色々と提案ありがとうございました。あと、いろいろおめでとうございます。

　この本を手に取ってくださった読者の皆さんにも、感謝します。


鴨野うどん
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「誰です!?　ネメのプリンを食べたのは!?」

　突然夜中に叩たたき起こされ、リビングへと集められるパーティー一同。俺、エリン、フォース、ジン、ロズリアが机を囲んで座っており、そこにネメが立ち上がって机を叩いたのが、たった今の出来事だ。

　寝起きの冴さえない頭のせいか、ネメが怒っている背景がうまく摑めない。すると、ありがたいことにロズリアが手を挙げて質問をしてくれた。

「プリンが食べられたというのはどういうことですか？」

　その問いにネメは顔を真っ赤にして、拳を握りながら答えた。

「ネメが冷蔵庫に楽しみに取っておいた、フレーシュ・ド・メル・フランソワのプリンがなくなっていたです！　ずっと楽しみにしていたのに！　誰かに食べられたに違いないです！」

「ちょっと待て、そのフレーシュなんとかってなんなんだ？」

　そこでフォースが割って入る。俺も疑問に思っていた。聞き馴な染じみのない単語だった。

　フォースの問いかけに、ネメは指を立てて答える。

「フレーシュ・ド・メル・フランソワです！　とっても高くて、人気があるプリンの店なのです！　行列ができているので買うのに三時間以上かかって、しかも数量限定なので午前中から並ばないと売り切れちゃうプリンなのです！」

「はいはい、とにかく高級で買いづらいプリンってことですね」

　熱く語るネメを、ロズリアは軽く窘たしなめる。そして、そのまま立ち上がるとその場にいる全員を見回して、彼女は大きな声を放った。

「プリンを食べた犯人はこの中にいます！」

「だろうね……」

「つれないですね、ノートくん。一度はこういうこと言ってみたいじゃないですか！　探偵って憧れません？　わたくし、やってみたかったんですよね。探偵ごっこ」

「気持ちはすごくわかる。じゃあ、ここは俺が颯さつ爽そうと事件を解決して――」

「何言っているんですか！　探偵役はわたくしです！　先日は尾行もろくにさせてくれなかったですし、今回くらいは譲ってくださいよ！」

「尾行って？」

　ジンがその単語に反応を示す。まずい、このまま言い争いをしているとボロが出て、先日俺がジンを尾行していたことが本人にバレてしまう。

「なんでもないですよ。俺もロズリアの言っている意味はよくわからないけど、今回は譲ってあげようかな」

「物分かりがいいですね、ノートくん。ということで、わたくしが探偵役を務めさせてもらいます」

　ロズリアは咳せき払ばらいをすると、ネメに向き直った。

「ではネメさん。プリンがなくなったのを発見した時間は？」

「ついさっきです！　楽しみに取っておいたプリンを食べようと冷蔵庫を開けたらなくなってたです！」

「楽しみに取っておいたってことは、買ってすぐに食べようとしたってことじゃないんですよね？　いつ買ったんです？」

　気になって質問をしてみると、ロズリアに咎とがめられた。

「探偵の断りなしに勝手に質問しないでくださいよ」

「すみません。つい細かいことが気になってしまうのが、探偵の性分なもので」

「隙あらば探偵ぶらないでくださいよ……。性分も何も、そもそもノートくん探偵でもなんでもないでしょう……」

　ふざけていると、ネメに睨にらまれた。話を脱線させたことを怒っているのだろう。ネメのプリンにかける情熱は本物だ。彼女は何としても犯人を見つけ出したいらしい。

「ネメがプリンを買ったのは四日前です！　いつも週初めの暇な日に買って、平日の終わりまで楽しみに取っておくのが、ネメの一週間の楽しみなんです！」

「わかりました。それで、いつからプリンがなくなっていたかわかりますか？」

「毎晩確認して、昨日の夜にはちゃんと箱はあったです！」

「プリンって冷蔵庫の真ん中の段にあった、あの小さい金色の箱のやつ？」

　ジンが尋ねる。彼の言葉にネメは即座に食いついた。

「ジン、もしかして食べちゃったです？」

「いや違うよ。ただ冷蔵庫のど真ん中に置いてあって邪魔だなって思っていただけだよ」

　ああ、あの箱か。俺も邪魔だと思っていた。

『到達する者アライバーズ』の冷蔵庫は魔力で稼働する最新型のものだ。値段も高く、サイズも大きいがそれでも箱が中央の段の真ん中に置いてあるとなると、どうしても目についてしまう。

　ネメの言う通り、昨日までは箱があった気がするし、プリンが今日なくなったのは間違いないだろう。

「というか、ジンさんは犯人じゃないでしょう。そんなことしなさそうですし」

「そうですね。わたくしもそう思います」

「だな」

「疑ったネメが言うのもなんですが、ジンは食べてないと思うです」

　日頃の行いのせいか、満場一致で無罪が確定してしまった。彼もその展開には戸惑っていて、頰を搔かいている。

「嬉うれしい反応だけど、もうちょっと疑ったら？　まあ、実際に食べてないんだけど」

「人のプリン勝手に食べそうって言ったら、フォースさんとか怪しくないですか？」

「おい、酷ひどいぞ！　日頃の行いで判断するなんて！　そうやって冤えん罪ざいってものは生まれてくるんだ！　オレがやりそうなのは否定できねえが今回はやっていない。信じてくれ！」

「それよりも、さっきからずっと黙っているエリンさんが怪しくないですか？」

　ロズリアの一言で、全員の視線がエリンに向く。彼女は俯うつむいていて、表情が窺うかがえなかった。数秒間の沈黙が続き、やがてぽつりと言葉を放っていく。

「すみません……私が食べました……」

「エリンっ！　酷いです！」

　ネメが机を叩いて抗議する。すると、エリンは立ち上がって、ロズリアを睨ねめつけた。

「でも、私は嵌はめられただけなの！　このロズリアに！」

「嵌められたって？」

　俺の質問にエリンは答える。

「冷蔵庫に自分が買って余ったプリンがあるから、食べていいってロズリアに言われたのよ！　それで食べてみたら、実はネメのだったってわけ！」

「さすがに無理のある言い訳じゃないか……」

　ロズリアに視線を移す。てっきり、ロズリアはエリンの言葉を否定すると思っていた。しかし、返ってきたのは意外にも頷うなずきだった。

「確かに言いましたよ。でも、それはネメさんのプリンとは別のプリンですよ」

　そう言って、ロズリアはキッチンに向かい、冷蔵庫の扉を開ける。そして一番上の段の奥の方から赤い箱を取り出した。

「これですよ、余ったプリンというのは」

　赤い箱の表面に目を移すと、角の方に小さく『エリンさんへ』と書いてあった。箱を開けると中には小さいプリンが一つ。こつんと箱に似合わないサイズで佇たたずんでいた。

「わからないわよ！　そんな冷蔵庫の端に置いてあったら！　普通、真ん中に置いてあるプリンだと思うじゃない！」

「でも、名前はきちんと書きましたし、ちゃんと確認しないエリンさんが悪いのでは？」

「そうだけど……」

　周囲から向けられる視線に耐えかねて、エリンの言葉尻は弱くなっていく。

　やがて、諦めて頭を下げる。

「ごめんなさい、ネメ。私が間違えて食べちゃいました」

「わざとじゃないみたいなので、ネメも責めにくいです。今度、食べちゃったプリンを買い直してくれたら許すです」

「ありがとう、ネメ……」

　あっさりと許してくれたことに気が緩んだのか、エリンが涙声になる。ネメもエリンの手を握り、彼女を優しくなだめていた。

　なんか感動的な展開になってきたな。ただ、プリンを食べた食べないの話だったのに。

「じゃあ、今回の事件はエリンさんのおっちょこちょいによる取違いって結論でいいですね。謎は全て解けました」

　ロズリアはそう、声高々に宣言していた。







　翌日、俺は何な故ぜか朝早くからフレーシュ・ド・メル・フランソワの店の前の行列に並んでいた。

　何が好きでこんなことをしているのだろう。エリンが一人でおしゃれなスイーツ店の行列に並ぶのはツラいと言い出して、一緒についていってくれと頼まれてしまったからだ。

　俺としては断りたかったのだが、あまりにも健けな気げに訴えかける彼女に絆ほだされて、ほいほいとついて来てしまった。

　おしゃれなスイーツ店に一人で入るというのは、インドア気味な人にとっては苦行だと言うのはわかる。同じくインドア派として、誰かを連れていきたい気持ちもすごくわかる。

　それに、これはこれでデートみたいでなんか悪くない気がする。女の子と二人で行列に並んで、グダグダと話しながら時間を潰すってのに憧れがないこともない。

「それにしても列動かないな」

「余程人気な店みたいね。開店時間に着いたのに、既に長い行列ができていたものね……」

　首を伸ばしてみると、行列の先頭が目に入る。先頭は店の中に続いているが、その大きさは目視では豆粒ほどしかない。自分達たちが店の中に入るには何時間かかるのであろうか。

　そのまま辺りを見回していると、目的の店の斜はす向むかいにもう一軒のスイーツ店が目に入った。のぼりから、その店もプリンを売りにしているようだが、行列はできていなく、人気もなさそうだ。

　ただフレーシュ・ド・メル・フランソワを目当てにやってきた数人が、行列の長さに呆あきれて、ちらほら斜向かいの店に流れてくる光景が見て取れた。

　人気店から溢あふれ出た客を取り込んで、なんとかやっている店なのだろう。もしかしたら、フレーシュ・ド・メル・フランソワの人気を見越して、後追いでプリンを売りにし始めたという可能性もあるかもしれない。

　料理店としてのプライドはないのかとも思うが、そうやってプライドを捨てて店の売上だけを求める姿は素直に尊敬できる。

「俺達もあっちの店でプリン買わない？　どうせどのプリンでも違いなんてわからないだろうし、ネメにもバレないって」

　終わりの見えない行列に辟へき易えきして言うと、エリンに睨まれた。

「それはさすがに酷いわよ。私のことを許してくれたネメを裏切ることはできないわ」

「でも、行列ができている方の店が美お味いしくて、行列ができていない店が不ま味ずいって誰が決めたんだ？　もしかしたら、行列ができていない店の方が実は美味しいなんてこともありそうじゃん」

「でも、一般的には美味しいから行列ができるんじゃない。それにネメはフレーシュ・ド・メル・フランソワのプリンを買ってとお願いしてきたのだから、たとえ美味しかろうとそれ以外のものを買うのは裏切りじゃない？」

「まあそうか。一応、あの店のプリンも気になるし、後で買って食べ比べでもしようかな……。なんか人気のないものって肩を持ちたくなっちゃうんだよね」

「捻ひねくれているわね。私も気持ちはわからなくないけど」

　と、二人して斜向かいの店を眺めていると、そこから出てくる客を見つけて、あることに気がついた。

「あの赤い箱ってロズリアが買ってきたプリンじゃない？」

「あの女、私に人気のない方のプリンを渡していたのね。どうせ買ってくれるんだったら、人気のあるフレーシュ・ド・メル・フランソワのプリンにしなさいよ」

「他人からタダでプリン譲ってもらっておいて、その言い草は……」

　でもロズリアがプリンを買ってきたから、エリンは間違えてネメのプリンを食べてしまったのか。となると、手放しでロズリアに感謝したくないのかもしれない。

　そこまで考えて、一つの疑問が浮かび上がる。

「そういえば、なんでエリンはロズリアからプリンをもらったんだ？　二人って仲が悪そうなイメージあるし、余ったからってプリンをあげるような関係には思えないんだけど」

「それは私も疑問に思ったわ。ただ、ちょうどいいタイミングにリビングにいたからって言っていたけど。まあ、私も毒でも仕込まれているんじゃないかって疑ったわ。だから、昨日ノートに毒味させたでしょう？」

「毒味？」

　そこまで言って、昨日の昼間に起きたエリンとのやり取りを思い出した。

　確かあの時、エリンにプリンを一口食べないかと勧められた気が――。

「昨日エリンがプリン食べてた光景見ていたじゃん、俺！　推理も何も、犯行現場ばっちり捉えていたわ！　しかも、一口もらっていたし！」

「あなたも一口分だけ共犯者ね」

「マジか！っていうか、あれ毒味だったんだ！　優しいなと思って、感謝していた自分が馬鹿みたいじゃん！」

「毒味といってもほぼ同時のタイミングで食べたから安心して。死ぬときは一緒よ。私達は運命共同体だもんね」

「うわっ、すごく嬉しくない運命共同体……」

　そんなこんなで話をしつつ時間を潰していると、あっという間に時間は過ぎ、気がついたら店内に入ることができていた。

　おしゃれな店内のショーケースに並べられたプリンに顔を近づけながら、エリンは言う。

「美味しそうなプリンね……」

「美味しそうってエリンは食べたんじゃないのか？」

「それを言ったら一口分だけなら、あなたも食べたでしょ？　でも、こんなのだっけ？　高いプリンだと知らないで適当に食べていたから、記憶が曖昧なのよね」

「ネメにそれ言ったら怒られるからね」

「じゃあ、あなたはちゃんと覚えているの？」

「こんなようなやつだったかもしれないし、そうじゃないような気も――」

　そう訊きかれると、俺も確証が持てなくなってきた。何個か似たようなプリンを並べられて、昨日エリンが食べていたプリンがどれだったか当てられる自信ならあったんだけどな……。

「ほとんど私と同じじゃない。でも、ネメに買うように言われたプリンはこれね。ちゃんとどのプリンを買えばいいかメモってきたもの」

　そう言って、エリンはこの店の一番人気らしい、オーソドックスなプリンを六個頼む。

　パーティー全員の分だ。どうやら皆があの騒動を受け、この店のプリンに興味を示したようだった。かく言う俺も、そのうちの一人だ。

　六個分だったからか、大きな金色の箱に入れられて、商品が手渡される。

　そのまま店の外に出ると、斜向かいの人気のない店がまたしても目に入ったので、一つ提案をする。

「やっぱあっちのプリンも気になるから、あの店寄っていい？」

「いいけど、それは自分のお金で買ってね。私はフレーシュ・ド・メル・フランソワのプリンを買っただけで手持ちがなくなっちゃったから」

　もちろん、先程買ったプリンは全額がエリン持ちだ。騒動を引き起こしたお詫わびということもかねて、六個分全部エリンが負担してくれた。

　エリンが了承してくれたこともあり、俺は人気のない方の店の中に入る。エリンは他店のプリンの箱を持っているため、店内に入りにくいということもあって、外で待っている形となった。

　プリンを選ぼうと、ショーケースを覗のぞき込んだ瞬間だった。

　俺は衝撃に見舞われることになる。

　――なんだ？　これは一体どういうことなんだ？

　頭がぐるぐると疑問と疑惑で埋め尽くされる。なんとか、冷静になろうと深呼吸をして、もう一度ショーケースの中身を覗く。

　――やっぱりだ。俺の疑問は間違っていない。

　昨日から今日までの一連の出来事を全て思い起こす。

　事件の発端。各メンバーの会話。そこで抱いた感想。そして違和感。信じられる情報と確証がない情報。パーティーメンバーそれぞれの事件の捉え方と、各人から見える景色。

　一つ一つ紐ひも解といていくと、謎から靄もやが晴れていき、次第に全容が姿を表してきた。

　――これは一見単純そうに見えて、複雑怪奇。そして途と轍てつもなく狡こう猾かつな事件だ。

「謎は全て解けた。待っていろよ、犯人。今から、お前の罪を暴いてやるからな」

　俺はとりあえず、先程と同じくプリンを六個買って、外へと飛び出した。







「さて、皆さんにお集まりいただいたのは他でもない。一連のプリン事件の犯人が見つかったからです。今からその推理を披露させてもらいます」

　昨夜同様、俺はメンバー全員をリビングに集めると、切り出した。

「なんなんだ、その喋しやべり方は？」

「事件はエリンさんが犯人ということで終わったのでは？」

「いいじゃないですか。この方が探偵っぽいですし。それと事件はまだ解決してませんよ」

「事件が解決していないってどういうことです？」

　ネメが首を傾かしげながら、問いかけてくる。もう少し嚙かみ砕いて答えた方がよかったのであろうか。

「簡単な話です。ネメ姉さんのプリンを食べた真犯人がいるってことですよ」

「いや、でもプリンは私が――」

　俺の言葉に反応して、エリンが申し訳なさそうに手を挙げる。

　確かにエリンはプリンを食べた。しかし、それが俺の発言と食い違っているわけでもない。それは現状で俺と真犯人だけが気がついている事実だ。

「疑問はわかるけど、それは一つ一つ説明していくから、それまでは口を挿はさまないで待ってて」

　そう断って、俺は二つの箱を机の上に置いた。金色と赤色の箱の二つ。それぞれ、先程俺とエリンが買ってきたプリンの箱である。

「この金色の箱はお馴な染じみの通りフレーシュ・ド・メル・フランソワという店の箱です。で、もう一つの箱が、その斜向かいにあるあまり人気がない店のものになります。仮に前者を高級プリン、後者を安価プリンとしましょう。そっちの方が説明しやすいので」

　実際にプリンの値段は三倍以上違っていた。しかし、今は関係ない話だ。

「ネメ姉さんは四日前、この高級プリンを買った。そうですね？」

「はいです！」

「で、それをネメ姉さんは冷蔵庫に置いていたわけです。週末に食べるようにと。しかし、実際はその前に真犯人がプリンを食べてしまいました」

「私じゃなくてってこと？」

　エリンが声をあげる。それに俺は頷うなずいた。

「そう。正確な犯行時刻はわからないけど、おそらく一～三日前にね。エリンがプリンを食べた時刻よりずっと前に真犯人はプリンを食べたんだ」

「そうしたら私が食べるプリンがなくなるじゃないの？」

「だからそれも後で説明するって。とりあえず、真犯人はおそらくわざとプリンを食べた。犯行動機はお腹なかが空すいていたからとか、甘いものが食べたかったからとかだろう。ところでエリン、自分が故意に他人のプリンを食べたら、普通はその後どうする？」

「私なら、買い直してあげるわね。そのままプリンがなかったら、ネメが怒ることは目に見えているし」

「俺もそう考えた。そして、真犯人も同じことを考えていたんだ。『プリンを食べちゃったけど、ネメにバレないうちに買い直せば問題ないよね』って。それで箱だけを冷蔵庫に入れて、さもプリンがなくなっていないよう偽装して、後で買いに行こうとしたんだ。昨日ネメ姉さんは毎晩箱の存在を確かめていたって言ってましたよね？　でも、そう言うってことは箱の中身は確認していないってことじゃないですか？」

「ノートの言う通り、中身は確認してないです」

「やっぱそうでしたか。これでプリンが昨日食べられたっていう確証も消え去りましたね。自分の推理に自信が持てました。それで話を戻しますよ。犯人はプリンを買い直そうと家を出た。ところが、実際に買い直そうと店の前まで来たところで誤算があった」

「誤算って？」

　エリンは首を傾げた。それに俺は答える。

「あの店にすごい行列ができているってこと。真犯人は箱に書いてあった名前の通りの店に向かってみただけだったから、その店が人気店だったってことを現地に行ってみるまで知らなかったんだ。それで行列に並ぶのに嫌気が差した真犯人は、そこである店の存在が目に入った。それこそがこの二つ目の箱、安価プリンの店だ」

　そう言って、赤色の箱を皆の前に掲げた。

「その店は幸いにも行列ができてないので、すぐにプリンは買えた。しかし、そのままネメに代わりのものとして渡すと、あまりにもランクの違うプリンなので怒られてしまう。そこで真犯人は一計を案じた」

　二つの箱から、六つずつプリンを取り出した。そして、取り出した安価プリンの一つを先程まで高級プリンが入っていた金色の箱に入れた。

「こうして安価プリンを高級プリンに見せることにしたのです。冷蔵庫にカモフラージュとして置きっぱなしにしてあった金色の箱に安価プリンを入れて」

「でも、さすがに中身を替えたんじゃ、ネメが食べる時、気づくんじゃねえの？」

「いいところに気づきました、フォースさん。そうなんですよ。真犯人もそう考えたのです。だから真犯人はプリンの中身を他の第三者に食べさせる必要があったんです。どの店のプリンか見分けることができない人物に食べさせて、その第三者に高級プリンを食べた罪をなすりつけるために」

「それがエリンってことだね」

　ここまでの説明で、ジンも事件の全容がわかったようだ。そうなると、彼の中でも真犯人の正体は明確になっていることだろう。

「そうです。真犯人はエリンにプリンを譲るようなふりをして、箱を入れ替えた安価プリンを食べさせたのです。その際、冷蔵庫には金色の箱しかなかったと思います。『冷蔵庫にあるプリンを食べていい』と言われ、エリンは目についた金色の箱のプリンを手に取るしかなかった。それでエリンがプリンを食べた後で、ダミー用に買っておいたもう一つの安価プリンを、こっちは赤色の箱に入れたままにして、冷蔵庫に保存しておいたのです。箱に『エリンさんへ』とメッセージを書いておいて。これでエリンが箱を取り違えてしまったように偽装ができます」

　真犯人は高級プリンを食べて、その箱に買ってきた安価プリンを入れた。そして、高級プリンに見せかけた安価プリンを第三者に食べさせることによって、高級プリンを食べた偽の犯人を仕立て上げた。それが事件の真相だ。

　ここまで来たら、犯人は誰か明白だ。俺はその人物に向かって、宣言をした。

「そんなことができる犯人は一人だけ。エリンにプリンを食べさせるよう仕向けた人物。ロズリア、お前だ」

　ロズリアは「ふふっ」と微笑ほほえむと、口を開いた。

「面白い推理ありがとうございます。でも、人に疑いをかけるなら証拠が必要ですよね？」

「その発言自体が自白みたいなものなんだけど……。一応、証拠は箱に書いてあったメッセージだよ。ほとんど完璧だったロズリアの計画の唯一のミスだ。普通、自分が買って余ったプリンを偶たま々たまリビングにいた人に譲るなら『ロズリア』と箱に書いてある状態にならない？　それなのに『エリンさんへ』と書いてしまった。エリンを嵌はめたい気持ちが焦って、客観的な文面にできなかったんだ」

　ロズリアが誰かを罠わなにかけるとしたら、エリンが真っ先に選ばれそうなもんだ。エリンを相手に無償でプリンをあげるなんて、ロズリアの性格的にありえない話だ。

「でも、その証拠は弱すぎませんか？　仰おつしやる通り、普通は自分の名前を書きますけど、他人へ送るメッセージを書いたからそれだけで犯人だなんて。まず、プリンを入れ替えた証拠がなければ、わたくしを真犯人として証明することはできませんよ」

「それならば、あるよ。プリンを入れ替えた証拠。だって、俺食べたんだもん。ロズリアが入れ替えたプリン」

「えっ？」

「だから食べたんだって。エリンはロズリアから突然プリンをあげるって言われて、毒でも入っているんじゃないかって不審に思ったんだって。それで、俺が一口毒味させられたんだよ。その時、俺もプリンの外見を見ていた。あれは確実に安価プリンの外見そのものだったよ」

　俺がこのトリックに気がついたのも、それが原因だった。安価プリンの店に入って、ショーケースを眺めた際、衝撃に襲われた、だって、エリンに一口食べさせてもらったものとまるっきり同じプリンがそこには並べられていたのだから。

　そこでプリンが入れ替えられていたことを悟って、逆算していってたどり着いたのが、今語った結論だ。

　そう言えば、最初のプリン騒動の話し合いの際、ロズリアは俺を押しのけて無理やりにも探偵役を買って出た。あれも議論の主導権を握って、話し合いの矛先が真相に近づかないようにしたかったのだろう。

　現に俺がネメにプリンを買った日にちを質問した際、ロズリアに咎とがめられた。あれもプリンが長期間冷蔵庫にあったと知られれば、入れ替えトリックにたどり着く可能性が高くなってしまう。真相が露見することを危惧しての反応だったかもしれない。

「そんな予想外の出来事ありですか。ノートくんが毒味させられて、しかも安価プリンの存在までたどり着くなんて。そこまで予期して作戦なんて立てられませんよ」

　それは自白そのものだった。ロズリアは弁解を諦めて、罪を認めたようだ。口元に笑みを浮かべながら、椅子に深く腰掛ける。

　確かに、今回の事件を解決できたのはほとんど偶然の産物だった。俺が毒味をさせられていなかったら気づかないし、安価プリンのお店に興味を持って中に入らなければ絶対に真相にたどり着けなかった。

　もし、エリン一人で高級プリンを買って、自分が食べたプリンと違うことに気づいて訴えかけても、プリンを食べた犯人とされていた彼女の言葉に説得力はない。責任逃れの発言と捉えられて責められてしまうだろう。

　要するに、ロズリアの立てた計画は完全犯罪になり得たのだ。

　ただ不幸が重なって、犯行が露見してしまった。それだけだ。

　プリンを食べた犯人捜しをするだけの単純な事件のように見えて、裏ではプリンの入れ替えという複雑怪奇な仕掛けが潜んでいた。しかも、他人に罪をなすりつけるという狡こう猾かつさまで備えられている。

　やはりロズリア・ミンクゴットは恐ろしい女である。このピュリフの街でパーティークラッシャーとして名を馳はせていただけのことはある。

「やはりノートくんには全てを見破られてしまいますね」

「なんで嬉うれしそうなんだよ。それより、エリン達たちに謝ったら？」

「そうよ！　私に罪をなすりつけるなんて酷ひどいじゃない！」

「ネメのプリンを食べるなんて最低です！」

「いいじゃないですか。こうして六人分のプリンもあることですし、平和的な解決ってことで」

「どこがよ！　それ、私が並んで買ったのよ！」

　エリンの叫び声がパーティーハウスの中に響いていった。
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